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    「距離だ！　東ひがし森もり、近づけッ！」


    「距離だ！　離れろ、黒羽クロウッ！」


    　槇まき村むら伽か夜よと夜や獣じゆう・奈な闇やみが同時に叫ぶ。


    　東森鷹たか兎とは、伽夜の言葉を聞いた瞬間、自分の能力の片へん鱗りんを理解した。


    （標的との距離が離れすぎると、攻撃力が極端に下がるんだ……！）


    　走る。


    　走る。


    　彼女の言うとおり。


    　敵に近づくために。


    　夜獣・黒羽は逃げる。


    　巨大な翼を必死に羽ばたかせて。


    　そびえ立つ柱の陰に逃げ込もうとする。


    　だがそれは無理だった。


    　伽夜の能力によって作り出されたシールドが、黒羽の行く手をさえぎる。


    「ぐああああアアアアアアアアアアアア！」


    　ドムッ！


    　響く絶叫。激しい衝突。


    　鷹兎はショットガンに変へん化げしたおのれの影かげ子こ・ハルハを構え、狙ねらいを定めた。


    　ガォゥン！


    　うなりを上げて飛び出した弾丸が、シールドに跳はね返された黒羽を後ろの柱ごと貫つらぬく。


    　そしてさらに、


    　ジャコッ、ガォゥン！　ジャコッ、ガォゥン！　ジャコッ、ガォゥン！


    　ズブッ、ズブッ、ズブッ。


    　弾丸は黒羽の体に無数の穴を開けていった。


    　黒羽は、


    　ジャコッ、ガォゥン！


    　大量の血を、


    　ジャコッ、ガォゥン！


    　まき散らしながら、


    　ジャコッ、ガォゥン！


    　落下した。


    　ジャコッ、ガォゥン！


    　やがて、


    　ジャコッ、ガォゥン！


    　風穴だらけの体が、


    　ジャコッ、ガォゥン！


    　グシャッと、


    　地面に墜つい落らくした。


    　そのまま、ピクリとも動かなかった。


    



    　こうして鷹たか兎とは、初めての夜や獣じゆうとの戦いに勝利した。


    　二週間ほど前のことだ。

  


  
    [image: ]

  


  
    



    



    　　　　　　　　　　１


    



    　とあるデパートの四階・衣料品売り場にて。


    　フィッティングルームのカーテンが勢いよく開き、夏を先取りしたような小麦色の肌の少女・ハルハが、元気いっぱいに中から身を乗り出してきた。


    「タカト、このお洋服、どうッ？」


    　ハルハはくるりと一回転する。ワンピースのスカートが舞い上がる。


    「う、うん……いいと思うよ」


    　鷹たか兎とは第一印象を述べ、改めて彼女の姿を眺めた。ホワイトを基調にしたノースリーブのワンピースが、彼女の小麦色の肌とコントラストをなして、まぶしいくらいに輝いていた。


    （ハルハのスカート姿を見るのは初めてだな……）


    　ハルハは基本的に鷹兎のお古のジャージを着用している。それ以外にも、鷹兎が持っている服の中で、ハルハが着られそうなものはいくつかあったが、ジャージが一番のお気に入りだった。なんといっても着やすいのがいいらしい。ハルハは未いまだに、服のボタンをとめるのが苦手だった。


    （普段、僕の服ばっかり着てるから、スカート姿とかイメージできなかったけど……）


    　いざ目の前にしてみると、想像以上によく似合っていた。今さらだが、『ああ、女の子なんだな』と痛感させられる。スカートの裾すそから覗のぞくふくらはぎが悩ましい。


    「あの……うん……とっても似合ってる。………可愛かわいいと、思うよ」


    「ほんとに？　わーい、嬉うれしいなっ」


    　そう言って彼女は、くふふふふっ、と満面の笑みを浮かべた。鷹兎も頰ほおを赤くしながら、釣られて笑う。と、


    「あ、そうだタカト、このワンピースってね、とっても便利なんだよ！　ボタンもファスナーもないから、ハルハでもすぐ着られるの！　脱ぐのも簡単だよ！」


    　言うが早いか、ハルハは早速スカートをめくり上げて脱ごうとし始めた。
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  「ちょっ、ハ、ハルハ──！」


  　鷹兎は慌あわててハルハを止めようとする。しかしそれより先に、ハルハの後ろからすっと伸びた手が、へそまでめくり上がろうとするワンピースの裾をむしり取るように下げた。


  「だ～か～ら～、場所を考えずに服をめくり上げるのはやめろと何度言わせる！」


  　ハルハの後ろから現れたのは、高校の先輩であり、鷹兎を夜や獣じゆうとの戦いに引き込んだ少女・伽か夜よだった。ハルハの着替えを手伝うため、一緒にフィッティングルームに入っていたのだ。


  「え～、なんで～。めくり上げないと脱げないよ～。さっきジャージ脱いだときはなんにも言わなかったのに、どうして急に怒るのぉ？」


  「このカーテンだ！　これが開いているか閉まっているかで、全然話が違うんだ！　覚えておけ！」


  「む～っ」唇くちびるを尖とがらせて、恨うらめしそうに伽か夜よを見上げるハルハ。「だ、だって、一人でお着替えできるところをタカトに見てほしいんだもん！　……じゃあ、カヨが外に出て、タカトが中に入ってよ。それでカーテン閉めればいいんでしょ？」


  　鷹たか兎とと伽夜は目を丸くし、一瞬言葉を失う。しばらくして、


  「い……いいわけないだろ～～～ッ!!」


  　赤面する伽夜が、売り場中の買い物客が振り返るような大声で叫んだ。
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  　放課後、鷹兎たちは繁はん華か街のデパートに寄っていた。鷹兎の影かげ子こであるハルハの衣類をそろえるためである。


  　会計を済ませ、レジから離れる一同。ワンピースの入った手提さげ袋を嬉うれしそうにかかえるハルハに伽夜が尋たずねる。


  「本当にその一着だけでいいのか？　ほかに気に入ったものがないなら……違う店も覗のぞいてみるか？」


  「違うお店？　うーん…………ううん、これだけでいい」


  「もしかして……遠えん慮りよしているのか？　別に気にしないでいいんだぞ。こういう費用は、全部槇まき村むら家けで負担することになっているからな」


  　しかしハルハは首を横に振り、上うわ目め遣づかいで伽か夜よに言った。


  「あ……あのね、このワンピース、ハルハとっても気に入ってるよ。タカトもいいって言ってくれたし。……でも、お店にあるお洋服は、タカトの感じがしないから」


  「僕の……感じ？」自分を指差して、鷹たか兎とは目をしばたたかせる。


  「うん」ハルハはうなずくと、先ほど着替えたジャージに、愛いとおしそうに手を当てた。「ハルハね、タカトの感じが残っているこのお洋服が大好き。だっていつでもタカトに抱っこされてるみたいな気持ちになれるんだもん」


  　そしてハルハはにこっと微笑ほほえみ、「あ、もちろんほんとに抱っこしてもらったほうが、もっとも～っと気持ちいいよ」とつけ加える。


  「……」鷹兎は体中が燃えるように熱くなっていくのを感じた。嬉うれしさと恥ずかしさが込み上げて、声が出なくなる。


  「〝タカトの感じ〟……か。影かげ子こだけに感じ取れるなにかなのかもな……」伽夜はつぶやき、『やれやれ、まったくかなわないな』という顔で苦にが笑わらいした。


  　鷹兎は火ほ照てった頰ほおをポリポリとかいて、「あ……ははは……」照れ笑いを浮かべながらうつむく。と、そのとき。


  「あ、じゃあこのお洋服も、先にタカトに着てもらえばいいんだ」


  　ぱんっ。名案を閃ひらめいたとばかりに手を叩たたいて、ハルハがはずんだ声を上げた。


  「え…………ぇえッ？」ギョッとして顔を跳はね上げる鷹兎。


  「ふむ、なるほどな……」


  　伽夜は鷹兎の顔をじっと眺め、顎あごに手を当てて何事か考え始めた。


  「な、なるほどなーッ？　ちょ、先輩、なにを検討しているんですか!?」


  「あ、いや……」ばつが悪そうに伽夜は目をそらす。「その、なんだ……あくまでハルハのためを考えてだな……け、決して、私が君の女装姿が見たいとか、そういうことじゃないぞッ」


  「わーいッ、じゃあもう一着買ってもらっちゃおうかな～」


  　ハルハは早速、売り場に戻って物色を始める。伽夜がそのあとを追う。


  「む、待てハルハ──やはり問題はウエストだな。東ひがし森もりでも着られるものとなると……」


  「ちょっ……」思ってもみなかった展開に、しばし呆ぼう然ぜんとなる鷹兎。


  　しかし、ひらひらした布をだんだん重ねにしたティアードチュニックを手に、あれこれ話し合っている伽夜とハルハを見て、鷹兎はようやく我われに返った。


  「だ……ダメー！　その案、ダメーっ！」
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  　必死の説得の甲か斐いあって、〝鷹たか兎と女装化計画〟は白紙に戻された。


  「君がそこまで嫌いやだと言うのならば仕方あるまい。ではあとは…………し、下着だな」


  　伽か夜よは気まずそうに鷹兎をチラッと見る。


  「あ……え、えっと、じゃあ僕は、エレベーターの前で待っています」


  　伽夜の言わんとしていることを察して、鷹兎は一人、エレベーター前のベンチに向かって歩きだそうとした。しかし、


  「あッ！　タカト、あれ見て!!」


  「え……わ、ちょ、ちょっとハルハ？」


  　振り返るのも待たずにハルハに腕をつかまれ、鷹兎はグイグイと引っ張られた。


  　子供用下着が並ぶ一角まで来て、ようやく止まる。


  「見て、タカト！　ほら！」


  　そこには、女の子向けの人気アニメ『ふたりはラブＤＸデラツクス』のキャラクターインナーが陳ちん列れつされていた。


  「下着！　これ、下着でしょ？　テレビのＣＭでやってたよ！」


  「う、うん……まぁ……下着だね」


  「だよね！　だよね！　じゃあハルハ、これがいい！　これ買って！」


  　ハルハの目が、キラキラと期待にきらめき、鷹兎を見つめた。無む垢くな瞳の輝きから逃のがれるように視線をそらして、鷹兎は伽夜に助けを求める。「せ、先輩……」


  「こ、これを……か？　う……ぅう～～～～～～～～ん……！」


  　伽夜は眉み間けんにしわを寄せ、苦しそうにうなり声を上げる。しばらくしてから「……ちょっと待っていろ」と言って、ラブデラ（ラブＤＸの略）・インナーを手に店員の元へ向かった。


  　せっせと売り場の整理をしている若い女性店員の背中に、ためらいがちに声をかける。


  



  「あ、あの……この商品のことで訊ききたいことがあるのだが……」


  「はいっ？　あ、いらっしゃいませー。どちらの商品ですかー？」


  「こ……これ。これのもっと大きいサイズは……あるだろうか？」


  　店員は、伽夜からラブデラ・インナーを受け取る。


  　ラブデラ・インナーと伽夜の顔を何度も見比べる。


  「……〝ふたりはラブＤＸ・ラブラブおしゃれインナーセット（サイズＬＬ）〟ですが、お間違いありませんかー？」


  「ま、間違いないから大きな声で読み上げないでくれ！」


  「あいすみませんー」


  　ぺこりと頭を下げる店員。近くにいた中年のオバサン客がチラッと見てくる。伽か夜よは頰ほおを赤くした。


  「どっ……どうなんだ？　それ以上のサイズは、あ、あるのか？」


  「えっと、こちらの商品ですね～……お客さまがお持ちになったこちらがサイズＬＬで一番大きなものとなっておりますー。あいすみませんー」


  「そ、そうか……」


  「そうなんですー。あ、でも一応、測ってみますー？　サイズＬＬですと、お客さまのバストなら胸囲のほうはなんとかなりそうですねー。ウエストあいすみませんー」


  　腰に提さげたポーチから素早くメジャーを取り出すと、店員はそれを伽夜のウエストに巻きつけようとした。


  「ムッ？　い、いや、違う！　私が着るんじゃない！」


  「恥ずかしがらなくて結構ですよー。人それぞれ、いろんな趣味があっていいと思いますー」


  「ち、違う！　断じて私のでは……ッ！」


  　オバサン客は半笑いを浮かべ、横目でガン見していた。


  



  　やがて顔を真っ赤にしながら戻ってきた伽夜は、すまなそうに首を横に振る。


  「ダメだ、ハルハ……おまえに合うサイズはないそうだ」


  「え～～ッ、やーん！」


  「やーんと言っても、ないものはしょうがないだろう。これは小さな子供用のサイズしか作られていないんだそうだ。諦あきらめろ」


  「や～ん～、これがいいの～！」ハルハは体をよじって〝いやいや〟した。


  「わ、わがまま言うな！　おまえの大きな胸と尻しりでは、この下着は着られないんだ！」


  　目尻を吊り上げて伽夜が声を荒らげる。鷹たか兎とも慌あわててハルハをなだめにかかった。


  「ハ、ハルハ……無理を言って困らせないで……。お願いだから……」


  「あうう……で、でも……でも……」


  「先輩だって意地悪で言ってるんじゃないんだよ？　お店で売ってないんだから、しょうがないでしょ……ね？」


  「う……うう～……」


  　大好きな鷹兎に言われては、ハルハも諦めざるを得ないようだった。瞳をうるうるさせながら、両脇から胸を押し潰つぶし、「ううっ……おっきいお胸が憎い……」とつぶやく。


  　推定Ｃカップのふくらみが、ぱつんぱつんのジャージの胸元に張りついてゆがむさまをうらやましそうな眼まな差ざしで眺め、伽夜はぶるるるっと首を振った。


  「くっ……わ、わかったのなら行くぞッ。おまえに合う下着はこっちだ」


  　伽か夜よはハルハの腕を取り、女性用下着コーナーに引きずっていく。


  （やれやれ……可哀かわい想そうだけど、こればっかりはなぁ……）


  　鷹たか兎とはため息を一つつくと、エレベーター前に向かって歩きだした。
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  　四十分ほどしてようやく二人が戻ってくる。


  「すまない、待たせたな。──悪いがもうちょっとだけ待っててくれないか？」


  　伽夜は携帯電話を取り出し、ピッ、ポッ、と操作しながら、化け粧しよう室のほうへ駆けていった。


  （なんだろ……僕らに聞かれたくない電話……？）


  　鷹兎は首をかしげながらベンチに腰かける。その横にハルハも並んで座る。


  　ハルハの機き嫌げんはまだ直っていないようだった。


  「男の子は仮面ファイター・ブリーフ、女の子はラブデラ・インナーセットなんだよ……」


  　がっくりとうなだれながら、ブラブラと足を交互に揺らして、未練がましくテレビＣＭの売り文句をつぶやいた。


  　そんな彼女を見ていると、鷹兎は少し切なくなる。


  　ハルハの見た目は十四歳前後。背は鷹兎よりちょっとだけ低いが、体つきは大人の女性に近い。


  　しかし心は、小学校低学年か、下へ手たをすると幼稚園児なみだ。


  　だから彼女がアニメのイラスト入りの下着を欲しがることは、ごくごく自然なことなのだ。


  （どうしてハルハの心は、こんなにお子さまになっちゃったんだろう……？）


  　そもそも彼女の姿は、鷹兎の好きなゲーム『女神先生Ⅱ』に登場するヒロイン〝ハルハ・カ・パ・ルナナ神〟そのものなのだ。だからきっとその性格も、鷹兎の精神に影響を受けているのだろう。


  （ハルハが見た目どおりの心を持って生まれていれば、こんなふうに悲しい思いをしなくてすんだのに……）


  　申し訳ない気持ちで胸が締めつけられた。


  「ねぇハルハ……このあと地下街でさ、ソフトクリームかなんか、食べようか……？」


  　ツンツンと跳はねた彼女の髪をそっと撫なでて、鷹兎は言った。ハルハはびっくりしたように顔を上げ、大きく開いた瞳で鷹兎を見つめる。


  「ソフトクリーム!?　食べたい、食べたいっ！」


  「……うん、じゃあ先輩が戻ってきたらね」


  「やった～！　くふふふふふっ！」


  　ハルハは勢いよく鷹兎にギュッと抱きついた。


  　鷹たか兎とは押し倒されそうになりながらも、ハルハの頭を優しく撫なで続けた。


  



  　戻ってきた伽か夜よにソフトクリームの話をすると、


  「そうだな、駐車場で待っている早はや瀬せさんには悪いが、一休みしていくか」


  　と言って賛成してくれた。地下へと下りるため、エレベーターに乗り込む。


  「あ！　ボタン！　ハルハがボタン押したい！」


  　すっかり機き嫌げんを直したハルハに、鷹兎と伽夜は顔を見合わせ、苦笑する。


  「えいっ」ハルハが〝Ｂ１〟のボタンを押すと、エレベーターはゆっくりと動き始めた。


  「ハルハ、重たそうだな。その手提さげ、影の中にしまったらどうだ？」と伽夜。


  　影かげ子こは荷物を持って影を出入りできる。影の中にしまっておくこともできる。


  　しかしハルハは、んーん、とかぶりを振った。「おうちまで、持って帰るの」


  「──そうか」伽夜は目を細めて、ふふっと微笑ほほえんだ。


  　エレベーターは二階でいったん止まり、数人の客が新たに乗り込んでくる。〝開〟ボタンを押しながら〝閉〟ボタンに指を当ててうずうずしているハルハを、「まだだよ。最後の人がちゃんと乗り込むまで待って」と鷹兎が押しとどめていると──、


  　突とつ如じよ、悲鳴が上がった。


  　人の発する物音がピタッと止まり、静かになった店内にＢＧＭが白々しく霧む散さんする。


  （な……なんだ、今の声……!?）


  　エレベーターに乗り込もうとしていた最後の客も、足を一歩踏み込んだ状態で止まってしまった。口をぽかんと開けて、悲鳴の聞こえたほうを振り返る。


  　鷹兎があっと思ったときには、好奇心に瞳を輝かせたハルハが、エレベーターから飛び出していた。


  「あッ!?　ま、待って、ハルハ!!」


  　鷹兎と伽夜も慌あわててあとを追う。悲鳴が聞こえた方角は、客たちの目線をたどれば一いち目もく瞭りよう然ぜん。二階出入り口から出てすぐのところ、別の建物とをつなぐ歩道橋に、人ひと垣がきの輪が出来ている。ハルハは勢いよくその輪の中に飛び込んでいった。


  「ハルハ～！　す、すみません、ちょっと通してくださいっ」


  　人垣の内側まで入って、鷹兎はようやくハルハを捕まえた。


  「はぁ、はぁ……こ、こらハルハ！　一人で勝手に行ったらダメじゃ──」


  



  　裸ラ裸ラ裸ラ裸ラ裸ラァ～～～ッ♪


  



  　オペラ歌手のような美声（テノール）が鷹兎の言葉をかき消した。


  　ギョッとして声のしたほう──人垣の輪の中心──に目を向けた鷹兎は、そこに信じられないものを見て絶句する。「……ッ？」


  「なっ……なんだあいつはッ!?」


  　後ろで伽か夜よの声がした。鷹たか兎とに遅れてやってきた彼女が、あっけに取られた顔で人の輪の中心を見つめていた。伽夜だけではない。人ひと垣がきを構成する者たちのほとんどが、文字どおり〝開いた口が塞ふさがらない〟状態である。


  　皆の視線が集中する、人垣に囲まれた空間の中央で──、


  　マスクをつけた半はん裸らの男が、全身にひねりを加えた独特のポーズのまま、まるでオブジェのように微び動どうだにせず立っていた。
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  　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……！


  　その男の立ち姿には、ミケランジェロの彫刻のような荘そう厳ごんさが滲にじみ出ていた。筋骨は隆りゆう々りゆうとし、ギリシャ神話の英雄を思わせる。


  　髪は、まるで鳥の巣のようなアフロヘア。


  　身につけているものは、目元を隠すドミノマスク、黒いマント、黒いパンツ──以上。


  「自分の体を彫像に見立てた路上パフォーマンス……〝リビングスタチュー〟というやつか……？」


  　首をひねって伽夜がつぶやいた。


  　よくわからないが、どうやらこれは芸術の一種らしい。一見奇妙だが、この人なりに自分の求める〝美〟を表現しようとしているのだろう。


  　だがよく見ると、パンツには透すかし彫ぼりのような薔ば薇らのレース模様が入っていた。どうも女物のようだ。


  （ただの危ない人……かも。ＳＭの女王さまみたいなマスクしているし。お近づきにならないほうがいいな……）


  　鷹兎はハルハを促うながしてこの場から立ち去ろうとする。「さ……さぁハルハ、ソフトクリーム食べに行こう」


  　しかしこの一瞬、ハルハの好奇心は食欲を上回った。


  「ねぇタカト、あのオジサン、なんでパンツしか穿はいてないの？」


  「わぁっ、ハ、ハルハ、しーっ！」


  『言っちゃダメ！』と人差し指を口の前に当てるが、時すでに遅かった。


  「ン裸ラ裸ラ裸ラ裸ラァ～～～～～ッ♪」


  　テノールの美声が響くと同時に、黒パンツ男は突とつ如じよとして動きだし、芝居がかった動きでハルハをビシッと指差した。


  「フハハハハッ！　そこの少女！　オジサンではなァい！」


  　男は、ハルハを差した指を今度は天に突き立て、高らかに宣言する。


  「我が名はラ・マン！　キング・オブ・ヌードなりィ！」


  　ング・オブ・ヌードなりィ……オブ・ヌードなりィ……ヌードなりィ……なりィ…………。


  　黒パンツ男の叫びが、日暮れ間ま際ぎわの薄暗い空にこだました。


  　そして訪れる静せい寂じやく。


  　きょとんとした顔でハルハが鷹たか兎との袖そでを引っ張る。


  「タカト、〝キング・オブ・ヌード〟ってなーに？」


  「えっ？　キ……キングは〝王さま〟、ヌードは〝裸〟って意味だと思うんだけど……」


  〝裸〟で〝王さま〟、それじゃまるで──鷹兎はいぶかしげな眼まな差ざしを、つい黒パンツ男に向けてしまった。ふと、目が合う。


  「フハハハハッ！　なんだ少年、我が誇り高き称号に、文句でもあるのか？」


  「あっ……い、いえ、文句とかじゃなくて……」


  　黒パンツ男が威い厳げんたっぷりに近づいてきた。人ひと垣がきがざわわっと逃げるように崩れて、鷹兎たちは取り残される。


  「少年、言いたいことがあるなら言ってみろ。遠えん慮りよはいらんぞ？」


  　完全に目をつけられてしまった。やむを得ず、鷹兎はおずおずと口を開く。


  「あ、あの……『裸の王さま』って、ご存じですか？」


  「裸の王さま……だと？」


  　黒パンツ男の顔がこわばる。


  　ゴゴゴゴ……。


  　ゴゴゴゴゴゴ……。


  　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……！


  　大気が震ふるえる音すら聞こえるような沈黙。


  　だが次の瞬間、沈黙は哄こう笑しようによって打ち破られた。


  「フハハハハハハハハッ！　無論だ！　裸の王さま、キング・オブ・ヌード──つまり我われのことだ！」


  　そして黒パンツ男は、額ひたいに手を当てて空を仰ぎ、『こいつは傑けつ作さくだ！』とばかりに笑い続ける。なにがおかしいのかさっぱりわからない。


  「えーっと……あ、あの、もういいです。失礼しました」鷹兎は目で伽か夜よに合図した。伽夜も、うむ、とうなずく。


  「さ、行くぞ。あまり遅くなると、ソフトクリームを食べる時間がなくなってしまうぞ？」


  「やーん、ソフトクリーム食べる～」


  「ン待てェェェェいッ!!」


  　立ち去ろうとした鷹たか兎とたちを、黒パンツ男の声が制止した。


  「む……悪いがこっちは急いでいる。気にせず、パフォーマンスの続きをやってくれ」


  　やれやれ、と少し面倒くさそうに伽か夜よが振り返る。しかし黒パンツ男は、伽夜の言葉などまるで聞こえていないようで、一番近い歩道橋の手すりに登ると、さっきとはまた違うポーズをビシッと決めた。


  「お、おい……そんなところに登ったら危ないぞ……！」


  　黒パンツ男は、相変わらず伽夜の声を無視し、こう叫ぶ。


  「──貴き面めんフラッシュ!!」


  　声と同時に、彼の顔面が、閃せん光こうを放った。


  「!?」


  　鷹兎たちも、周りにいた者たちも、真っ白な光に呑のみ込まれ、痛みを伴ともなうまぶしさに思わず目を閉じる。


  「フハハハハハッ！　どけィ、愚ぐ民みんども！」


  「きゃ～～～～！」


  　悲鳴が上がった。目の奥にわずかな疼とう痛つうを覚えつつ鷹兎がまぶたを開くと、少し離れたところから、さらなる悲鳴が立て続けに上がる。黒いマントをなびかせて歩道橋を走るパンツ男の後ろ姿が見えた。


  「クッ……追うぞ東ひがし森もり！　確認する必要がある！」


  「えっ？　な、なにを……!?」


  　しかし伽夜は、鷹兎の問いに答える前に走りだす。鷹兎も慌あわててそれに従う。


  「や～ん、待って～。まだ目がチカチカするぅ～」


  　まぶたをぱちぱちとしばたたかせるハルハが、重たい手提さげを胸にかかえて、必死に二人のあとを追った。
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  　黒パンツ男は人ひと気けのないほうを選んで走っていってるようだった。


  　鷹兎は一生懸けん命めいに走ったが、前を走る伽夜との距離が開いていく。自慢ではないが足は遅いほうだ。


  　せまい路地裏を走っていると、十メートルほど先の角を黒パンツ男が曲がった。次いで伽夜も。二人の姿が完全に見えなくなってしまう。


  （うわっ……み、見失っちゃった……ッ？）


  　焦あせるが、足はもうこれ以上早くは動かない。それどころか息が切れ、そろそろ限界近い。


  「タカト～……ハァハァ……カヨは……ハァ……どこ行っちゃったのぉ……？」


  　ハルハが追いついてきた。鷹たか兎と同様、かなり苦しそうだ。


  「あ、あそこッ……あの角を曲がったんだけど……！」


  　二人でよろよろと走りながら角を曲がる。


  　曲がった先の道路右側に、古びた駐車場があった。


  　錆さびたフェンスに囲まれたその場所に、立ち止まっている伽か夜よの姿があった。


  （よかった、追いついた……！）


  　だがほっとしたのもつかの間、伽夜の向こう、駐車場奥に、先の黒パンツ男が立っていた。


  　伽夜と黒パンツ男は肩で息をしながら、視線をぶつけ合っている。


  　無言の対たい峙じ。


  　車が十数台入れられそうな駐車場だが、停とまっているのはたったの二台。


  　鷹兎たち以外、辺りに人影はない。


  　駐車場出入り口を通って伽夜の後ろにたどり着くと、黒パンツ男が、遅れて現れた鷹兎たちをジロリと睨にらんだ。


  　そして、ふぅーっ、とため息をつく。


  「やれやれ……なんなのだおまえたちは？　なぜ追いかけてくる？　我われは忙いそがしいのだ。まだ今日のノルマが残っているのでな」


  「一つ訊ききたいことがある」伽夜が一歩詰め寄った。


  「訊きたいこと？　フン、答えてやる義理などないが……まぁ、一つだけならいいだろう。寛かん大だいな我に感謝しろ」


  　ふんぞり返る黒パンツ男。


  　ごくりとつばを飲み込み、伽夜は尋たずねた。


  「おまえは……夜や獣じゆうか？」


  　先ほど、この男は顔面から閃せん光こうを放った。普通に考えれば人間業わざではない。


  　もしかしたら、と伽夜は思ったのだろう。


  　黒パンツ男はきょとんとした顔で首をかしげた。


  「その眼鏡めがね、度が合っていないのではないか？　おまえには我が野獣に見えるのか？」


  「……む…………？」


  「………………ヌゥ？」


  「………………………………？」


  「………………………………？」


  　会話がかみ合っていないことに伽夜が気づくまで、少し時間がかかった。


  「ち、違う！　そうじゃなくて、夜獣かと訊いている！」


  「くどいぞ！　我は野獣などではないッ！」


  「だ～か～ら～！　そうではなくて、私は夜獣かと訊いているんだッ！　野の獣けものではない！　夜の獣けものと書いて夜や獣じゆうだ!!」


  「夜の獣ォ？　〝あなたってベッドの中では獣みたいね♡〟とか、そういう意味か？　……なぜおまえに我われの夜の営いとなみについて教えてやらねばならぬのだ！　我を侮ぶ辱じよくしているのかッ？」


  「ち……ちっが～～～うッ!!　私が言っているのは──」


  「ええい、黙れ黙れ黙れェ～～～～～～～～ッ!!」


  　黒パンツ男は激げつ高こうし、アフロヘアに両方の手を突っ込んで、いらだたしげにかき回した。


  「おのれ、なんと無礼な奴よ！　これはなにかしら罰ばつのようなものを与えねばなるまいィ!!」


  　ヒステリックに頭をぐちゃぐちゃとかき回す黒パンツ男。


  　と、


  　バチィッ！　アフロから火花が散った。


  　黒パンツ男はニヤリと口角を吊り上げ、アフロから手を引き抜く。


  　その手が蛍光灯のようにぼうっと光っていた。


  　さらに、バチッ！　バチッ！　と火花を散らして放電している。


  「……チャージ完了！」


  　次の瞬間、黒パンツ男は走って間合いを詰めてきた。「我が怒りを受けよォォッ!!」


  「うわぁッ!?」鷹たか兎とは思わず、ハルハを連れて駐車場の外まで下がる。


  　伽か夜よは駐車場出入り口に立てられた街路灯のそばまで下がると、地面に映る自みずからの影に向かって呼びかけた。


  「……しましま、憑ひよう依いッ！」


  　しかし黒パンツ男は、すでにパンチの間合いに入っていた。


  　後ろに引いてためていた右の拳こぶしを、伽夜の顔面目がけて、思いっ切り振り抜く。


  「裸ら偉い人じん拳けんッ！」


  　バチィィィッ！


  　インパクトと同時に拳が閃せん光こうを放った。


  「カヨっ！」


  「せ、先輩ッ！」


  　だが伽夜は、ギリギリで頭を横にそらし、拳をかわしていた。


  　黒パンツ男の右拳は、伽夜の後ろの街路灯にヒット。拳からあふれた電流が蛇へびのように這はい上り、ランプカバーが音を立てて砕け散った。


  　息をつく間もなく今度は伽夜のボディーを狙ねらう。バチバチと発火放電する左拳。


  　伽夜はそれを、右手で受け止めた。


  　バチィィィッ！


  「馬鹿め！　裸偉人拳を素す手でで受けて、ただですむと思っているのか！」


  　閃光と衝撃音。勝ち誇る黒パンツ男の声。


  　しかし伽か夜よは不敵に微笑ほほえんだ。


  　彼女の影かげ子こであるしましまの憑ひよう依いは、すでに完了していたのだ。


  　伽夜が縞しま模様の浮き上がった右手をどかすと、小さく張られたシールドが、黒パンツ男の左ひだり拳こぶしを受け止めていた。


  「ヌゥゥゥッ？」


  　黒パンツ男はバッと飛びのく。


  　距離を開き、再び対たい峙じの状態に。


  　伽夜の能力で作られたシールドを、黒パンツ男は怪け訝げんそうに睨にらみつけた。


  「フン……妙な力を使うな。いったい何者だ？」


  「貴様に言われたくない。東ひがし森もり、どうやらこいつ、夜や獣じゆうに間違いなさそうだ」


  　電流が流れるパンチ──これもまた人間業わざではない。


  「ウヌウウウ、おのれ、まだ言うかァァ！」


  　黒パンツ男はもう一度アフロをかき回し始めた。飛び散る火花。鷹たか兎とは辺りを見回し、人影がないのを確認して叫ぶ。


  「ハ……ハルハッ、変へん化げして！」


  「え……う、うん、わかった！」


  　ハルハの体が内側から輝きだす。
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    　一方、黒パンツ男は、アフロから手を抜くと、なにかを空に向かって投げつけた。


    　黒い塊かたまり──ちぎったアフロの毛玉。


    　毛玉はふわっと、放物線を描いて飛んでくる。


    　さらに黒パンツ男は、ちぎっては投げ、ちぎっては投げ。


    　無数の毛玉が空から伽か夜よに降りかかる。


    　と同時に、黒パンツ男は突進してきた。左フックで伽夜の脇わき腹ばらを狙ねらう。


    「ムッ……!?」


    　毛玉は上から、パンチは横から。


    　一瞬のためらいののち、伽夜は左フックをシールドで防御した。


    　そして毛玉の一つが、伽夜の肩にふわりと着地する。


    　バチィッ！


    「クッ…………!?」


    　火花が散り、伽夜がうめき声を上げた。毛玉は帯電していたのだ。


    「フハハハ！　今度こそ喰らえ！　裸ら偉い人じん拳けんッ！」


    　動きの止まった伽夜に、黒パンツ男の右ストレートが襲いかかる。シールドを張り直す時間はもうない。


    　そのとき、ハルハの変へん化げが完了した。


    



    　ガォゥン！


    



    　鷹たか兎とが引き金を引き、ショットガンと化したハルハ──ガン・ハルハが火を噴く。


    　弾丸は黒パンツ男の頰ほおをかすめ、停とまっている車のフロントガラスを貫通した。


    　ぽっかりと、直径二センチの穴が空く。


    「ヌウッ？　こ、小こ僧ぞう！　どこにそんなものを隠し持っていたッ!?」


    　黒パンツ男は再び駐車場の奥まで下がり、距離を取る。


    　ガォゥン！　ガォゥン！　ガォゥン！　ガォゥン！


    　鷹兎はまだ空中に漂っている毛玉をすべて撃ち抜いた。


    　毛玉のカスがはらはらと地面に舞い落ちる。


    　そして鷹兎は、伽夜の元に駆け寄った。


    「大丈夫ですか、先輩ッ？」


    「あ、ああ……一瞬激痛が走ったが、もう大丈夫だ。ありがとう……」


    　よろりと伽夜は立ち上がる。


    「クヌウ、貴様らァ……！」


    「う……動くな！」


    　黒パンツ男が再び頭をかきむしろうとし、鷹たか兎とは銃口を向けてそれを止めた。


    「グウ……お、おのれェ……ッ！」


    「おい貴様、その鳥の巣頭から手を抜くんだ。ゆっくりとだぞ」


    　伽か夜よが命令する。


    　黒パンツ男は憤ふん怒ぬのうなり声を上げて、アフロから手を抜いていく。


    　──と、


    「きゃっ」


    　駐車場沿いの道から声が聞こえた。


    　ギクッとして鷹兎が声のほうを向くと、フェンスの向こうに人影があった。


    　袖そで口やスカートの裾すそがシースルーのレースに飾られた黒ずくめのドレス。頭には黒いベール。外国映画などで見たことのある洋風の喪も服ふく──いわゆるブラックフォーマルだ。


    （女の子……ッ？）


    　ガン・ハルハを構えている鷹兎を見て、彼女は目を見開いていた。


    （み、見られた！　ヤバイ、このままじゃ散弾銃乱射事件になっちゃう！）


    　その刹せつ那な、黒パンツ男が動きだした。走ってフェンスを乗り越え、喪服少女のそばに着地する。


    「あッ……！」


    　鷹兎が慌あわてて銃口を向け直したときには、喪服少女の細い首に、黒パンツ男のごつごつとした腕が絡みついていた。


    「え、え、なに……？」


    　喪服少女が困こん惑わくした声を上げる。


    「フハハハハ！　小こ僧ぞう、銃を置けィ！」


    　形勢逆転。今度は黒パンツ男が命令してきた。


    「ムゥッ…………や、やむを得ん……。東ひがし森もり、言われたとおりにしろ……！」


    　伽夜が悔くやしそうにまぶたをギュッと閉じる。


    （く、くそっ……。でも言うとおりにしないと、あの女の子が……）


    　鷹兎は仕方なく、ゆっくりとガン・ハルハを地面に置いた。


    　黒パンツ男はニヤリと笑う。


    「……ようし、そのまま動くなよォ？」


    　喪服少女をかかえて、ゆっくりと後ずさり始める。


    「…………クッ……！」


    　伽夜の握った拳こぶしが怒りにわなないた。


    　やがて黒パンツ男は充分な距離を取ってから、


    「フハハハハッ！　今日のところは我われの勝ちだな！　アディオス！」


    　喪も服ふく少女を置いて、脱だつ兎とのごとく駆けだした。


    　その直後、伽か夜よもはじかれた弾丸のように走りだし、あっけに取られた顔で立ち尽くしている喪服少女の元に駆け寄る。


    「君、だ、大丈夫かッ？」


    　少女はぽかーんと口を開けたまま伽夜を見る。


    「……大丈夫だけど……？」


    「そ、そうか……」


    　伽夜はほっと息をつき、黒パンツ男が走っていったほうに目を向けた。


    「せ……先輩、あいつは……？」


    　遅れて駆けつけた鷹たか兎とが尋たずねると、伽夜は無言で首を横に振る。


    「仕方あるまい。とにかくこの子が無事でよかった」


    「そ……そうですね……」


    　鷹兎は少女を見た。


    　と、彼女も鷹兎をじっと見ていた。


    　ボリュームたっぷりのまつげに飾られた瞳ひとみが、鷹兎の顔をもの言いたげに覗のぞき込んでいる。


    「……えっ……な、なんですか？」


    　戸と惑まどう鷹兎。少女は中性的なハスキーボイスでつぶやいた。


    「………………銃」


    「…………はい……？」


    「……あなた、銃、持ってなかった？」


    「あ……っ」


    　先ほどガン・ハルハを構えている姿を、彼女は見ていた。


    　鷹兎は青くなって、目で伽夜に助けを求めた。


    「ム……いや……さっきの銃はな……あ、あれだ……」


    　伽夜も言葉に詰まる。


    「…………？」首をかしげる少女。


    　なんと言ってごまかせばいいのか？　伽夜は額ひたいを押さえて、う～～んとうなる。


    　しばらくして、くわっと目を見開いた。


    「は…………はいっ、カ────ットォッ！」


    「……え？」


    「じ、実は私たちは映像サークルをやっていてな、さっきのはつまりその、撮影だったのだ。自主制作映画のな。……そ、そうだな東ひがし森もりっ!?」


    「は、はいっ？　あ……そ、そのとおりです、監督ッ！」


    「映画……？」


    　喪も服ふく少女はきょとんとした顔で目をぱちくりさせる。長いまつげがばさばさと動く。


    「そ、そうだ！　さっきのパンツ男もうちのサークルの男優なのだが、たまたま通りかかった君を使って妙なアドリブを入れてしまった。ま、まったく困った奴だ。本当に申し訳ない」


    　伽か夜よはぺこっと頭を下げる。鷹たか兎とも慌あわててそれに倣ならった。


    「ふーん……」


    　少女は辺りをきょろきょろと見回した。カメラを探しているのかもしれないが、もちろんそんなものはない。


    　やがて少女の視線が一点で止まり、ぼそりと囁ささやく。


    「映画って……エッチな映画？」


    「なッ？　とと、とんでもない！　確かにさっきのパンツ男の恰かつ好こうはちょっと前衛的すぎるかもしれないが、べ、別にいかがわしいものを撮とっているわけでは──」


    「だって、あの子もお仲間なんでしょう？」


    　あの子？　鷹兎は少女の視線をたどって後ろを振り向く。


    　先ほどガン・ハルハを置いた場所に、いつの間にが変へん化げを解いたハルハが立っていた。


    「タカト～、ねぇもうお洋服着ていいの～？」


    　変へん化げを解いたハルハは素っ裸だった。


    



    　その後も伽夜は必死に作り話を続けた。


    　その甲か斐いあって、喪服少女は伽夜の話を一応信じてくれたようだ。


    「それじゃ、撮影頑かん張ばってくださいね」


    　そう言って、ふふふ……と静かに微笑ほほえむ。


    　少女は、喪服に合わせたようなレース入りの黒い傘かさを持っていた。


    　それをプラプラさせながら去っていった。


    　鷹兎はほっとため息をつく。


    「よ……よかったですね、信じてもらえて」


    「うむ……我われながら無理のある言い訳だと思ったが……なんとかなるものだな」


    　伽夜も肩の荷が下りたような顔をして、携帯を取り出す。


    「さて……とりあえずパンツ男の件をお父さまに報告しなくてはな」
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    　黒塗りのベンツが夜の道路を走る。現在時刻は午後七時を少し過ぎた頃。


    　後部座席に伽夜、鷹兎、ハルハと並んで座っていた。


    　思わぬアクシデントに時間を食ってしまったので、ソフトクリームはまた今度──という話になりかけたのだが、


    「や～～ん～～～～～っ！　ソフトクリーム食べるって言ったも～～ん！　ソフトクリーム、ソフトクリーム、ソフトクリーム、ソフトクリームぅぅぅぅぅ～～～～ッ!!」


    　ハルハが断固として異議を唱となえる。やむなく車の中で食べることになった。


    　やがて、最初に食べ終わった伽か夜よが、ふと声を上げる。


    「そうだ東ひがし森もり、君に渡すものがあったのをすっかり忘れていた」


    　鞄かばんをがさごそと探さぐって、長さ十センチほどの円柱状の物体を取り出した。


    「えっと……なんですか、これ？」


    　くるくる回して見ていると、小さな文字で〝ＤＡＲＫＬＥＳＳ〟と刻まれているのを発見した。「ダーク……レス？」


    「うむ。……まぁ、はっきり言えば懐かい中ちゆう電灯だ。スイッチがあるだろう。押してみろ」


    　言われたとおりスイッチらしきものを押してみると、レンズから光の帯がパッと伸びて、暗い車内の天井を丸く照らし出した。


    「ふわっ、はにほえ、見えへ～」


    　口いっぱいにコーンを頰ほお張ばりながら、ハルハが興味津しん々しんで飛びつく。


    「槇まき村むら家けの研究室で開発された特製懐中電灯、〝ダークレス〟だ」


    「ダークレス……ですか。なんかすごそうな名前ですね」


    「うむ、基本的には普通の懐中電灯と大差ないがな。しかしとにかく頑がん丈じように出来ている。加えて防水、防ぼう塵じん、その他いろいろ──どんな過か酷こくな環境でも使用が可能になっているそうだ」


    　実験では、十トンの衝撃にも耐えたという。


    「レンズ周りのジョグを回転させることで、焦点調整もできるぞ」


    　鷹たか兎とからダークレスを受け取ったハルハが、ジョグをくるくると回転させる。天井に映った丸い光が大きくなったり小さくなったりした。


    「面白～い。えいっ」キャッキャッとはしゃぐハルハ。ライトの明かりを、運転手の早はや瀬せ亮りよう治じの横顔に向ける。


    「くはぁっ、ハルハさま、お戯たわむれを……っ」早瀬がハンドルを切りながらうめく。


    「バ……バカッ！　やめろハルハッ!!」慌あわててダークレスを取り上げる伽夜。


    「あ、やーん」


    「ダ、ダメだよハルハ！　運転中の早瀬さんにそんなことしちゃ、めっ！　めっ！」


    　さすがにしゃれにならないいたずらなので、鷹兎もちょっと本気で叱しかった。


    「あうっ……ご、ごめんなさい……」ハルハは亀かめのように首をすくめてしょげかえり、座席の隅すみで小さくなる。


    「ハルハ、これはおまえのおもちゃではないんだぞ……まったく」


    　伽夜が、やれやれ、とため息をついた。「……いいか東森、ハルハが出入りできるのは、主あるじである君の影だけだ。だからハルハが影の中に入っているときに、もしその影がなくなってしまったら、ハルハは外に出られなくなってしまう。……わかるか、この理屈？」


    「え？　う～ん……な、なんとなくわかりますけど……でも影がなくなるって、どういう状況でしょうか？」


    「うむ、そうだな……わかりやすい例で言えば、真っ暗な洞どう窟くつなどに入ったときだ。〝君の影〟とは〝君に光が当たって出来た影〟のことを言う。つまり光のない洞窟の中では、〝君の影〟は存在しないのだ」


    「ほかの影があっても〝僕の影〟じゃないとハルハは出入りできない……ということですか」


    　そのとおり、と伽か夜よはうなずく。


    「そこでこのダークレスが重要となる」


    　伽夜はダークレスを改めて鷹たか兎とに渡した。


    「これがあればいつでも影が作れる。影かげ子こ使いの必ひつ需じゆ品ひんというわけだな。それに夜や獣じゆうとの戦いは基本的に夜だから、明かりが必要になる状況は多い。単純に懐かい中ちゆう電灯としても重ちよう宝ほうするぞ」


    「あ……は、はい、どうもありがとうございます」


    　鷹兎はソフトクリームの残りを口の中に放り込み、ダークレスを鞄かばんにしまった。


    　気がつくと、窓の外の風景が見慣れたものになっている。車は、鷹兎の住む家のすぐそばまで来ていた。


    　鷹兎は、まだしゅんとしているハルハの頭を撫なでてあげる。


    「あのねハルハ、次から気をつけてくれればいいんだよ。もうあんなことしないよね？」


    「あ……う、うん！　うん！　ハルハ、もうあんなことしないよ！」


    「うん」鷹兎は微笑ほほえむ。「よし、じゃあ降りる準備をして。──ハルハ疲れてる？　手提さげ、片方持とうか？」


    「大丈夫！　全部ハルハが持つの！」


    　ハルハはワンピースや下着の入った手提げ袋をかかえ込むと、にこーっと笑って鷹兎にもたれかかった。


    　やがてベンツは鷹兎の家の前に停とまる。早はや瀬せ運転手は素早く降りて後方に回り込むと、静かにドアを開けた。


    「どうぞハルハさま、足元にお気をつけて」


    「ひゃあ、寒～い！」暖かかった車内と梅つ雨ゆ寒ざむの外気の温度差に、ハルハが悲鳴を上げる。


    「うむ、すっかり遅くなってしまったな。……東ひがし森もりは今から夕食の支度か。なんだったら出前を頼もうか？」と伽夜。


    「あ、いえ、大丈夫です。冷蔵庫の残り物で、なにか簡単なものを作りますから」


    　伽夜にはハルハのワンピースや下着、さらには全員分のソフトクリームの代金まで出してもらった。いくら必要経費だから遠えん慮りよするなと言われても、さすがに晩ご飯までご馳ち走そうになるのは気が引ける。


    （女の人にお金を出してもらってばっかりって、男としてかっこ悪い気もするし……）


    　そんな鷹たか兎となりの精いっぱいの見み栄えもあった。


    「そ、そうか……遠えん慮りよしなくてもいいのだがな……」


    　伽か夜よは残念そうな顔をする。「では、今日はこれで……。また明日──」


    　そのとき、玄関を指差してハルハが大きな声を上げた。


    「タカト～、誰かいるよ～」


    「え？」「む？」


    　外灯の明かりがわずかに届く薄暗がりの玄関に、確かに人の影があった。


    　ドアの下のほうに寄りかかり、体を丸めてうずくまっているようだ。


    （だ……誰だ……？）


    　鷹兎たちは、軋きしむ門もん扉ぴをそーっと開けて、恐る恐る近寄った。


    　そこにいたのは真っ白なゴスロリドレスを着た少女だった。年は鷹兎と同じくらいか。


    「あの……ど、どちらさまでしょうか……？」


    　鷹兎が声をかけても、少女はかかえた膝ひざに顔を埋うめたまま、ピクリともしなかった。


    「おい……大丈夫か？　具合でも悪いのか？」


    　伽夜の呼びかけにも反応を見せない。


    「ど、どうしましょう、先輩。救急車呼んだほうがいいですか？」


    「そうだな……いや、だったら早はや瀬せさんに送ってもらおう。病院の手配は──」


    　鷹兎と伽夜が話し合っていると、うずくまった少女の影から、黒いなにかがするりと飛び出してきた。


    「あ、猫だ！　やーん、猫猫猫っ！」


    　それは黒猫だった。ハルハが手提さげ袋を置いて、すかさず飛びつく。黒猫は嫌いやがる様子もなく、頭をぐりぐりと撫なでるハルハの手に身をゆだねる。


    「可愛かわいーん！　ねぇタカト、この子うちで飼おうよ～」


    「えっ？　い、いやでも、その猫は多分──」


    「ヘカーテは私の、なのです」


    　不意に、知らない声が割り込んできた。


    　ハッとして鷹兎が振り返ると、少女が顔を上げ、とろんと眠たそうに半分閉じた瞳でこちらを見ていた。


    「む、気がついたか。……おまえは誰だ？　ここでなにをしている？」伽夜が尋たずねる。


    　少女はぱちぱちとまばたきしてから、やっぱり眠たそうな目をしてこう答えた。


    「寝ていたのです」そして身を縮ちぢめ、ぶるるっと震ふるえる。


    「寝て……な、なにッ？」


    　あっけに取られている伽か夜よから鷹たか兎とに視線を移し、今度は少女が尋たずねる。


    「東ひがし森もり鷹兎さん？」


    「え!?　は、はい、そうですけど…………ど、どこかでお会いしました？」


    　鷹兎が見つめると、少女はふるふると首を横に振った。亜あ麻ま色の髪の毛が、宙に舞うように揺れる。


    「今日が初めてなのです」


    「で、ですよねー」鷹兎はなぜかちょっとほっとした。


    「おい、ではどうして東森の名前を知っている？　誰なんだ、おまえは？」


    　伽夜がきつい口調で少女に詰め寄る。しかし少女は意に介することなく、のそのそと体を動かして体育座りから正座になり、鷹兎に向かってびしっと居住まいを正した。


    「ふつつか者ですが、よろしくお願いします」


    　三つ指をついて、深く頭を下げる。


    「…………はい？」


    　想像を絶する展開に、鷹兎の思考はフリーズしかけた。


    　伽夜も絶句していたが、やがてわなわなと唇くちびるが動いたかと思うと、目め尻じりを吊り上げて鷹兎を睨にらむ。


    「どっ……どどっ、どういうことだッ？　きき君たちは、いったいどういう関係だッ!?」


    「え……いやいやいや！　ぼ、僕にもなにがなんだかさっぱり!!」


    「見も知らぬ女がいきなり嫁よめに来たとでも言うのか！　罠わなにかかって苦しんでいる鶴つるを助けたか？　それとも、お地じ蔵ぞうさんに傘かさをかざしてあげたかッ？」


    「せ、先輩……『笠かさ地蔵』はたとえが違うのでは……うぐぐ！」


    「やーん、カヨ、タカトをいじめちゃダメ～！」


    　鷹兎の胸ぐらをつかんでブンブン揺すり、わけのわからないことを喚わめく伽夜。目を回す鷹兎。鷹兎を助けるために必死に割って入ろうとするハルハ。絵に描いたような修しゆ羅ら場ばである。


    「うにゃ？」面おもてを上げた少女が、不思議そうに首をかしげた。


    　と。


    「御み月つき、それは新婚夫婦の挨あい拶さつでしょう。皆さん、びっくりしてるじゃないの」


    　黒猫がとてとてと近寄って、猫パンチでぺしっと少女にツッコミを入れる。


    「な!?」


    「ム!?」


    「え～、すごーい！」


    　猫がしゃべった。


    　そっちのほうが遥かにびっくりだ。
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    　とりあえず少女と黒猫を家の中に迎え、居間に通す。


    「槇まき村むら御み月つき、十五歳です」


    「あたしはヘカーテ。御月の影かげ子こよ」


    　二人（？）は布ふ団とんを外した掘り炬ご燵たつに座り、礼れい儀ぎ正しくお辞じ儀ぎしてから、簡単な自己紹介をした。


    「え、Ｍ県から来たのかっ？　近きん畿き支部の影かげ子こ使いがいったいなぜ？」


    　御月の出身地を聞いて、対面に座る伽か夜よが驚きの声を上げる。伽夜と御月の間にハルハが座り、鷹たか兎とは居間に隣接する台所で、御月の希望によりコーヒーの準備をしていた。


    「え～っと……新人なのです」


    「む？　……な、なんの話だ？」伽夜が怪け訝げんな顔をする。


    　言っていることもわからないが、この御月という少女、先ほどからほとんど表情が変わらない。相変わらずぽややーんと眠たそうな顔をしていて、なにを考えているのか読み取れないのだ。


    「……あの、どうぞ」鷹兎は砂糖やミルクの一式を載のせたお盆を持って居間に戻ると、淹いれたてのコーヒーを伽夜と御月に出し、ハルハの隣に座った。


    　御月はぺこっと頭を下げて、コーヒーにスティックシュガーを一本、ポーションタイプのミルクを二つ入れ、そっとすする。そして、ふ～っ、と一息ついた。


    「……結構なお点て前まえなのです」


    「ど、どうも……」


    　コーヒーを飲んでまったりする御月。代わりにヘカーテがしゃべりだす。


    「ええと、つまりね……うちの御月も先月影子使いになったばかりなのよ。まぁ、そちらの鷹兎さんより、ちょっとだけ先輩ってことね」


    「え……僕のことご存じなんですか？」


    「えぇ、いろいろと」


    　ヘカーテは意味ありげな顔をして、うふふと微笑ほほえんだ。


    「それでね、新人なんだし実戦前にやっぱり研修をしなきゃ、ということになったのよ。そしたらちょうど関東支部でも新しい影子使いが誕生したっていうじゃない。じゃあせっかくだから一緒にって、合同研修をすることになったの。支部同士の交流を深める目的もあってね」


    「支部同士……ですか。あの、前から思っていたんですけど、影子使いの人たちって、日本全国にいるんですか？」


    「む？　ああ、そういえばまだ説明していなかったな。すまない」


    　伽か夜よは、槇まき村むら家けの組織体系を簡単に説明した。


    　それによれば、まず大おお本もとである〝総本部〟がＴ都にあるという。そこで夜や獣じゆう退治を担当する〝夜獣抹まつ殺さつ部門〟と、槇村財ざい閥ばつを運営する〝財閥運営部門〟に分かれる。


    〝夜獣抹殺部門〟のほうは、その下に〝東日本本部〟〝西日本本部〟と分かれ、さらにその下に、各地方を担当する〝支部〟がある、ということだ。


    「財閥運営部門については、私も詳しくは聞かされていない。ちなみに、東と西の本部長は、数年ごとに各支部長の中から選ばれるらしい。東の本部長は今、東北支部の支部長が兼任しており、西の本部長は──」


    「うちの支部、近きん畿き支部長が兼任しているのよ」


    　ヘカーテが、伽夜の言葉を奪うばうようにつけ足した。


    「う、うむ……。しかし合同研修の話など、私はまったく聞かされていないぞ。さっきも上じよう司しと話したばかりだが、そのようなことは一言も言っていなかった。……間違いないのか？」


    「ええ、間違いはないわ。そちらの連絡がどこかで滞とどこおっているんじゃないかしら？」


    「む……そ、そうかもしれないが……。それはいったいいつ決まったことなのだ？」


    「今朝の会議で決まったんだそうよ」


    「今朝？　今朝決まって、おまえたちはもう来たのか？　ずいぶん急な話だな」


    　いぶかしげに伽夜はヘカーテを見つめる。しかしヘカーテは平然とそれを受け流す。


    「実際の研修はまだ先、学校が夏休みに入ってかららしいわね。今日あたしたちが来たのは一緒に研修を受けることになった鷹たか兎とさんにご挨あい拶さつをするためなのよ。ちょっと待ってて」


    「挨拶だけで、わざわざＭ県からやってきたと──お、おい！」


    　ヘカーテは伽夜の言葉を無視して、御み月つきの影の中に飛び込んだ。しばらくして、影の中から縦たて横よこ十五センチ、高さ十センチほどの白い箱が三つ、にゅーっと姿を見せる。


    　御月がそれを、炬こ燵たつ板の上に載せた。「えっと……お近づきの印しるし、なのです」


    「開けてみて」影から出てきたヘカーテが促うながす。


    　鷹兎が箱の一つを開けると、身を乗り出したハルハが中を覗のぞき込んだ。


    「うわ～、なにこれ、おっき～！」


    　現れたのは箱にぎっちり埋まるほどの大きさを持つ、特大プリン・ア・ラ・モードだった。三つの箱に一つずつ、入っている。


    「Ｍ県では結構有名なお店のプリン・ア・ラ・モードなのよ。どうぞ、召めし上がれ」


    　とヘカーテ。鷹兎は台所からスプーンを取ってきて、伽夜とハルハに渡した。


    「うわ～、うわ～、すご～い、お城みた～い！」


    　カップの上に盛り上がるフルーツと生クリームを見て、ハルハが瞳ひとみを輝かせる。


    　プリンと生クリームをスプーンにたっぷり載せると、一口でぱくっといった。


    「美お味いし～～～っ！」


    　鷹たか兎とも一口食べる。確かに美味しい。上品な甘さ、なめらかな舌触り。大きいだけでなく、味にもちゃんとこだわって作られているようだ。


    　伽か夜よも「……ほう！」とうなり声を上げた。


    「喜んでもらえて、なによりなのです」御み月つきが言う。顔は──少しだけ嬉うれしそうに見える。


    　ハルハは、宝石のように輝く苺いちごとプリンを山盛り口に頰ほお張ばると、


    「ん～、んふふふ～～っ」


    　目をうっとりと細めて、熱い鼻息を漏もらした。


    　もぐもぐ、ごっくん──と飲み込んで、にこーっと顔をほころばせる。


    「すみません、こんなすごいものいただいちゃって。さぁ、ハルハもお礼を言って」


    　鷹兎は、御月とヘカーテに頭を下げた。ハルハもスプーンを握り締めて、こくこくと三さん拝ぱい九きゆう拝はいする。


    「ありがと～！　ミツキいい人！　好き～！」


    　この短時間で、ハルハはもう御月のことが気に入ったみたいだ。それだけの力がこのプリン・ア・ラ・モードにはあった。


    　伽夜ですら夢中になって口を動かしていた。が、やがてハッと我われに返ると、恥ずかしそうに咳せき払ばらいをして、スプーンを置く。


    「う、うむ、私もこんなに美味しいプリン・ア・ラ・モードを食べたのは初めてだ。礼を言う。しかしハルハ、今食べるのは、半分だけにしておけ」


    「ぇえっ、なんで～っ!?」


    「晩ご飯前だろ。残りは食後のデザートにしろ」


    「え～、やーん、今全部食べたい！」


    〝いやいや〟と体を揺すって鷹兎に助けを求めるハルハ。しかし伽夜はそれを許さない。


    「さっきソフトクリームを食べたばっかりだろッ。こんな大きなプリンを全部食べたら、晩ご飯が食べられなくなるぞ！」


    「大丈夫だもん！　甘いものは……べ、べ、べるばら、なんだもん！」


    「それを言うなら〝別腹〟だ！　あと別腹というのは、食事のあとにのみ発生するものなんだ！　覚えておけ！」


    「や～ん！　じゃあハルハの晩ご飯はプリンだけでいいもん！」


    「駄、目、だ！　影かげ子こだって栄養のバランスは大事だぞ！」


    　激しく言い争う伽夜とハルハ。鷹兎は顔を青くし、二人の間でおろおろするばかり。


    　一方、御月はコーヒーを一口すすって、うーんとうなった。


    「〝お腹なかいっぱいでご飯が食べられないなら、お菓子を食べればいい〟ということですね。ハルハさん、うまいです」


    　感かん服ぷくしたとばかりに、何度もうんうんとうなずく。


    「そんな深い意味じゃないと思うわよ……」


    　喧けん々けん囂ごう々ごうと言い合う伽か夜よとハルハの声にまぎれて、ヘカーテがぼそりとツッコんだ。
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    　とりあえず今は半分だけ食べることにする。ハルハと、それに鷹たか兎とも。


    　そして鷹兎の半分は、ハルハにあげることにした。


    「ご飯のあとならタカトの半分も食べていいの？　うん、それなら我慢する！」


    　ハルハは鷹兎に抱きつき、くふふふふっ、と笑った。ほっと一安心する鷹兎。しかし伽夜は、「あんまり甘やかすのはどうかと思うぞ……」と言って、渋い顔をした。


    　話が一応の解決を迎えたところで、ヘカーテが「さて──」と言い、御み月つきにアイコンタクトを送る。御月はうなずくと、なぜか靴くつ下したを脱ぎ始めた。


    「え？　ど、どうしたんですか？」


    　御月はその問いに答えず、今度はブラウスのボタンを平然と外しだす。


    「なッ！　……なな、なにをしているッ!?」


    　驚く伽夜。鷹兎も息を呑のむ。


    　そうこうしている間に、ボタンはへその辺りまで外された。


    　襟えり元もとがＶの字にゆったりと広げられ、ほんのりと赤みを帯びた健康的な肌が下から現れる。


    　かすかに浮き出た鎖さ骨こつのくぼみ。


    　胸の大きさを象徴している、深く切れ込んだ谷間。


    　そしてチラリと見えるブラジャー。


    　色はホワイト。おしゃれなレース模様入り。


    　鷹兎はごくりとつばを飲み込んだ。


    「み、見るな、東ひがし森もり！」


    　伽夜が慌あわてて鷹兎の目を塞ふさごうとする。御月は気にもしていない様子で、ヘカーテに呼びかける。


    「準備できたのです、どうぞ」


    　するとあらわになった胸元へヘカーテが飛び込み、体の中に吸い込まれていった。


    　亜あ麻ま色だった御月の髪の毛が、根本からすーっと黒く染まっていく。


    「ムッ？　み、御月、おまえの影かげ子こは憑ひよう依いタイプか……！」


    　影子は戦闘スタイルから〝憑依〟〝変へん化げ〟〝自動〟の三タイプに分けられる。憑依タイプの影子は、影子使いの体に憑依することで能力を発動できるようになるのだ。


    「では、今から私たちの能力をお見せするのです」


    　御み月つきはいつの間にか用意したＣＤデッキの再生ボタンを押し、すっくと立ち上がった。


    　次の瞬間、彼女の体に変化が始まる。そしてＣＤデッキから、明るく元気なメロディーと、透すき通った少女の歌声が流れ出した。


    



    　にゃんにゃん　くろくろ　ねっこねこ～


    　悪い子　夜や獣じゆうは許さない～


    　みっきーにゃんこに変身だ～（変身だ～）


    　ひっかくぞー　爪


    　かけちゃうぞー　砂


    　チンだ　ボディだ　ボディだ　チンだ


    （燃え尽きちまったぜ……真っ白によ）


    



    　曲に合わせて軽かろやかに踊る御月。手足はミシミシと音を立ててふくれ上がり、柔やわらかそうな黒い毛に覆おおわれる。頭のてっぺんから、にょきっと三角形の大きな耳が生えてきた。


    　おまけにスカートの裾すそから尻尾しつぽがしゅるり。


    　鷹たか兎とは口をぽかーんと開けて、御月の変化を呆ぼう然ぜんと眺めた。


    



    　大好きなのは～　魚肉ソーセージ～


    　みっきーにゃーんこ　みっきーにゃーんこ


    　みっきー　みっきー　にゃ～んこ


    



    　曲が終わり、御月は「にゃおーん」と一声鳴く。招き猫のように手首を曲げて、びしっと決めポーズ。


    　一瞬の沈黙ののち──、


    「わー、すごーい！　変身した～『ラブデラ』みた～いっ」


    　ハルハが瞳を輝かせて、拍手を送った。


    「…………おい……なんだ今のは？」


    「『みっきーにゃんこのテーマ』なのです。〝初音○ク〟で作りました」


    「そういうことを訊きいているんじゃない！」


    　御月は目をぱちぱちさせると、鷹兎に顔を向ける。「……なにか変でした？」


    「え、いや……変っていうか、名前にちょっと問題があるような……。特に歌のラストで、名前を連呼するところがまずいのでは……？」


    「〝御月〟だから〝みっきー〟なのです。なんの問題もないのです」


    「だからそういう問題じゃない！」伽か夜よが叫ぶ。「おまえの影かげ子こ能力が変身することだというのはわかったが、どうしてわざわざ音楽を流す必要があるのかと訊きいている!!」


    「うにゃ？」


    　きょとんとした顔で御み月つきは首をかしげる。


    　眉み間けんにしわを寄せてうーんとうなり、


    「……考えたことなかったのです。今度、『ラブデラ』作ってる人に訊いてみます」


    「いい！　訊かなくていいッ！」


    　伽か夜よがいらだたしげに畳たたみをばしっと叩たたいた。


    　一方鷹たか兎とは、まだ半分放心したような状態で、変化した御月の体を眺めていた。


    　頭の上には三角形の大きな耳、手のひらに肉にく球きゆう、くねくねと気まぐれそうに動く尻尾しつぽ。


    （まるで獣けもの……ていうか…………猫？）


    　人のようで猫であり、猫のようで人である──半人半はん猫びようの姿。


    　狼おおかみ男ほどポピュラーではないが、アニメやゲームではわりとよく登場する獣人キャラだ。


    （『女神先生Ⅱ』にも、〝ニャ族〟って名前で出てくるよなぁ）


    　そんなことを考えながら眺めていた鷹兎だったが、どうしても気になることがあった。


    　御月の胸元が、まだ大きく広げられたままだったのだ。


    　いけないと思いつつ、ついつい目線がそこに向きそうになる。


    　と。
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    　不意に、はだけたままの御み月つきの胸元から、ヘカーテの顔だけがひょこっと飛び出した。


    「どう、鷹たか兎とさん？　これがあたしたちの能力よ」


    「……ぅわはァッ！」


    「えッ？　ど、どうしたの？」


    「い、いえその……ちょっとびっくりしただけで、な、なんでもありませんっ」


    　しどろもどろになって顔をそらすと、御月が膝ひざを突いて、まさに猫のようにすり寄ってきた。いわゆる〝女め豹ひようのポーズ〟だ。胸の谷間がたっぷりと強調される。


    （え……ちょっ……ちょっとォッ？）


    　御月はじっと鷹兎の顔を覗のぞき込んで言った。


    「可愛かわいいです？」


    「……は、はい？」


    　御月の表情がちょっとだけ曇くもる。「……可愛くないです？」


    「えっ？　あ、い、いや、可愛いと、思います……。僕、猫好きですから……」


    　鷹兎が答えると、御月の顔はころりと戻った。


    「よかった、嬉うれしいのです。ごろごろごろ」


    　相変わらず変化に乏とぼしい表情だが、今までで一番喜んでいるみたいだった。鷹兎はほっとする。と同時に、顔がかーっと熱くなった。


    （……か、可愛いって、言っちゃった……）


    　先ほど、ワンピース姿を披ひ露ろうしたハルハにも言ったばかりだが、今はあのとき以上に照れくさかった。しまいには顔だけでなく、体中が熱く火ほ照てってくる。


    「あ……は、ははは……」真っ赤になった頰ほおをぽりぽりとかいて、笑ってごまかそうとした。


    　すると、急に目の前が真っ暗になった。


    「……あれ？」


    　手で目隠しされていると気づくまで、少し時間がかかる。


    「御月……せめてブラが見えなくなるところまでボタンをとめろ……」


    　ギリッ……目隠ししている伽か夜よの手に、万まん力りきのように力が込められた。


    　こめかみの辺りがギチギチと締め上げられ、鷹兎は悲鳴を上げた。


    　ギリギリギリ……ッ。
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    　ボタンをとめ終わると、御月はまた掘り炬ご燵たつに足を入れて座った。


    　すっかり冷めてしまったコーヒーの残りをあおり、しゃべりだす。


    「ちっちゃい頃の夢は〝猫になること〟でした」


    「……は、はぁ」ようやく伽か夜よから解放された鷹たか兎とが、ズキズキするこめかみを押さえながら相づちを打つ。


    「好きなだけお昼寝して、起きて、食べて、またお昼寝──そこに痺しびれる、憧あこがれる」


    　御み月つきはうっとりと目を細めた。その目が、急に悲しげにゆがみ、遠くを見つめる。


    「でも中学に上がった頃、それは叶かなわぬ夢だとわかったのです」


    　小六までは猫になれると思ってたんだ──鷹兎は胸の内だけでツッコむ。


    「えーっと……じゃ、じゃあ、影かげ子こ使いになって夢が叶ったんですね」


    「はい」


    「おめでとうございます」


    「ありがとうございます。ごろごろごろ」


    　御月の頰ほおがかすかに赤く染まった。表情自体にあまり変化はないが、きっと喜んでいるのだろう。〝ごろごろごろ〟は、猫が嬉うれしいときに喉のどを鳴らす音の口くち真ま似ねだと思われる。


    「わーい、よかったね、ミツキ」


    　ぱちぱちと手を叩たたくハルハ。伽夜が顎あごに手を当てて、ふーむ、とうなった。


    「なるほど……夢が影子能力に影響を与えるということもあるのか……。しかし、変身すると具体的にどうなるのだ？　あまり強くなったようには見えないが……」


    　確かに、変化したのは体の一部で、腕も太ももも、先ほどと変わらずすらりと細いままだ。


    　すると開いた襟えり元もとから、窮きゆう屈くつそうにヘカーテが顔を出して、御月の代わりに答える。


    「見た目は変わっていないけど、筋力はかなりアップしているわ。特に瞬発力に優れていて、走る速さは地上最速と言われるチーターなみよ。オリンピックの金メダリストにも楽々勝てるでしょうね」


    「ほう、速さを活かした戦闘スタイルというわけか」


    「猫のように舞い、猫のように刺します」


    　御月は、婚約記者会見で指輪を披ひ露ろうする芸能人みたいに手を挙げる。


    　ジャキンッ！


    　黒い毛に覆おおわれた指先から、鋭く尖とがった爪が飛び出しナイフのように伸びた。ハルハがびっくりして、鷹兎にしがみつく。


    「驚かせちゃってごめんなさい」苦笑して謝るヘカーテ。「でもこれが御月の武器よ」


    「この爪で、空間ごと切り裂きます」


    「ムム、空間ごと？　そ、それはすごい能力だなっ……！」


    　眼鏡めがねのブリッジをくいっと持ち上げて、伽夜は爪に見入る。


    　と、ヘカーテがじろっと御月を見上げた。


    「……御月、それはあなたの好きな時代活劇伝奇小説のネタでしょう？」


    「ごめんなさい、噓うそつきました」


    　御み月つきは素直にぺこりと頭を下げる。ずっこける伽か夜よ、鷹たか兎と。


    「し……真剣に聞いているんだから、ちゃんと真ま面じ目めに話してくれっ」


    　ヘカーテは、やれやれ、とため息をついて話を続けた。


    「でも、あながち噓うそとは言いきれないかもしれないわよ。御月はまだ〝月ユエ老ラオ〟の相手がいないの。相性のいいパートナーに出会えたら、それこそ空間を切り裂くようなすごい能力に目覚める可能性だってあるわ」


    「すごい能力に目覚める、だと？」


    　伽夜の目の色が変わる。「それはいったいどういう意味だ？　月ユエ老ラオ──とはなんだ？」


    「あら、知らないの？　……ああ、関東支部は、影かげ子こ使いがパートナーを組むことに否定的な意見があって、月老の腕輪の導入が遅れてるんだっけ」


    「月ユエ老ラオの……腕輪？」


    　鷹兎も初めて聞く言葉だった。


    「わかったわ。じゃあ、ちょっと待ってて」


    　次の瞬間、御月の体に再び変化が始まる。猫耳と尻尾しつぽが引っ込み、手足も元に戻る。


    　ヘカーテが御月の襟えり元もとからぬぬぬっと抜け出し、また影の中に飛び込んだ。


    　気がつけば御月のつややかな黒い頭髪が、元の亜あ麻ま色に戻っていた。


    　やがてヘカーテがなにかを咥くわえて出てくる。御月の膝ひざに乗って、テーブルの上にぽとりと落とした。


    　直径四、五センチほどの輪っか状のものが二つ。表面に、透すき通った赤い石が埋められている。宝石だろうか。


    「これが月ユエ老ラオの腕輪よ」


    「これが……ですか？」鷹兎を始め、伽夜、ハルハも、身を乗り出して月ユエ老ラオの腕輪なるものに視線を注いだ。


    　えぇそうよ、とヘカーテが自慢げに胸を反そらす。


    「月ユエ老ラオの腕輪──影子の潜在能力、新たな力を覚かく醒せいさせるための、究、極、アイテムよ！」


    「新たな力を覚醒させる？　ほ、本当かそれはッ！」


    「もちろん本当よ」


    　そしてヘカーテは、月ユエ老ラオの腕輪について、説明を始める。


    　そもそも影子使いに眠れる能力が存在することは、かなり以前から予想されていたという。かつて第二の能力に目覚めた影子使いが、ほんの数名だがいたのだ。


    　しかし眠れる能力を覚醒させる方法はわからず、もしかしたら希け有うな才能を持つ者にだけ生じる現象なのではとも思われていた。


    　だが槇まき村むら家けの研究部門である〝研究室〟が、まったくの偶然から第二の能力が目覚めるプロセスの一部を発見した。


    　その発見を基もとに作られたのが、この月ユエ老ラオの腕輪というわけである。


    「この腕輪をつけた影かげ子こ使い同士の相性がいいと、腕輪の機能が発動して潜在能力が覚かく醒せいするの。あるいはその影子使い同士が強い思いで結ばれていても、腕輪は発動するらしいわね。いったいどういう仕組みだかわからないけれど」


    「相性……とは、具体的には？」伽か夜よが尋たずねる。


    「そこまでは、まだよくわかっていないらしいわ。とにかく腕輪をはめて試ためしてみて、能力が覚醒したら〝相性がよかった〟ってことね。ちなみに目覚めた潜在能力が使えるのは、腕輪の力が発動している間だけよ」


    「む？　では一度目覚めても、その腕輪がないと、新たな能力は使えないのか？」


    「そういうこと。だからもし潜在能力が覚醒したら、その相手とパートナーを組まなきゃいけなくなるわね」


    　パートナーを組む──伽夜の父である、関東支部長補佐の槇まき村むら修しゆう三ぞうは、影子使い同士がパートナーを組むことにとても否定的な人物だったことを、鷹たか兎とは思い出す。きっと月ユエ老ラオの腕輪の導入に反対したのは彼だろう。


    「まぁ、とにかくやってみるのが一番ね。鷹兎さん、うちの御み月つきと試してもらえるかしら？」


    「ぇえっ？　ぼ、僕と、ですか？」


    「ま、待て！　御月は近きん畿き支部の人間だろう。もし能力が目覚めても、パートナーを組むわけにはいかんぞ！　そ、それに東ひがし森もりのパートナーは──」


    「まぁまぁ、ほんのお試しよ。相性がよくなければそれまでだし。せっかくこうやってお知り合いになれたんだから、やるだけやってみてもいいじゃない？　ね？」


    　そう言われると、確かに断る理由はない。


    　鷹兎はお伺うかがいを立てるように伽夜を見る。彼女は困こん惑わくを顔に滲にじませながら、


    「う……うむ、まぁ、それならいいが……」


    　と言って、渋々うなずいた。


    



    　ヘカーテに促うながされ、鷹兎は月ユエ老ラオの腕輪を手に取る。


    　腕輪は伸縮性に富とみ、力を入れると簡単に手の幅より広がって、手首にピタッとはまった。


    「これで……どうすればいいんです？」


    「装着してから、同じ影子能力者に思いっ切り殴なぐられるのです」御月が答える。


    「ぇえッ、な、殴られるんですか？」


    　聞いてないよ、という気分だ。


    　こっくりとうなずく御月。


    「それで潜在能力が覚醒します」


    「噓うそよ」


    　ヘカーテがきっぱりと否定する。


    「だから噓うそをつくなッ！」


    　伽か夜よがまたずっこけていた。


    



    　こほんとヘカーテが咳せき払ばらいをする。


    「腕輪をはめてからお互いの名前を呼び合うの。条件を満たしていれば、それで発動するわ」


    「な、名前、ですか……？」鷹たか兎とは頰ほおを紅こう潮ちようさせる。


    「御み月つき、って呼んで」鷹兎を見つめる御月。


    　出会って間まもない異性を名前で呼ぶなんて、鷹兎にはハードルが高かった。というか、鷹兎はまだ伽夜のことも名前で呼んでいない。チラリと彼女を見ると目が合う。


    「な、なにを照れた顔をしている。腕輪を発動させるためのことだろう。べ……別に気にする必要はない」


    　そう言って伽夜は気まずそうにそっぽを向いた。


    （先輩、なんだか機き嫌げん悪そう……。まさか……）


    　まさか嫉しつ妬と？　鷹兎はぶんぶんと首を振り、その考えを否定する。そんなわけない。先輩が僕なんかに──ないない、あるわけない。調子に乗るな、東ひがし森もり鷹兎。


    「二人とも、準備はいい？　じゃあ炬こ燵たつの上に腕輪をはめたほうの手を出して」


    　鷹兎と御月は、ヘカーテの言うとおりにする。


    「さ、名前を呼び合って」


    　まず御月が口を開く。


    「鷹兎さん」


    　鷹兎も観念して言った。


    「み……御月さん」


    　これからなにが起こるのかと、ハルハが興味いっぱいに瞳ひとみを輝かせている。


    　伽夜は相変わらずそっぽを向いていたが、横目で二人の腕輪を注視していた。


    　と──腕輪に埋め込まれていた赤い石が、突とつ如じよ柔やわらかな光を放つ。


    （え……な、なにこれっ？）


    　二人の腕輪の石が同時に光りだし、次にその石から、光ファイバーのように輝く赤い糸がしゅるるると伸びてきた。


    「ム、こ、これは……！」


    「わー、すごーい！」


    　驚きの声を上げる伽夜とハルハ。


    　二本の赤い糸は、綺き麗れいな弧こを描えがきながら接近する。お互いの先端が接触しそうになると、赤い糸はくるくると回転し、ＤＮＡのような二重螺ら旋せん構造で絡からみ合った。


    　二重螺ら旋せんは徐々に小さく絞り込まれ、やがて一本の糸となる。


    「うにゃ～ッ！」


    　御み月つきが叫んだ。とろんとしていた目が、ばっちりと開いていた。


    「…………ッ！」


    　鷹たか兎とは叫ぶこともできなかった。


    　頭の中で、まるで脳みそが爆はぜたかのような衝撃が走り、一瞬、気が遠のく。


    （ううッ……い、今のは……ッ!?）


    　めまいを覚えながら、途切れそうな意識を必死につなぎ止めていると、


    　どさっ。


    　音がした。鷹兎の横に座っていたハルハが、畳たたみに横たわっていた。


    「どうしたハルハ、し、しっかりしろ！」


    　取り乱す伽か夜よの声が聞こえた。
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    「……んん……タカト、おはよう……？」


    　ハルハのまぶたがゆっくりと開き、ぱち、ぱち、とまばたきする。


    　ほんの一、二分だが、気を失っていたのだ。


    「大丈夫か？　気分は悪くないか？」


    　伽夜が尋たずねる。ハルハはむっくりと起き上がって、ぷるぷると首を横に振った。


    「ううん、平気」


    　ハルハの顔を覗のぞき込んでいた一同は、ほっと安あん堵どのため息を漏もらす。


    「まったく心配したぞ……。それで、さっきはなにがあったのか覚えているか？」


    「さっき？」


    「おまえが気を失う前のことだ」


    　ハルハは黒目をくりっと上のほうに向けて、うーん、と考え込んだ。


    「えっとねぇ……頭の中がボカーンってなったの」


    「ボカーン？」


    「うん、ボカーン」


    　ハルハはうなずく。しかし、急に難しそうな顔になり、何度も首をひねった。


    「……それとも……ドカーン？　じゃなくて……チュドーン？」


    「い、いや……ボカーンでもドカーンでもいい。まぁ、だいたいわかった」


    　伽夜は、鷹兎のほうに視線を移す。


    「君はどうだった？」


    「あ……は、はい、僕もハルハとおんなじです。頭の中でなにかがはじけたみたいな気がしました」


    「初めて月ユエ老ラオの腕輪が発動したとき、影かげ子こと影子使いは共に同じ感覚を得るみたいね。つまりそれが、眠れる潜在能力のイメージなのよ」ヘカーテが解説する。


    「ほう。ではおまえたちにも……その潜在能力のイメージとやらがあったのか？」


    「あったわ、ねぇ御み月つき」


    「影子能力の夜明け、なのです」


    　御月はボタンを外して襟えり元もとを広げ、再びヘカーテが憑ひよう依い、人じん猫びよう形態に変身する。


    　そしてすっくと立ち上がり、ガラス戸を開けて縁側から庭に下りた。月ユエ老ラオの腕輪から伸びた赤い糸は、まだ鷹たか兎とと御月をつないでいる。


    「む？　ど、どこへ行く気だ？」


    　伽か夜よは追いかけるように縁側に向かう。鷹兎とハルハも。


    　居間からの明かりに照らされた御月がくるっと振り返ると、ヘカーテが襟元からにゅっと顔を出した。


    「そこでは危ないからよ。……鷹兎さん、その庭石は大事なものかしら？」


    　ヘカーテが視線で示す先に、高さ七、八十センチくらいの大きな石があった。


    　生前の祖母に聞いた話では、祖父が造園に興味を持ってどこからか拾ってきたらしいのだが、すぐに飽あきてしまい、処分に困ったまま放置され今現在に至る──ということだった。


    「うーん……いや、そんな大事なものじゃないと思います」


    「そう、じゃあちょうどいいわね。──御月！」


    「了解です」


    　御月の指から鋭い爪がジャキン！　と伸びた。


    「超振動クロー!!」


    　キィィィィィィィィィン！


    　ヘカーテのかけ声と同時に、甲かん高だかい耳鳴りのような音が庭に鳴り響く。そして御月の爪が白く輝きだした。


    　その爪を大きく振り上げると、


    「うぅ…………にゃッ！」


    　勢いよく庭石に振り下ろす。薄暗い庭先で、真っ白い光の軌き跡せきが弧こを描えがく。


    



    　ガキィィン！


    



    「きゃっ？」


    　ハルハが肩をすくめて鷹兎に抱きついた。


    　その直後、甲かん高だかい音が止まる。御み月つきの爪も輝きもやがて消えた。


    「まぁ、軽くこんなところね」


    　襟えり元もとから顔を出したヘカーテが言う。御月はすたすたと縁側のほうに戻ってくる。


    　鷹たか兎とと伽か夜よはサンダルを履はいて庭に下りた。庭石の前まで駆け寄って、ハッと息を呑のむ。


    「……うわ、すごーい！」


    　ハルハも裸足はだしのまま下りてきて、鷹兎の後ろから覗のぞき込んでいた。


    　庭石が、深く、鋭くえぐられ、奥までばっくりと割れていた。


    　断面が赤く光り、シューシューと音を立てている。


    「爪を超高速で振動させて、空気との摩ま擦さつ熱で対象物を融ゆう断だん──これが御月の潜在能力よ」


    　ヘカーテが自慢げに解説した。


    　御月は遠い眼まな差ざしであさってのほうを見つめ、しみじみとつぶやく。


    「……またつまらぬものを斬ってしまった」
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    　一同はまた居間に戻った。


    「ううむ、確かにすごい能力だったな……。あれが潜在能力か……」


    　伽夜が感嘆のつぶやきをこぼす。


    　憑ひよう依いを解いて、御月の膝ひざの上に乗っかったヘカーテが満足げに微笑ほほえんだ。


    「そうね。でもまだ目覚めたばかりだから、コツがわかってきたらもっと強力になるかもしれないわ。……ところで鷹兎さん」


    「はい？」


    「今日会ったばかりなのに、潜在能力が覚かく醒せいするほど完全に腕輪が発動するなんて、もしかしてあなた──」


    「え、な、なんですか？」


    「うちの御月に一ひと目め惚ぼれしました？」


    「ぇえッ？　し、してません！　なんでそうなるんですか!?」


    「言ったでしょう？　影かげ子こ使い同士が強い思いで結ばれていても、腕輪は発動するのよ？」


    「いやいやいや、その理屈だと御月さんも僕に一目惚れしてるってことに……あ、いや、違いますよ！　僕はしてませんからね！　だ、断じて!!」


    「あらそう？　じゃあ二人はとっても相性がよかったってことね」ヘカーテは三日月のように目を細めて微笑む。「──でも、そこまで否定されると、御月がちょっと可哀かわい想そうなんだけど」


    「……実は犬派？」


    　御月が悲しげに表情を曇くもらせた。


    「いや、その……そ、そういうことじゃなくてですね……」


    「ハルハは犬も猫も好きー！」


    　まさかのタイミングで、ハルハが割って入る。


    「ゴ……ゴホンッ！」


    　伽か夜よの咳せき払ばらいが、混迷した場を一いつ喝かつした。


    　しーん。


    　皆の視線が伽夜に集まる。


    　伽夜は怒っているような、寂しいような顔をして、ぶっきらぼうに尋たずねた。


    「そ、それで東ひがし森もり……君はどんな能力が目覚めたんだ？」


    「え？　あ、あの……それがよくわからないんです」


    「わからない？　目覚めたんだろう？」


    「いえ……さっきも言いましたが、頭の中でなにかがはじけたみたいな衝撃は感じました。……でも、それだけなんです。新しい能力のイメージと言えるほどのものでは……」


    「変ね。御み月つきは目覚めたのに、鷹たか兎とさんが目覚めてないなんて……？」


    　ヘカーテが肉にく球きゆうを口元に当てて、考え込むようにつぶやいた。


    「む、もしかしてそれは、御月の能力を引き出すには東森は相性がいいが、東森の能力を引き出すには御月は相性がよくない──ということではないか？」


    　伽夜の顔からわずかに険が抜ける。


    　すると今度は、ヘカーテがむっとしたような顔になった。


    「いいえ、そんなことないわ。相互的な相性がよくなければ、月ユエ老ラオの腕輪が発動するわけないもの。きっと潜在能力の覚かく醒せいするレベルが、鷹兎さんと御月では違うのよ。これからもっと親しくなって、お互いの心が通じ合えば……」


    「その必要はない」


    「なんですって？」


    　伽夜が挑戦的な眼まな差ざしでヘカーテを見つめ、堂々と告げる。


    「東森のパートナーは、この私だからだ！」
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    　伽夜は、自分も月ユエ老ラオの腕輪を試ためしてみたいと言った。


    「あなたと鷹兎さんで？　……ふぅん、別に構わないけど」


    　ヘカーテは、なにか含みのある笑みを浮かべる。


    　腕輪を外して伽夜に渡そうとする御月を、


    「あなたのを渡さなくてもいいわ」


    　と制し、影の中からもう一つの腕輪を持ってきた。


    「はい、じゃあ伽か夜よさんはこれを使って」


    「……これか？　これも、月ユエ老ラオの腕輪なのか？」


    　ヘカーテが出した腕輪は、鷹たか兎とと御み月つきがつけているものとはデザインが微妙に違った。


    　輪の部分の帯が広く、赤い石の色もなんとなく薄い。


    「見た目はちょっと違うけど、でもそうよ。いわゆる試作モデルなの」


    「試作モデル……？」


    　疑わしげな顔をしながら、伽夜がそれを腕にはめる。


    「だ、大丈夫よ。機能はほとんど一緒らしいから」


    「一緒と言っても──」


    　なにかを言いかける御月。しかしその言葉はヘカーテによってさえぎられる。


    「あ、あのね、月ユエ老ラオの腕輪の開発には、近きん畿き支部を挙げて協力してたのよ。試作品のモニターをしたりとか、いろいろね。だからあたしもそれを持っていたの。本当は研究室に返さなきゃいけないんだろうけど……ま、まぁ、いいんじゃないかしら？」


    「一緒と言っても──」


    「そうね、そうね、全部一緒ってわけじゃないわよね。は、はめ心地とか」


    「一緒と言っても──」


    「御月ちゃん、ちょ～っと黙っててくれる～？　さぁさぁ伽夜さん、鷹兎さん、早速試ためしてみて！」


    「む……う、うむ……わかった」


    　腑ふに落ちないような顔をしながら、伽夜はうなずいた。


    　鷹兎もヘカーテの妙な態度が少し気になったが、


    （まさか、偽にせ物ものってこともないだろう……。そんなことする意味がないし）


    　とにかく試してみることにする。


    「よし……やるぞ、東ひがし森もり」


    「は、はい……」


    　姿勢を正し、腕輪をはめた手を炬こ燵たつの上に置いて、視線を交わす。


    　それを合図に、相手の名前を呼び合った。


    「……東森！」


    「せ……先輩！」


    　ハルハが、わくわくしながら天てん板ばんの上に乗り出して、二人の手を交互に眺める。


    　しばらくして、


    「……なにも起きないよ？」


    　つまらなそうにつぶやいた。


    　腕輪はなんの反応も見せなかった。ヘカーテのとがめる声が飛ぶ。


    「腕輪を発動させるスイッチは〝お互いの名前を呼び合うこと〟って、さっき言ったでしょう？　〝東ひがし森もり〟は名字だし、〝先輩〟に至っては論外よっ」


    「ぇえっ、名前って……本当に名前じゃないと駄だ目めなんですか？」


    「そうよ。あたしもどういう理屈かはわからないけれど、名前以外は駄目って聞いているわ。研究室の人が、〝名前じゃないと駄目ですからね！　あだ名も、芸名も、ペンネームも、ハンドルネームも、源げん氏じ名なも、いっさい不可です！〟って言ってたのよ」


    「うにゃ、〝しこ名〟はどうなのです？」


    「だからあなたたちもちゃんと名前で呼び合って。それともなにか問題あるの？」


    　ヘカーテは御み月つきの言葉を鮮やかにスルーした。


    　赤面する伽か夜よが、ちらっと鷹たか兎とに目線を送り、はにかみながらつぶやく。「べ、別に問題などないが……」


    　鷹兎も顔を赤くしてうつむいた。鷹兎と伽夜が出会ってから半月ほど経っていたのだが、お互い、相手を名前で呼んだことがこれまで一度もない。


    　すでに〝東森〟〝先輩〟で定着していたのだ。急に名前で呼び合えと言われても、どうしても意識してしまう。
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    『僕たち、今日から夫婦なんだね』


    『そうですね、東ひがし森もりさん』


    『東森さんはおかしいよ。もう君だって東森さんじゃないか』


    『ふふふっ、そういえばそうですね。じゃあ……た、鷹たか兎とさん』


    『伽か夜よ……』


    



    （わーっ、わーっ、わーっ!!）


    　新婚カップルを描えがいたドラマのワンシーンみたいな妄もう想そうが、鷹兎の脳のう裏りをよぎった。


    　しかも伽夜がなぜか敬語。心の奥に隠れた願望だろうか？


    



    『ついにこんなところまで来てしまったが、これでようやく今日から私たちも夫婦だな』


    『そうですね、先輩。たとえ誰からも祝福されなくても、僕、幸せです』


    『私もだ。しかし、まだ私を先輩と呼ぶのか？』


    『え？　……だって、先輩は、先輩です』


    『それはそうだが……私はもう、ただの先輩ではない。君の、その……妻だ。そ、それらしい呼び方があるだろう？』


    『えっと……じゃ、じゃあ……伽夜さん？』


    『た、鷹兎……』


    



    （わーっ、わーっ、わーっ!!）


    　新婚カップルを描いたドラマのワンシーンみたいな妄想が、伽夜の脳裏をよぎった。


    　おまけに駆け落ちしてるっぽい。


    



    「どうしたのー？　タカト、お顔真っ赤だよ」


    「えッ？　なななななななんでもないよ！」


    「伽夜さんも真っ赤っかなのです」


    「やッ……なななななななんでもないぞ！」


    　二人そろって、ぶんぶんと首を横に振る。先ほど鷹兎が、戸惑いつつも御み月つきの名前を呼べたのは、ただ単に腕輪を発動させるための行為だったからだ。しかし鷹兎にとって伽夜の名前を呼ぶということは、そんな事務的な行為ではない。特別な感情を込めずに伽夜の名前を呼ぶことなんてできない。特別な感情──それが伽夜にばれてしまうことを鷹兎は恐れた。


    　ヘカーテがあきれたようにため息をつく。「あなたたち、名前で呼び合うことに、そんなに抵抗あるの？　ずいぶん他人行ぎよう儀ぎなのね。ほんとにパートナー同士なのかしら？」


    「ム、も、もちろんだ！　新たな能力の覚かく醒せいのためなら、お互いの名前を呼び合うことなど朝飯前だ！　そ、そうだな、東ひがし森もり!?」


    「は、はい、先輩！」


    　伽か夜よにそう言われてはうなずくしかない。やむを得ず鷹たか兎とはためらいをぐっと呑のみ込む。


    「よし、じゃあもう一度だ、東森！」


    「はい、先輩！」


    　視線が交差し、二人は同時にうなずく。


    「よし、東森！」


    「はい、先輩！」


    「……き、君から言え！」


    「ぇえっ？　せ、先輩からお願いしますっ」


    「ちょっと！　あなたたち、いい加減にしなさいッ！」


    　ヘカーテがついに怒鳴った。背中の毛が逆さか立だって、かなりいらだっているようだ。


    「ム……わ、わかった、では私から言おう。……そ、その代わり君もちゃんと言うんだぞ！」


    　伽夜はギロッと鷹兎を見つめる。


    　口をもごもごと動かし、


    〝…………………………………………たかと〟


    　ぼそっとつぶやいた。


    　鷹兎も、


    〝か…………………………………………かよせんぱい〟


    　同じく、蚊かの鳴くような声で囁ささやく。


    　すると二人のはめた月ユエ老ラオの腕輪に変化が起きた。


    　腕輪の赤い石が、ほんのわずかだが光を放ち始めたのだ。


    　次の瞬間、赤い石から輝く糸が伸びる。


    「あ、出てきた出てきた！　しゅるるるるぅ～っ」


    　掘り炬ご燵たつに突っ込んだ脚を、興奮気味にばたばたさせるハルハ。


    　しかし、糸は先ほどと比べると──、


    「あれ？　なんか細いね」ハルハが首をかしげる。


    「うどんと、細さが自慢の高級素そう麵めんくらい違うのです」と御み月つき。


    　さらに今度の糸は、くねくねと蛇だ行こうしながら、死にかけのミミズのように力なく進んだ。


    「なんか、へろへろへろ～って感じだね」


    「まるで縮ちぢれ麵なのです」


    　御月はなぜか、麵類でたとえることにこだわった。


    　糸はますます失速し、鷹兎と伽夜をつなぐ前に下降に入ってしまう。


    「へろへろへろへろ～……」


    　そして炬こ燵たつの天てん板ばんに墜つい落らくし、糸は赤い光を散らして消滅した。


    （え……なんで……どうして？）


    　鷹たか兎とが天板から視線を上げると、伽か夜よと目が合った。


    　彼女も『わけがわからない』という顔をして、ぽかーんと口を開けている。


    　糸は途中で消え、もちろん新しい能力は目覚めていない。


    　つまり──失敗。


    「あら、残念ねぇ。かろうじて赤い糸は出たけれど……そこまでだったようね」


    「ど、どういうことだッ？」


    　伽夜が食ってかかる。ヘカーテはしれっと言い放った。


    「どうもこうも……心と心が強くつながっていれば腕輪は発動するらしいけど、その基準はよくわからないし、あたしにはなんとも言えないわ。今はっきりしているのは一つだけ──」


    　ヘカーテは鷹兎と伽夜を見つめ、にーっといたずらっ子のような笑みを浮かべる。


    「伽夜さんよりうちの御み月つきのほうが、鷹兎さんと相性がいいってことね」
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    　伽夜はショックを受けているようだった。


    　うつむいて、なにもしゃべろうとしない。


    （先輩……きっと新しい能力が目覚めることを、ものすごく期待していたんだろうな……）


    　伽夜の父・槇まき村むら修しゆう三ぞうは、防御にのみ特化して攻撃に適さない能力の伽夜を、〝役立たず〟と判断していた。


    （もし先輩の新しい能力が攻撃として使えるものだったら、先輩のお父さんは、先輩への認識を多少なりとも改めるはず）


    　だがその期待は叶かなわなかった。鷹兎は自分にも責任があるように思い、胸が苦しくなる。


    　伽夜と同じようにうつむいて黙っていると、不意にハルハが、鷹兎の服の袖そで口ぐちをくいくいと引っ張ってきた。


    「タカトぉ～、お腹なか減ったよ～」


    「……え？」


    　時計を見ると、八時半を過ぎていた。プリン・ア・ラ・モードでかりそめに満たされていた小腹も、そろそろ本格的な食事を求めてくる。


    「あ……そうだね、うん、すぐ用意するよ。あの、もしよかったら、先輩と御月さんたちも食べていかれませんか？　全然たいしたものありませんけど……」


    　鷹兎は気持ちを切り換えるために、努めて明るい声を出した。


    「あら、いいの？　じゃあお言葉に甘えちゃおうかしら。ねぇ、御月？」


    「およばれするのです、ごろごろごろ」


    　喜ぶ御み月つきとヘカーテ。それに対し、伽か夜よはばつが悪そうな上うわ目め遣づかいで鷹たか兎とを見た。


    「いいのか……？　冷蔵庫の残り物で済ませるつもりだったのでは……？」


    「そうですね、残り物だけではちょっと難しいですから、とっておきの冷凍食品もフル投入しちゃいます。だからきっと、僕が料理するより美お味いしいですよ」


    　鷹兎はにこっと笑ってみせる。


    　するとようやく伽夜も微笑ほほえみらしきものを顔に浮かべた。


    「うん……では、ご馳ち走そうになる。残り物とはいえ、君の手料理の味が楽しみだからな」


    「いやもう、本当に期待しないでください」鷹兎は安あん堵どの笑みを浮かべ立ち上がる。「じゃあ今から準備しますね」


    「む、では私も手伝おう」


    「い、いえそんな、先輩は座って待っていてく──」


    　そのとき、鷹兎は気がついた。


    　といっても、ようやく気づいた、というわけではない。


    　ほんの数秒前まで、そこには空からになったカップやスティックシュガーなどがあるだけだったはずなのに。


    　炬こ燵たつの天てん板ばんの上に──黒いパンツを穿はいた男が立っていた。


    　鷹兎は目を見開き、言葉を失った。


    「む、どうした、東ひがし森もり？」


    　硬直してしまった鷹兎を見て、伽夜が怪け訝げんそうに声をかける。


    （〝どうした〟って……先輩たちこそ、なんで平然としているんだ……っ？）


    　黒いパンツ、黒いマント、そしてドミノマスク──先ほど街で戦った謎の怪人だ。


    　その怪人が、どういうわけか鷹兎の家で、よりにもよって炬燵の上で、全身にひねりを加えた例のポーズを取っている。にもかかわらず、誰もそのことに触れようとしない。


    （気づいていない……？　もしかして見えているのは、僕だけなのか？）


    　黒パンツ男が、鷹兎を見てニヤリと口くちの端はをゆがめた。


    　体をかがめ、短距離走のクラウチングスタートのような姿勢になる。


    　下半身にグッと力が込められ緊張しているのが、見ているだけで伝わってきた。


    　そして次の瞬間、黒パンツ男は獲物に飛びかかる猛獣のようにダイブした。


    　鷹兎目がけて。


    「ッ……うわああああああああああああああああッ！」


    　鷹兎は後ろに倒れ、思いっ切り尻しり餅もちをつく。


    　と。


    　黒パンツ男は、空中でふっと消えてしまった。


    「どうした東ひがし森もりッ？　だ、大丈夫か？」


    「タカト、急に大声出したりして、ど、どうしたのっ？」


    「く……黒パンツ……さっきの黒パンツの人が……」


    　鷹たか兎とは震ふるえる指で炬こ燵たつの上を指した。


    「そこに立っていたんです。で、でも、バッて跳び上がって……いなくなっちゃいました」


    「立っていた？　黒パンツとは……さっき街で戦ったあの男のことか？」


    「は、はい」


    「え～、キング・オブ・ヌードの人がいたの？　ハルハ、全然気づかなかったよぉ」


    　ハルハは少し残念そうだ。


    「ちょっと、さっきから黒パンツがどうのって……いったいなんの話をしているの？」


    　気がつくと、ヘカーテが鷹兎のすぐ横に来ていた。


    　鷹兎は、ラ・マンと名乗る夜や獣じゆうらしき男と出会ったこと、そしてその男がたった今炬燵の上に立っていたことを話す。


    　ヘカーテは考え込むようにしばらく黙っていたが、やがて鷹兎をじっと見つめた。


    「鷹兎さんって……以前からそんなふうに幻覚とかを見たりする人なの？」


    「えっ？　い、いいえ！」鷹兎はぶんぶんと首を振った。


    「そう……。じゃあその黒パンツ男になにかされた可能性が高いわね」


    「ムッ？　な、なんだと……!?」


    「今の鷹兎さんの話だと、顔がピカッと光ったのが怪しいと思うわ」


    「東森が、催さい眠みん術かなにかをかけられたということか？　幻覚を見てしまうような……」


    「ほかに心当たりはないんでしょう？　だったらそう考えるのが一番自然なんじゃない？」


    「う…………うむ、そうかもしれないが……」


    「え……ぼ、僕、催眠術をかけられているんですかっ？」


    　鷹兎は思わず大声を出した。


    　漫画や映画に催眠術が出てくることはよくある。定番の一つが、味方を敵だと思わせての同士討ちだ。


    　さっきみたいに突然黒パンツ男が現れて、鷹兎がガン・ハルハで撃うち抜いたら、


    



    　それは伽か夜よだった。


    



    　なんてことが、起こるかもしれないのだろうか？


    「……ッ！」


    　背筋がゾクッとする。


    　青ざめた鷹兎の顔を見て、ヘカーテが優しく声をかけてきた。


    「大丈夫。夜や獣じゆうを倒せばきっと術も解けるわ。あたしたちも手伝ってあげる。ねぇ御み月つき？」


    「異議なし、なのです」


    「な……なにっ？」伽か夜よの顔が困こん惑わく気味にゆがむ。「いや、気持ちはありがたいが、まだ奴が百パーセント夜獣であるという確証もないんだ。今のところこの近辺で、魂たましいが奪われたという被害情報もないらしい。先ほど上じよう司しからも、まずは本当に夜獣なのかどうかを確認しろと言われている」


    「ふぅん、まぁ間違いなく夜獣だと思うけど……じゃあその確認調査から手伝うわ。ね？」


    「い、いやしかし……他支部の人間と任務を共にするというのは……」


    「あら、いいじゃない。今度の合同研修には〝支部同士の交流を深める〟という目的もあるって、さっき説明したでしょ？　確かに今までの槇まき村むら家けは、切せつ磋さ琢たく磨まを目的に支部同士の成績を競わせていたらしいけど、そのせいで横のつながりがなくなっちゃったのよねぇ」


    　ヘカーテは、先月生まれたばかりとは思えないような物知り顔で、さらに話を続ける。


    「でも夜獣の被害は地域をまたぐことだってあるし、情報交換だって必要だわ。そういうわけで、今後は協力態勢を強化していこうってことになったのよ。まぁそれは、西の本部長になった、うちの支部長の発案なんだけどね。合同研修はその先駆け。だからあたしたちが協力することは、新しい時代を迎える槇村家の試し金きん石せきとなるのよ」


    「せったまくま……きょーりょくたいせいのきょーか……？」


    　話についていけず、難しい顔をして右に左に首をかしげるハルハ。


    「ヘカーテ、おまえの話ももっともだと思うが……やはり私たちの一存では決められない。とりあえず上司に相談してみるから、ちょっと待っててくれないか？」


    　上司──つまり伽夜の父・修しゆう三ぞうのことだ。同じ支部同士の影かげ子こ使いが協力し合うことにも反対の彼が、果たしてＯＫするのだろうか？　鷹たか兎とは疑問に思う。


    　するとヘカーテはふふんと鼻で笑って、こう言い放った。


    「その必要はないわ。御月、近きん畿きの支部長さんに電話して」


    



    　御月に携帯を持ってもらいながら、ヘカーテはことのあらましを、電話口の向こうの相手に語った。


    「……それでですね、合同任務ということで彼らに協力させてもらえるよう、関東支部に話をつけていただきたいのですが……」


    　そして──やがて話は終わる。ヘカーテは満足げに笑ってみせた。


    「さ、これで大丈夫でしょう。じゃああとはお食事の支し度たくね。御月、お手伝いしなさい」


    「うにゃ～、料理なんてできないのです」


    「いいから、お皿を並べるくらいさせてもらいなさい！　あ、猫の手でもよかったら、あたしもお手伝いするわよ？」


    「やーん、お皿を並べるのは、ハルハのお仕事なの～」


    「東ひがし森もり、やはり私もなにか手伝おう」


    「あ、いえ……け、結構です。皆さん、座って待っててください。じゃあ、ハルハはお皿、よろしくね」


    　鷹たか兎とは料理の準備を始めるために、台所に移動してエプロンを身に着ける。


    「──うにゃッ？」


    　居間のほうから御み月つきの声がした。振り返ると彼女がこっちを見ていた。


    「はい？　どうかしましたか？」


    「………………」


    　御月が無言のまま、尋じん常じようならざる熱い眼まな差ざしで見つめてくる。


    「あの……？」


    「………………」


    　いつまで待っても返事は来なかった。よくわからないが、今は早く夕食の支し度たくをしなくてはならない。御月のことは置いておいて、冷蔵庫の扉とびらに手をかける。すると──、


    　カシャッ！


    　カメラのシャッター音がした。反射的に振り返ると、携帯を構えた御月と目が合った。


    「…………あの……今、写真撮とりました？」


    「…………ごろごろごろ」


    　御月はこくんとうなずき、


    　カシャッ！


    　また、シャッター音が鳴る。


    　彼女の頰ほおは興奮を表わすように赤く染まり、ふくらんだ鼻の穴から荒い息を吹き出していた。


    （な、なんだ……っ？）


    　急に写真を撮りだした意図がわからず、鷹兎は困こん惑わくして身動きが取れなくなる。と、


    「こら御月！　撮る前に一言声をかけるのがマナーよっ」


    　ヘカーテが御月の上に飛び乗って、頭をぺしっと叩たたいた。


    「ごめんなさい、我慢できなかったのですハァハァ」


    「まったくしょうがないわねぇ。──あの、鷹兎さん？　もしよかったら、お料理しているところを撮らせてやってくれないかしら？　決して邪じや魔まはさせないから」


    「は……？　いや、まぁ、別にいいですけど……」


    「ありがとうございます、ごろごろごろ」


    　そして御月は、夕食の準備にあくせくする鷹兎の姿を、台所をちょろちょろしながら何枚も写真に撮った。


    　カシャッ！　カシャッ！


    「ナイス。ナイスなのですね。ナイスエプロン」


    　空いている場所を見つけては、ささっと素早く移動する御み月つき。確かに鷹たか兎との邪魔にはなっていないが、気になってしょうがない。


    （エプロン？　エプロンマニアなのか？　ううっ……やりにくいなぁ……）


    　小学校の卒業式でもこんなに写真を撮とられなかった。鷹兎は赤面しながら、レンジで温めた総そう菜ざいを皿に盛りつける。


    　カシャッ！　カシャッ！　ピローン！


    　一瞬、違う音がした。


    （あれ……？）


    　音のしたほう、台所と居間をつなぐ出入り口を、振り返って見る。


    　しかし誰もいなかった。


    （気のせい……？）


    　首をかしげる。ふと、みそ汁の鍋なべがグツグツいっているのに気づき、慌あわてて火を止める。


    　と、居間のほうからハルハの声が飛んできた。


    「あれぇ、カヨも写真撮ったの～？　見せて見せて～」


    「だ、黙れハルハ！　しーっ、しーっ！」


    　伽か夜よの声は、うろたえまくっていた。
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    　食事が終わると、それを見計らっていたかのように伽夜の携帯が鳴った。


    「ちょっと失礼する」と言って、伽夜は隣の洋間に移動する。


    　しばらくして戻ってきた伽夜にヘカーテが言った。


    「関東支部の人から？」


    「ムッ…………そ、そうだ。上じよう司しから連絡があった。おまえたちと協力して調査に当たれ、とのことだ」


    　そう言ってから伽夜は鷹兎に耳打ちする。


    「お父さまはかなり機き嫌げんが悪かった……」


    　やはり伽夜の父・修しゆう三ぞうは合同任務に反対だったのだろう。


    　もしかしたら西日本本部長の力で押し通されたのかもしれない。親しん睦ぼくを深めるどころか、対立関係を築いているのではないかと鷹兎は心配になる。


    「これで問題解決ね、ふふふ」ヘカーテは、満足そうな顔でにやりと笑った。「それじゃあ明日からよろしくお願いね。ところで鷹兎さん、お願いがあるんだけど」


    「あ、はい、なんですか？」


    「任務終了まで、このおうちに泊めてもらえるかしら？」


    「えッ？　う、うちにですか!?」


    「あたしたち、日帰りのつもりだったから、宿泊場所とか全然決まってないのよねぇ」


    「宿なしなのです」


    　御み月つきの顔は相変わらず変化に乏とぼしかったが、それでも困っているような表情をわずかに見せて、鷹たか兎とにじーっと視線を送ってきた。


    「いや、でも……うちはお客さまを泊められるような家では……」


    「あら、そんなことないわ。古民家ってほどじゃないけれど、結構趣おもむきがあっていいおうちじゃない。あたしは好きよ」


    　ヘカーテは押しの一手で、鷹兎に詰め寄る。


    　だがしかし、問題はヘカーテではなく御月だった。今日出会ったばかりの女の子が自分の家に泊まるなんて、内気な鷹兎にとってはできれば勘かん弁べんしてほしいイベントである。


    　すると伽か夜よが身を乗り出し、助け船を出してくれた。


    「しゅ、宿泊場所なら私が手配する！　心配するな！」


    「あらそう？　でも任務を共にする以上、あたしたちもここに泊まったほうが合理的なんじゃないかしら？　急な事態にも対応できるでしょう？　そうそう、そういえば鷹兎さんは、さっき幻覚を見せられていたわよね。夜や獣じゆうからなんらかの攻撃を受けている可能性があるのなら、ハルハちゃん以外にも誰かがそばにいたほうがいいと思うんだけど？」


    　ヘカーテは饒じよう舌ぜつに言い返す。


    「ム……そ、それは一理あるが…………しかし、年頃の男女が二人っきりで同じ屋根の下なんて……も、問題あるだろう！」


    「二人っきりじゃないわ。あたしがいるし、ハルハちゃんもいるじゃない。それなら問題ないでしょ？」


    　勝ち誇ったように微笑ほほえむヘカーテ。


    　伽夜は「ムゥ……」とうなって黙ってしまった。


    「それともやっぱりご迷惑かしら？」


    　ヘカーテはよよよと悲しげに身をよじって、上うわ目め遣づかいに鷹兎を見つめる。


    「ご迷惑なのです？」


    　御月も同じポーズを取って、哀あい願がんするような眼まな差ざしを送ってくる。


    「い……いえ……迷惑ってわけじゃ……」


    「そう？　ふふふ、よかった」ヘカーテはころりと表情を変え、微笑んだ。「じゃあ今晩からお世話になるわね。さささ御月、お礼を言いなさい」


    「ふつつか者ですが、よろしくお願い──」


    「だからそれは新婚夫婦の挨あい拶さつだって言ったでしょう！」


    　食い気味にツッコむヘカーテ。食事が終わり、プリン・ア・ラ・モードの封印を解かれたハルハが、口いっぱいに頰ほお張ばったプリンをごっくんと飲み込んでから、喜びの声を上げる。


    「ミツキ、お泊まりしてくの～？　わーいっ」


    



    　バンッ！


    



    　伽か夜よが──炬こ燵たつの天てん板ばんを叩たたいた。スプーンにそぎ取られ、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきのようになったプリンが、ぶるるんと揺れる。


    　しーん。


    　張り詰めた空気の中、顔を真っ赤にした伽夜が、ぼそっとつぶやいた。


    「……私も泊まる」


    　鷹たか兎との目が点になる。


    「はい……？　え、先輩も……ですか？」


    「任務が終わるまで、私もここに泊めてもらう。いいな、東ひがし森もり……？」


    　眼鏡めがねの奥の鋭い眼まな差ざしが、ギヌロと鷹兎を睨にらみつける。


    　もはや鷹兎には、首を縦たてに振る以外のことはできなかった。


    「あらあら、あたしじゃ信用できないってことかしら？」とヘカーテ。


    「そうではない。ただ、おまえの言うとおりだと思ってな」


    　伽夜の視線はヘカーテに移る。しかしヘカーテは涼しい顔のまま首をかしげた。


    「あたしの言うとおり？」


    「……東森になにかがあったとき、パートナーである私がそばにいないわけにはいかない」


    　伽夜はすっくと立ち上がる。


    「今から着替えを取りに行ってくる。……御み月つき、おまえはどうするつもりだ？　日帰りのつもりで来たんだろう？　寝ね間ま着きくらいなら私のを貸してやれるが……」


    　御月は黙ってかぶりを振り、代わりにヘカーテが答えた。「お気き遣づかいありがとう、伽夜さん。でも大丈夫よ。こういうときのために、替えの衣類は影の中に常備してあるから」


    「そうか……準備がいいんだな。では私は行ってくる。すぐ戻る」


    　そして伽夜は出ていった。


    　玄関まで見送った鷹兎は、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。


    （先輩が……うちに泊まる？）


    　なにかの冗談かと思った。


    　しかしこれはまぎれもない現実で、そして鷹兎は、いつまでもぼーっとしているわけにはいかないのだ。


    （ど、どの部屋を使ってもらおうか……あ、布ふ団とんは……）


    　かつてこの家には、今は亡なき祖父母が住んでいた。祖父母の死後、鷹たか兎とがこの家に越してきたとき、生活用品のたぐいはそっくり残っていた。布団も、鷹兎が使っている以外にあと二人分あったはずである。


    （先輩と御み月つきさんで二人分……よし、だ、大丈夫だ……あ、掃そう除じしなくっちゃ……！）


    　あたふたと二階へ向かった。
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    　掃除を終え、押し入れから布ふ団とんを下ろし、伽か夜よたちが泊まる準備を整えた鷹兎は、台所で一人、食器を洗っていた。


    　ふと、水の流れる音にまぎれて、別の物音が聞こえたような気がした。鷹兎は水を止めて振り返り、台所から玄関へと続く廊ろう下かに目をやる。


    「…………先輩……？」


    　着替えを取りに行った伽夜が戻ってきたのかと思った。だが廊下にも、その先の玄関にも、人の気配はない。それに伽夜なら、まず呼よび鈴りんを押すだろう。


    （気のせいかな……）


    　鷹兎の視線は、廊下の途中にある洗面所兼脱衣所に移る。今、その戸は閉まっていた。


    　ハルハと御月が入浴中だった。この家の風呂場は二人で入っても充分な広さがある。


    「………………」


    　鷹兎は頰ほおを赤らめ、洗い物に戻ろうとした。そのとき、


    「女の子の入浴って気になる？　鷹兎さん」


    「うわああああっ！」


    　危あやうく皿を落としそうになる。


    　いつの間にか後ろに、ヘカーテがちょこなんと座っていた。


    「うふふ、しょうがないわよね、男の子だものね。……でも覗のぞいちゃダメよ」


    「の、覗きませんよ！」


    　鷹兎は再び水を流し、ゴシゴシと乱暴な手つきで皿洗いを再開した。


    　ヘカーテが流し台の上にひょいっと跳び乗る。


    「ごめんなさい、ほんの冗談のつもりだったんだけど……気を悪くしちゃったかしら？」


    　申し訳なさそうな顔で、ヘカーテはしなを作って謝った。


    「い、いえ、別に……怒ったりはしてないですけど……」


    「そう？　よかった」まさに〝猫の目のよう〟な豹ひよう変へんぶりでにっこりと微笑ほほえむヘカーテ。「ところで鷹兎さん、あなた適応指数がとっても高かったんですってねぇ？」


    「適応指数……なんですかそれ？」


    「あら、聞いてない？　簡単に言えば、夜や獣じゆうの種がどれくらい植わりやすいかを表わす数値なんだけど、あなた九十二だったんですってね。すごいわ～」


    「九十二……それってどれくらい高いんですか？」


    「うーん、影かげ子こ適応力のない普通の人は、よくて三から五ってところね。影子適応者として認められ、夜獣の種の植えつけ許可が下りるのは五十以上から。実際影子使いになった人たちの数値を見ると、だいたい六十前後が多いわね。ちなみに御み月つきは八十だったわ」


    「へぇ……じゃあ僕、かなり高いほうだったんですね。全然知りませんでした」


    「わざと知らされなかったのかもね」


    「え？」


    　鷹たか兎とは皿をすすぐ手を止めて、ヘカーテを見た。


    　ヘカーテは意味ありげに微笑ほほえむ。


    「ふふふ、まぁ、もしかしたら言い忘れていただけかもしれないけど。……それで鷹兎さん、あなたは今の自分の待たい遇ぐうに満足している？」


    「僕の待遇って……どういう意味ですか？」


    「さっき適応指数は〝夜獣の種がどれくらい植わりやすいかを表わす数値〟って言ったわよね。でもそれだけじゃないの。過去の記録によると、適応指数が著いちじるしく高かった人間のほとんどは、まさに英雄と呼ぶにふさわしいほどの優秀な影子使いになっているわ。だからきっと、あなたもそうなるはずよ」


    「英雄？　僕がですか？　ははは、そんな……」


    　あり得ない、と一いつ笑しように付ふす鷹兎。


    　英雄なんて、ＲＰＧをプレイしているときの主人公の職業くらいが関の山だ。


    　ヘカーテも笑っている。しかし冗談を言っているような雰ふん囲い気きは欠片かけらも感じられなかった。


    「九十越えの適応者が見つかったのってね、およそ百年ぶりなのよ。今、槇まき村むら家けの中で最強と言われている影子使いも、適応指数は八十五。あなたはそれ以上の素質を持っているかもしれないの。どう、すごいと思わない？」


    「え、いやぁ……よ、よくわかりません」


    　しかし悪い気はしない。思わず頰ほおがふにゃっと緩ゆるむ。


    「それにあなたのご両親は、槇村家とはなんの関係もない普通の人。そこから突然九十越えの適応者が生まれるなんて、本当に前ぜん代だい未み聞もんなの。そこだけを取ってみても、あなたは槇村家が夜獣と戦い始めて以来の、超貴き重ちような人材なのよ」


    　熱っぽく語りながら、ヘカーテはにじり寄ってきた。


    　鷹兎は照れくさそうに笑いながら、洗い物を続ける。


    「は、はぁ……僕が貴重なんて、なんか信じられないです……」


    「でも事実よ」ヘカーテは鷹兎のすぐ隣まで近寄ってきた。


    　らんらんと光り輝く瞳ひとみで、鷹たか兎との顔を覗のぞき込む。


    　宝石のようにきらめくその瞳は、心が吸い込まれそうになるほど綺き麗れいだ。


    「それでさっきの話に戻るんだけど、優秀な素質を秘めた貴重な人材には、それにふさわしい待たい遇ぐうが与えられるべきじゃないかしら。そうは思わない？」


    　蠱こ惑わく的に微笑ほほえむヘカーテ。


    「え……？」


    　ここに来て鷹兎は、ちょっとだけ怖くなってきた。ヘカーテの言葉は耳に心地よい──というか、心地よすぎる。なんだか悪魔に囁ささやかれているような気がしてきた。


    「あ……はは……そ、そうですね」


    　一歩、逃げるように横にずれる。


    　するとヘカーテが、すすっと間を詰めてきた。


    　子供をあやすような、あるいは恋人に愛を語るような、なんともいえぬ甘い〝猫ねこ撫なで声〟が、鷹兎の鼓こ膜まくをくすぐる。


    「ねぇ鷹兎さん、あなたは今の関東支部の待遇に──」


    



    　ピンポーン。


    



    　呼よび鈴りんが鳴った。


    　おそらく伽か夜よだ。


    　ヘカーテは、やれやれとばかりにため息をついて、


    「鷹兎さん、この話の続きはまた今度……ね？」


    　軽かろやかに流し台から飛び降りる。


    　そして尻尾しつぽを優雅に揺らしながら、居間のほうに歩いていった。


    （な……なんだったんだ、今の……？）


    　鷹兎は水を止めると、急いで玄関に向かった。そんな彼を急せかすように再び呼び鈴が鳴る。


    「は、はぁーい、今開けまーす！」


    　廊下を小走りに進みながら、鷹兎は自分の胸を押さえた。


    　びっくりするくらいドキドキと高鳴っていた。
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    「さて、ではそろそろ寝させてもらうぞ」と伽夜が言った。


    　時刻は夜の十一時過ぎ。明日、鷹兎たちが学校に行っている間に、ヘカーテができる限り情報を集めておいてくれるという。


    　パジャマ姿のハルハが、鷹たか兎とに寄り添いながら手を振る。


    「ミツキ、おやすみ～。……あ、カヨも」


    「……私はついでか」むすっとした顔で伽か夜よがこぼした。彼女はまだ寝ね間ま着きに着替えていない。自宅でシャワーを浴びてきたという。


    　伽夜と御み月つきには、鷹兎たちが普段寝ている二階の寝室に泊まってもらうことにした。鷹兎とハルハは、その隣にある鷹兎の勉強部屋に布ふ団とんを移動して寝ることにする。


    「おやすみなさい、なのです」


    「皆さん、おやすみなさい。それじゃあ明日から頑がん張ばりましょうね」


    「はい、よろしくお願いします。……で、ではあの、おやすみなさい」


    　鷹兎は御月とヘカーテ、そして伽夜にぺこりと一礼した。


    「う、うむ……おやすみ、東ひがし森もり」


    　そして一同はそれぞれの部屋に別れていった。


    



    〝勉強部屋〟といっても、鷹兎は勉強も遊びも、ほとんど一階の居間でする。


    　この六畳じようの部屋は、鷹兎がこの家に引っ越してきたときに持ってきた私物が置いてあるだけの、物置のような場所だった。


    「くふふふふふっ」


    　ハルハは楽しそうに笑いながら、先に布団にもぐり込んだ。


    「どうしたのハルハ？」


    　鷹兎が尋たずねると、ハルハは掛け布団から半分だけ顔を出して言った。


    「このお部屋で寝るの初めて」


    　ハルハの目が、に～っと細くなる。


    「誰かがおうちに泊まるのも初めて。いつもと違うって、なんだかわくわくするね」


    「ああ……うん、そうだね」


    　鷹兎にもその気持ちはわかった。たとえるなら修学旅行の夜のような感じ。場所は自分の家だが、それに近い高こう揚よう感を覚える。


    　だが、普段自分が寝室にしている部屋で、二人の少女がこれから寝ようとしていること。


    　そしておそらく今頃、伽夜が寝間着に着替えているであろうこと。


    　そんなことを考えると、わくわくというよりドキドキしてくる。


    　楽しいというより、緊張した。


    「じゃ、じゃあ……電気消すよ」


    　鷹兎は真っ赤になった顔を隠すように明かりを消して、布団に入る。


    　ハルハの体温、ハルハのにおいが鷹兎を迎え入れた。


    　布団の中でハルハがもぞもぞと動き、鷹兎の体にぴったりとくっついてくる。


    「今夜も寒いね」


    「う、うん」


    　もうすぐ七月だが、今はちょうど梅つ雨ゆ寒ざむの時期。夜は特に冷える。


    　ハルハの腕が、鷹たか兎との腕にギュッと絡からみついてきた。


    「タカト、あったかい」


    　暗くら闇やみの中、くふふふっという笑い声が響く。


    　その声を聞いていると、無む邪じや気きに微笑ほほえむハルハの顔が容よう易いに想像できた。


    　ドキドキが少し治まり、ほのかな温かさが胸の内に残る。


    　鷹兎がハルハと一緒に寝るようになって約三週間──最初の数日はかなり緊張したが、すぐにそれほどでもなくなった。


    〝慣れた〟のとは、ちょっと違う気がする。


    　鷹兎には妹がいて、まだ幼かった頃の彼女は、よく鷹兎の布ふ団とんにもぐり込んできた。


    　勉強が特別できるというわけでもなく、スポーツなど体を動かすことも苦手。引っ込み思案で気弱な自分が、妹にだけは頼りにされていた。妹の前だけでは〝優しくてかっこいいお兄ちゃん〟でいられた。


    　ハルハと一緒の布団に入り、彼女に抱きつかれると、あの頃の気持ちが蘇よみがえる。


    　それは温かくて心地いい感情だった。思春期の欲望とのせめぎ合いにも負けないような。


    　鷹兎の肩に頭を預けて、ハルハが言う。


    「おやすみ、タカト」


    　鷹兎も言う。


    「……うん、おやすみ、ハルハ」


    　そして静かに目をつむった。


    　むにゅ。


    　鷹兎の腕に柔やわらかいなにかが押しつけられた。


    （……！）


    　心臓がドクドクと高鳴り、熱い血が体を駆け巡る。


    　鷹兎は腰をもじもじと動かして、体にたまった熱が収まるのを待った。
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    　チュンチュン、チチチ……。


    　朝の訪れを知らせる野鳥の鳴き声に、鷹兎は目を覚ます。


    　ぴくっと体を震ふるわせて、閉じていたまぶたをそっと開いた。


    　まだ頭はぼーっとしているが、目に映る景色にいつもと異なる違和感を覚える。


    （…………ああ……そうか、ここは勉強部屋だった）


    　カーテンをすり抜けた朝日が、室内をうっすらと照らしていた。


    （今、何時だろう……？　まだ、目覚まし鳴ってないよな）


    　枕まくら元の目覚まし時計を見ようと思ったが、体になにかが絡からみついて動けなかった。


    　柔やわらかい、柔らかいなにか。ぷにぷに、むにゅ。


    （……？）


    　ふと気づくと、隣で寝ているのがハルハじゃない。


    　おかしいな？　と考えながら、顔の向きを変えると、そこにハルハがいた。


    （なんだ……そうだそうだ、ハルハはこっち側だった）


    　うんうんとうなずく。


    （………………って）


    　体に絡みついたなにかを振り払うように、鷹たか兎とはガバッと跳はね起きた。


    「えっ……ええええええっ!?」


    　鷹兎の左側にハルハが、そして右側に──御み月つきがいた。


    「ふわあぁぁぁ……なぁにタカト……もう朝……？」


    　のそのそと起き上がったハルハが、しょぼしょぼした目で鷹兎を見る。


    「お、おはようハルハ……じゃなくて、み、御月さん？　なんでここで寝てるんですかッ？」


    　御月の肩を恐る恐る揺すると、彼女の目がゆっくりと開いた。


    「うにゃ……おはようございます……？」


    「御月さん、なんで……ッ？」


    　御月はぼけーっとした眼まな差ざしで鷹兎を見たあと、


    「寒いのです……」


    　ぶるるっと震ふるえて、布ふ団とんの奥にもぐり込もうとする。


    「ちょっ……御月さん!?」


    　鷹兎が掛け布団をめくり上げようとした──と同時に、


    　すぱーん！　と障しよう子じが開いた。


    　廊ろう下かに、制服姿の伽か夜よが立っていた。


    「東ひがし森もり……どういうことだ……？」


    　怖い顔で睨にらみつけてくる。


    　氷のように冷たい視線。しかしその瞳ひとみの奥では、怒りの炎が燃えさかっていた。


    　鷹兎の手足がカタカタと震ふるえだす。


    「お、おはようございます先輩……。どういうこととはいったい……どういうことですか？」


    　伽夜は無言で視線を動かす。


    　彼女の視線を追いかけると、御月がもぐり込んでいる布団のふくらみに到達した。


    「あ……いやそのこれは、目が覚めたら御み月つきさんが……ぼぼぼ、僕にもなにがなんだか」


    　鷹たか兎とが話し終わるより先に、伽か夜よはずかずかと室内に入ってきて、布ふ団とんの中から御月を無理やり引っ張り出す。


    「おい！　起きろ御月！　なぜおまえが東ひがし森もりの布団で寝ているッ？」


    「うにゃああぁ…………くあああ……っ」


    　迷惑そうな顔であくびをした御月が、寝ぼけ眼まなこでぼそっとつぶやいた。


    「……こっちの夜は冷えるのです」


    「なに？」


    「寒いときは体を寄せ合い、温め合うのが一番なのです」


    「雪山かっ！　……ど、どうしても寒かったら、せめて私の布団に入れ！」


    「……うにゃあ？」


    　御月は眉まゆ根ねを寄せ、人に懐なついていない野良猫のような目で伽夜を見た。


    　じとっ。


    「ム……な、なんだその警戒心いっぱいの目はっ？」


    「……私のちっちゃな頃の夢は猫になることでしたけど……」


    「はぁッ？　なぜ今その話をする？」


    　御月は座り込んだ姿勢のまま、ぺこりと頭を下げる。


    「ごめんなさい、そっちの〝ネコ〟になるつもりはないのです……」


    「なっ…………わ、私にだってそんなつもりはないッ!!」顔を真っ赤にして叫ぶ伽夜。


    「せ、先輩、どうか落ち着いて……」


    「タカト～」


    　ハルハが情けない声で鷹兎を呼ぶ。振り向くと、前傾姿勢で正座するハルハが、


    「……ブラジャーつけるの手伝ってぇ……」


    　後ろに回した手をぷるぷるさせていた。ブラジャーの両端を持って、ホックをとめようとしているのだが、いかんせんボタンをとめるのも苦手なハルハには難易度が高すぎるようだ。


    「なっ……！」鷹兎は息を呑のむ。ブラジャーのカップに寄せ上げられ、くっきりと浮き出た胸の谷間が、鷹兎の網もう膜まくを直撃する。


    　伽夜も気づいて一瞬言葉を失った。


    　が、やがて──、


    「お……おまえたち、いい加減にしろ～～～～～ッ!!」


    　彼女が怒鳴るのと同時に、目覚まし時計が鳴り響いた。
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    　鷹たか兎とと伽か夜よが通う桐とう心しん大学附属不ふ二じ沢さわ高等学校には、座席数三百の大きな食堂がある。


    　昼休みの今、伽夜は一人で席に座り、月見うどんを食べていた。


    　食堂はかなり混んでいたが、伽夜の周りだけはドーナツ化現象のように席が空いている。


    「さすが槇まき村むらさん、なんて優雅にうどんをすするのかしら」


    　遠巻きに眺める女生徒の一人がうっとりとつぶやいた。


    　そんな中、トレイを持った少女が平然とドーナツの内側へ入り、声をかけてくる。


    「よっす、〝かよっち〟がここでお昼食べてるなんで珍しいじゃない」


    「む、富ふ美みか……」


    　少女の名は尾お賀が富美。伽夜と同じ二年生。この学校で伽夜に気軽に声をかけることができる、数少ない人間の一人である。一年生の頃は同じクラスだった。


    　富美は「隣座るよ」と言って、どかっと腰かけた。


    「うむ……私は今、諸事情があって弁当を作ることができなくてな……。そういう富美は？　いつも弁当を作ってもらっていたんじゃなかったか？」


    「そうなんだけど、あたし今、ここのカニクリームコロッケに超ハマってんのよ。かよっちはもう食べた？」


    　富美は自分のトレイに載っているカニクリームコロッケの皿を指差す。


    「いや、私はまだ食べていない」


    「最近出たばっかの新メニューだからね～。今度食べてみ。もうサイコー、やみつきよ」


    「ふぅん……わかった、では近いうちに試ためしてみる」


    　伽夜はうなずき、つるりとうどんをすする。


    「うんうん、富美ちゃんのオススメよ。ところでかよっち、あたしが教えたげた『れ・みぜＬＯＶＥる』は役に立ってる？　彼氏とはなんか進展あった？」


    「ぶふぉッ！」


    　伽夜は飲み込みかけていたうどんを吹き出した。ドーナツ化現象が幸さいわいして、辺りに被害はない。が、富美は目を丸くして驚いた。


    「ちょ、ど、どうしたの、かよっち？」


    　しばらくゲホゲホとむせてから、伽夜は恨うらめしそうに富美を睨にらむ。


    「きゅ……急に変なことを言わないでくれ……っ！」


    「変なこと？　だってかよっち、彼氏出来たんでしょ？　確か一年の……ナントカ森くん？」


    「ひ、東ひがし森もりとはそのような関係ではない！」


    「ああ、そうそう東ひがし森もりくん。……なに、違うの？　だってよく一緒に帰ってるんでしょ？」


    「ム……そ、それはそうなんだが…………か、彼はその……遠い親しん戚せきの子だったんだ。私も最近知って、だから家まで送ってあげることに……そ、それだけだ！」


    　伽か夜よはポケットティッシュで飛び散ったうどんを拭ふき取りながら、噓うその言い訳を並べる。


    「えっ、じゃああの子もセレブなの？　全然そうは見えなかったけどなー」


    「いや、だからその、遠い親戚だからな。槇まき村むら家けとはそんなに関わりは…………って、み、見に行ったのか!?」


    「うん。だってかよっちに彼氏が出来たなんて言われたら、そりゃどんな子か気になるじゃない。しかも入学して二か月ほどで上級生口く説どくなんてどんな強つわ者ものよっ？　って期待してたんだけど……」


    　富ふ美みは大げさに肩をすくめてみせる。


    「なーんかさ、なよっとしてて、頼りなさそうな子だったね。あんなんでかよっちの彼氏が務まんのかなって心配になっちゃったんだけど……そかそか、彼氏じゃないんだ。うん、まぁ、やっぱりね～って感じ？」


    　なーんだ、そっかー、あっはっはっ──あっけらかんと笑う富美。


    　伽夜の顔がみるみる不ふ機き嫌げんに曇くもっていった。ティッシュを丸めてトレイの端に置くと、ドスッと大きな音を立てて椅い子すに座る。


    「え……ど、どしたの？」


    　目をぱちくりさせる富美を、伽夜はジロリと睨にらんだ。


    「東森は……確かに普段はおとなしいが、いざというときはとても頼りになる男だ。彼を馬鹿にするのはやめてくれ」


    「あ……ご、ごめん、馬鹿にするつもりはなかったんだけど、ちょっと言いすぎたわ……」


    　富美は慌あわてて謝り、叱しかられた子供のようにしゅんとなってしまう。


    「む……ま、まぁ、わかってくれればいいんだが……」


    　伽夜は再び箸はしを取り、気まずくなってしまった空気の中、ずずっとうどんをすすった。


    「かよっち、ほんとにごめん。…………でもさ」


    　伽夜の耳元にすっと顔を近づけ、富美は囁ささやく。


    「遠い親戚なら、結婚できるよね」


    「ぶふぉッ！」


    　伽夜はまた、飲み込みかけていたうどんを吹き出した。


    　くっくっくと富美が肩を震ふるわせる。


    「げほっげほっ…………ふ、富美ッ！　だから違うと言っているだろう！」


    「まあまあ、そんな怖い顔しないで。今はまだそういう関係じゃないんでしょう？　うんうん、じゃあこれからなにかあったら、いつでもこの富美ちゃんに相談しなさい」


    　富ふ美みはいたずらっぽく笑いながら、自分のポケットティッシュを取り出して、飛び散ったうどんを手早く拭ふき取った。


    　そしてカニクリームコロッケにソースをかけて、さくさくぱくっと一口。


    「ンまぁーい！」


    「いや、だからなっ……」


    　伽か夜よはなおも抗議をしようとしたが、味の虜とりこになった富美には聞こえていないようだった。


    「まったく、やれやれ……」


    　諦あきらめて食事を再開しようとする伽夜。が、その手から箸はしがポロリと落ちる。


    　テーブルの中央に、黒パンツ男が立っていた。


    （……なっ…………なぜこいつがここにッ？）


    　伽夜はテーブルすれすれに手のひらをかざして影を映し、小声で呼びかける。


    『しましまッ！』


    　音もなく、右手に憑ひよう依いさせる。


    　黒パンツ男は微動だにせず、奇妙なポーズを決めたまま、ただ立ち尽くしていた。


    （………………ム……？）


    　ふと伽夜は違和感を覚える。


    　この黒パンツ男が夜や獣じゆうなら、なぜこの昼日中に現れる？　夜獣は日の光を嫌うはず。


    　それに──伽夜は富美を見る。いくらカニクリームコロッケに夢中になっていたとしても、目の前でポーズを決めているこの男に気づかないわけがない。だが彼女は、何事もないようにキャベツの千切りを頰ほお張ばっていた。


    （富美には見えてない？　……もしかして、これが昨日東ひがし森もりが言っていた幻まぼろしか!?）


    　と、そのとき、彫像のように固まっていた黒パンツ男が、突とつ如じよ動きだす。


    　穿はいている黒パンツに手をかけ、一気に引き下ろした。


    （……なッ!?）


    　今度は伽夜のほうが彫像のように固まった。あまりの驚きよう愕がくに、男の股こ間かんから目をそらすことすら忘れた。結果、もろに凝ぎよう視ししてしまう。


    　黒パンツの下には、また黒パンツがあった。


    　重ね穿きだ。


    （…………なんんんだそれはッ!!）


    　もうちょっとで声が出そうになるのを伽夜は必死にこらえる。そして下から出てきた黒パンツに、白い文字でなにかが書いてあることに気づいた。


    （〝あと９枚〟……？　ま、まさか……）


    　男は手慣れた動きで、パンツを下ろす。


    　下からはまた黒パンツが現れ、今度は〝あと８枚〟。


    　男は脱ぐ、脱ぐ、脱ぐ。


    　あと７枚……あと６枚……あと５枚…………。


    　やがて、男の動きがピタッと止まった。


    　パンツには〝最後の１枚〟の文字。


    （お、おい……まさか……それまで脱ぐ気じゃ……！）


    　男がにや～っと薄笑いを浮かべる。


    〝最後の１枚〟が、勢いよくずり下ろされた。


    （やめろォ～～～～～～～～ッ!!）


    　ところが下からまたパンツが現れた。


    　白い文字で、


    



    〝うっそ～～ん〟


    



    　伽か夜よの頭の中がホワイトアウトし、全身から力が抜ける。


    　ずるずるっと座席からずり落ちた。


    「んんっ？　ちょっ、ちょっとかよっち、どうしちゃったの急にっ？」


    　友人の異変に気づいて、驚きの声を上げる富ふ美み。


    　伽夜は食堂の床にひざまずいたまま、心の中で叫んだ。


    （……くっそおおおおおおおおおお！）


    　敗北感に打ちのめされる。


    　黒パンツ男の幻まぼろしはいつの間にか消えてしまった。
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    　一日の授業が終わり、鷹たか兎とたちが帰宅すると、早速居間でミーティングが始まった。


    「伽夜さんも鷹兎さんと同じ幻を見たの。じゃあやっぱり、その黒パンツ男の顔が光ったときに、なんらかの攻撃を受けたと考えて間違いなさそうね」


    　御み月つきの膝ひざの上でヘカーテがさらりと言う。予想どおりといった感じだ。


    「そうだな。……しかしなぜこんなことをするのかがわからない。奴が夜や獣じゆうなら、人間の魂たましいを奪うことが目的のはず。どうして道行く者に催さい眠みん術をかけたりしているのだろう。しかもあんなふざけた……クソッ」


    　伽夜は昼休みのときの屈くつ辱じよくを思い出したのか、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をした。


    「まだ催眠術と決まったわけじゃないけれど……そうね、仮にあれが催眠術だとして、やっぱり目的は人間の魂たましいなんじゃないかしら。御月、さっきのページを皆さんに見せて」


    「にゃいにゃいさー」


    　炬こ燵たつの上に置いてあったノートパソコンを、御み月つきがカチャカチャと操作する。


    　鷹たか兎と、伽か夜よ、ハルハの三人は、御月の後ろに回って画面を覗のぞき込んだ。インターネットでなにかのページを開こうとしているようである。


    　カーソルがブラウザのタブの一つをクリックし、画面中央に大きな文字が表示される。


    



    〈『なんとグールが起き上がり、仲間になりたそうにこちらを見ている！』グール四体目キターッ！　なんでグールばっかり？　邪じや神しんの呪のろいか？〉


    



    「……なんだこれは？」伽夜が怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。


    「〝やさぐれメタル〟を仲間にするまで就職活動はしないと決めた、とあるゲーム大好きニートさんの〝サエズッター〟なのです」


    「タカト、サエズッターってなに？」


    「え？　え～と、なんて説明したらいいのかな……。ブログと掲示板の中間みたいなもの？　とか、誰かが言ってたけど……」


    「？？？　全然わかんないよ～」


    「サエズッターの説明はあとにしてくれ。それでそのニートの人が、今回の件といったいどんな関係があるんだ？」


    「全然関係ないのです」


    「おおおおおいッ！」


    　伽夜は今にもキレそうだ。


    「御月っ！　〝さっきのページ〟ってこれのことじゃないわよ！　その隣！」


    「隣です？　にゃいにゃいさー」


    　御月は隣のタブを開いた。同じような画面構成のページが表示される。


    「またサエズッターか」伽夜がうんざりしたような声を出した。


    「大丈夫、今度は正解。あなたたちと同じように、黒パンツ男に閃せん光こうを浴びせられた女の子のサエズッターよ」


    「なにッ？」


    　伽夜の顔色が変わる。鷹兎もだ。画面に表示された文章を目で追い始める。


    



    〈ありのまま、今見ていることを書く。街中で、パンツ一いつ丁ちようの男が立っている〉


    〈訂正。マントも着けてた。お笑い番組のロケ？　マスクをつけているから顔わからないけど。場所は不ふ二じ沢さわ市、不二沢駅前の広場〉


    〈怖いから逃げようと思ったらピカッて光った。まぶしい。気づいたらいなくなっていた〉


    



    「不ふ二じ沢さわ駅の駅前っていったら、僕たちが見かけた場所とおんなじですね……！」


    「書き込まれたのは二週間ほど前よ。検索してみたら、同じようなことを書いている人が結構いたの。〝怪人・黒パンツ〟って名前で、ちょっとした都市伝説みたいになっているわね」


    　目撃場所は不二沢駅前を始め、その近隣の駅周辺、いわゆる駅前繁はん華か街がほとんどらしい。


    「そしてこの女の子も、あなたたちと同様にパンツ男の幻まぼろしを見ているわ」


    



    〈晩ご飯食べてたら、テーブルの上に突然さっきの黒パンツ男が現れた。みそ汁吹き出す。でも、ママも弟も見えてないらしい〉


    〈なんかボディービルダーみたいなポーズをしきりに決めてから、ふっと消えた〉


    



    「最初はこんなふうに突然現れて、驚かせるだけみたいね。でも黒パンツ男の行動がだんだんエスカレートしていくのよ。──御み月つき」


    　ヘカーテの指示で、御月がサエズッターの続きを表示する。


    



    〈お風呂に入っていると、また黒パンツ男が現れた。ちょっとあり得ないんですけど！〉


    〈テレビ観ようとしたら、テレビの前に現れて邪じや魔ましてきた。仕方ないのでビデオに録とる〉


    〈ビデオを観ようとしたらまた現れた。テレビの前で邪魔をする。にやけ顔が腹立つ〉


    〈トイレの中まで！〉


    



    「う、う～む……風呂やトイレの中まで現れるのか。幻とわかっていてもつらいな……」


    「テレビを観られないのがやーん」〝いやいや〟と肩を揺するハルハ。


    「そうね。普段当たり前のようにやっていることを制限されると、じわじわとストレスがたまってくるでしょうね。このサエズッターの彼女も、徐々に精神的ダメージを受けていくわ」


    　黒パンツ男が見えるのは自分だけ。周りの人に相談することもできない。


    〝怪人・黒パンツ〟のネット掲示板を見つけ書き込んでみるも、掲示板内での独特の空気を読めず、噓うそつき扱いされてしまったようだ。


    「そしてこれが三日前に書かれたものよ。彼女が黒パンツ男に出会ってから十日ほどね」


    



    〈朝起きたら、目の前に男の人の○○○があった。黒パンツ男がパンツを脱いで、あたしの顔をまたいでいた〉


    〈目が腐くさる。これじゃ天国に行けない。綺き麗れいな瞳ひとみを集めないと〉


    



    「……ここで彼女の書き込みは終わっているわ」


    　ヘカーテは鷹たか兎とたちを見回した。


    　ショッキングな内容に、鷹兎も伽か夜よも言葉を失う。


    　ハルハは意味がわからないのか、不思議そうな顔で首をひねっていた。


    「天国とか、綺き麗れいな瞳ひとみを集めるとか、なんのことだかわからないけれど、このとき彼女が精神的にかなり追い詰められていたのは確かね」


    「……」ゴクリ、と鷹兎はつばを飲み込んだ。


    　このページに書かれていることは、いずれ自分に降りかかってくることかもしれない。


    （朝起きたら目の前に……！）


    　考えただけで気分が悪くなる。鷹兎は伽夜を見た。彼女も同じことを考えているのか、病人のように青ざめた顔で、頰ほおをヒクヒクと引きつらせていた。


    「でも……やっぱりわからないですよ。これが夜や獣じゆうの仕し業わざなら、なんでこんなことを？」


    「鷹兎さん、いくら夜獣でも、人間の魂たましいをいきなり抜き取るのは簡単じゃないのよ。抜き取る前に下準備をしなければならないの」


    「下準備……ですか？」


    「そうよ。といっても夜獣本人から聞いたわけではないので、あくまで推論だけど──人間の魂を抜き取るためには、魂を抜け出やすくしなければならないの。その方法は二種類あって、一つは肉体にダメージを与えること。死に近い状態になると、魂は抜け出やすくなるようね。ただ本当に死んじゃうとまずいらしくて、夜獣の被害者で命を落とした人は、記録ではほとんどいないわ」


    「はぁ……イメージ的にはなんとなくわかります。じゃあもう一つは……？」


    「もう一つは……心を激しく揺さぶることよ」


    「心を……？」


    「漫画なんかで、びっくりして口から魂がはみ出してる絵を見たことない？」


    「え～っと、はい、あります」


    「そう、つまりそういうことよ。驚いたり、恐怖したり、賭かけ事に熱中したり、あるいはものすごく幸せな気持ちだったりすると、魂って抜け出やすくなってしまうようなのね。そういう方法で魂を奪おうとする夜獣もいるんですって」


    「えっ……じゃあこのサエズッターの人、ひょっとして……？」


    　彼女のサエズッターは、三日前から更新がストップしている。


    　もしかしたら、すでに魂を抜かれてしまっているのだろうか？


    　しかしヘカーテは、静かに首を横に振った。


    「魂を抜かれた人間が病院に送られれば、その情報が槇まき村むら家けに入るようになっているわ。でもそういう話はまだないようだから、今のところ大丈夫のはずよ。でも時間の問題でしょうね」


    「……うむ、ならばやることは一つだ」伽夜が勢いよく立ち上がった。


    　顔色はまだ優れないが、キリッとした眼まな差ざしは復活している。


    「一刻も早く、この黒パンツ男を見つけ出すこと。そして夜や獣じゆうなら退治する」


    「あたしたちが？」ヘカーテが尋たずねる。


    「それはまだわからないが……とにかく急がねば、この彼女が魂たましいを抜き取られてしまうかもしれない。それに私だって、朝目が覚めて最初に見るものが……なんて、冗談ではないからな。東ひがし森もりもそう思うだろう？」


    「は、はい」鷹たか兎とも立ち上がる。


    　もし黒パンツ男が放った光を浴びただけで幻まぼろしを見るようになるのなら、潜在的な被害者は膨ぼう大だいな数になるはず。ぐずぐずしてはいられない。


    　怪人・黒パンツの出現場所は、ネット情報からヘカーテと御み月つきがリストアップしてくれていた。現在時刻は午後五時三十七分。外は暗くなり始めている。奴が夜獣なら、じきに現れる頃合だ。


    「そうね、じゃあ一番目撃情報が多い、不ふ二じ沢さわ駅周辺から捜してみましょう」


    　ヘカーテが膝ひざからどいて、御月も立ち上がる。


    　しかしハルハは座ったままだった。


    　さっきからしきりに首をひねっている。


    「ハルハ……どうかしたの？」


    　鷹兎の呼びかけにハルハは顔を上げた。


    　無む垢くな瞳ひとみが鷹兎をじっと見み据すえ、そして彼女はこう尋ねてきた。


    「タカト、〝○○○〟ってなぁに？」


    　一瞬、時間が止まったかのような静けさが訪れた。
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    　ハルハの質問をなんとかやり過ごしたあと、鷹兎の家の駐車スペースで待機していたベンツに全員で乗り込み、不二沢駅前へと向かった。


    　夜の九時近くまで繁はん華か街を巡じゆん回かいしてみたが、怪人・黒パンツことラ・マンは現れなかった。


    「疲れた」「お腹減った」とハルハがだだをこねだしたので、やむなく帰宅した。


    



    「ふぅ……今日は結局空から振ぶりか、やれやれ……」


    　風呂場にて、タオルで背中をこすりながら鷹兎はつぶやいた。一番風呂だ。昨日はハルハと御月が先に入ったが、今日はなぜか、


    「鷹兎さん、お先にどうぞ」


    　とヘカーテに勧められた。


    （女の子ってどうなんだろう……。男に先に入られるのと、あとに入られるの、どっちが嫌いやなのかな……？）


    　鷹たか兎との妹は、関係がギクシャクしてからは、「絶対あたしのあとに入らないでよね！」と言っていた。しかし「お父さんのあとにお風呂入るの嫌！」と言う女の子の話も、テレビなどでときどき聞く。


    （人それぞれってことなのかなぁ……）


    　わからないから、素直に従って先に入らせてもらった。


    （まぁ、御み月つきさんはそういうの気にしなさそうだけれど……）


    　がららららっ。


    　不意に背中から、風呂場の引き戸が開く音がした。


    　反射的に振り返ると、全ぜん裸らの御月が立っていた。


    　手にはタオル。足元にはヘカーテがちょこなんと。


    　………………。


    　…………………………。


    　鷹兎は固まる。思考も一瞬停止する。


    「お邪じや魔まするのです」


    　御月が中に入ってこようとしたとき、ようやく我われに返った。


    「な……ななっ……なんですかッ!?」


    　慌あわててタオルで腰を隠す。


    「お背中、流しに来たのです」


    「ごやっかいになっているお礼よ」


    　がららららっ。御月は後ろを向いて引き戸を閉める。お尻しりが丸見えだ。


    「お……お礼なんて……けッ、結構です！　背中は自分で洗いました！」


    「もう洗っちゃったのですか？　うにゃ～……ヘカーテ、どうします？」


    「じゃあ背中じゃなくてもどこでもいいから、洗わせてもらいなさい」


    「にゃいにゃいさー」御月はビシッと額ひたいに手を当てて敬礼する。


    「い、いや！　ほんと遠えん慮りよします！　っていうかお願いだから出てってください！」


    　片方の手で目隠ししながら、鷹兎は洗い場の隅すみに逃げる。〝ノー〟と言うのが苦手な鷹兎だが、今はそれよりも恥ずかしさのほうが上回った。隅っこで小さくなって、空あいてるほうの手をぶんぶん振る。と、御月の足音が止まった。


    「ヘカーテ、鷹兎さん嫌がってます？」


    「う～ん、嫌がっているというより、きっと恥ずかしがっているのよ。鷹兎さん、シャイだから。……そうね、じゃあそのタオルを使ってうまく隠しなさい」


    「隠すです？　うにゃ～……わかりました、やってみます」


    　目元を手で塞ふさいでいる鷹たか兎とには見えないが、御み月つきはタオルを使ってなにかを始めたようだ。


    　しばらくして、


    「出来た。鷹兎さん、これでもう大丈夫なのです」


    　と御月の声。鷹兎がそーっと視界を塞ふさぐ手をどけると──、


    　彼女の顔に目隠し代わりのタオルが巻いてあった。


    「なんでそっち隠してるんですか！」


    　鷹兎は慌あわてて目をつぶる。胸はモロ出しのままだった。


    「うにゃ？　だってこれなら鷹兎さんの裸は見えないのです。恥ずかしくないですよね？」


    「た、確かに見られるのも恥ずかしいですけど！　でもそうじゃなくて、御月さんの……か、体が見えちゃうのも恥ずかしいんです！」


    「あらあら、ほんとにシャイねぇ。じゃあそのまま目をつぶってて。──大丈夫、じっとしてればすぐに終わるから」


    　ヘカーテが、うふふふと妖よう艶えんに笑う。


    「さあ御月、行きなさい」


    「夜の街にガオー」


    　御月の足がゆっくりと動きだす。


    「ちょ……いや、ほ、ほんとに困ります……！」


    　鷹兎は手のひらを目の前にかざして、そっとまぶたを開く。手のひらの下から、近づいてくる彼女の足が見えた。


    「嫌いやよ嫌よも好きのうち、なのです。ごろごろ」


    　御月は止まらない。


    　だがその進行方向は、鷹兎のいる向きから大きくずれていた。


    「御月、そっちじゃないわ。もっと右！　右！」


    「右ですか？　了解なのです」


    　ヘカーテのナビゲーションに従い、御月は右に進路を曲げた。


    　が、曲げすぎて、ぐるりと二七〇度ほど旋せん回かいしてしまった。一瞬、御月の足が鷹兎に接触しそうなほど接近したが、彼女は気づかず、そのまま歩き続ける。


    「ちょっとちょっと御月！　どっち行ってるの、逆よ逆！」


    「み、御月さん、そのまま行ったら危ない！　浴よく槽そうの角にッ！」


    「うにゃ？　浴槽のか──」


    



    　ぐきッ。


    



    　御月は浴槽の角に足の小指をぶつけた。


    「ふにゃあああああああ～っ！」


    　うずくまって足の小指を押さえ、ぷるぷると震ふるえる。


    「いいい……痛いのです～！」


    「み……御み月つきさんッ。痛いのはわかりますが、そんな大声出さないでください……！」


    　鷹たか兎とは肝きもを冷やした。苦しんでいる彼女には申し訳ないが、


    （もし今の悲鳴が、居間にいる先輩に聞こえたりしたら──）


    　がららららっ。


    （……っ！）


    　風呂場の引き戸が開く音がした。


    　鷹兎は出入り口のほうを向いて、目の前にかざしていた手のひらを恐る恐る外す。


    　伽か夜よが立っていた。


    　頰ほおがヒクヒクと痙けい攣れんしている。


    「…………ふ、二人とも……なにをしている……ッ？」


    「あ……いや……こ、これは……」


    　鷹兎はとっさに弁明の言葉が思い浮かばなかった。頭の中は真っ白だ。


    　代わりにヘカーテが平然と答える。


    「鷹兎さんのお背中を流させてもらおうと思ったのよ。ごやっかいになっているんだから、せめてものお礼にね」


    「お、お礼、だとぉ……ッ？」


    　わなわなと震えながら、伽夜は鷹兎をギヌロと睨にらんだ。


    （ひいいいいいっ）


    　鷹兎の背筋に悪お寒かんが走る。


    「あ、あのですね…………ぼ、僕は、結構ですって、断ろうと……！」


    　そのとき、ようやく足の小指の痛みから復活した御月が顔を上げた。


    「……ああ、痛かった。私初めてだったから、あんなに痛いなんて思わなかったのです」


    「ちょ、御月さああん!?　その言い方はものすごい誤解を……ッ!!」


    「うにゃ？」


    「ひ……東ひがし森もりィ！　君はなんということを……ふ、ふ、ふしだらなッ!!」


    「い、いや！　ちち、違います！　御月さんは足の小指をぶつけただけで、僕はなんにも！」


    　鷹兎は慌あわてて誤解を解こうとする。


    　と、頭から湯気を立てる伽夜の後ろから、ハルハがひょっこりと顔を出した。


    「あれ～、ミツキがタカトとお風呂に入ってる。ずるーい、ハルハも入る～」


    　ためらいもなくジャージを脱ぎ捨てるハルハ。


    「なっ……こ、こら！　なにをおまえまで脱いでいる！」


    　ブラジャーのホックを外そうとするハルハに伽か夜よが怒鳴った。


    「え？　だってお風呂に入るんだからお洋服脱がないと……」


    「そういうことを言っているんじゃない！　……あぁもう、おまえも御み月つきも、どうしてそう簡単に東ひがし森もりの前で素っ裸になれるんだッ！」


    「私はちゃんと隠しているのです」


    　御月が目隠し代わりのタオルを指差した。


    「それ！　さっきから気になっていたが、その目隠しはなんなんだ!?　隠すのなら、まずそのでかい胸を隠せッ!!」


    　御月の胸は大きかった。ハルハ以上だ。


    「うにゃ、なぜです？」


    「はァッ？　な、なぜって……恥ずかしいからに決まっているだろう！」


    「別に恥ずかしくないのです。チャラヘッチャラなのです」


    　堂々と胸を張る御月。ぷるん。


    「な……ッ!?」


    「ハルハも恥ずかしくないのです」


    　御月の真ま似ねをして、ハルハもえっへんと胸を張った。ぷるん。


    　御月とハルハの胸を交互に見比べて、伽夜は悔くやしそうに唇くちびるを嚙かむ。


    「クッ……おまえたち、胸が立派だからって……い、いい気になるなよ！　大きい胸はいずれ垂たれるんだぞ！」


    「小さくても垂れるらしいわよ」とヘカーテ。


    「えっ？　ほんとに？」


    　鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったような顔で、伽夜は目をぱちぱちとさせる。


    「赤ちゃん産んで授乳したり、あと年を取れば──小さくても多少は垂れてくるんですって」


    「なッ……し、知らなかった……!!」


    　伽夜は洗面所兼脱衣所の壁にがっくりと倒れかかった。


    　そして小さな声で、ぶつぶつとつぶやく。


    「え、なぁに、カヨ、なんて言ってるの？」


    「ち……小さい胸は……小さい胸はなぁ……」


    　伽夜は壁から体を起こすと、ハルハと御月をキッと睨にらみつけた。


    「ち、小さい胸は…………エコなんだぞ！」


    



    『槇まき村むら伽夜が〝微乳はエコ〟と主張する四つの理由』


    　その一──微乳さん用のブラは、巨乳さん用に比べてサイズがコンパクト！　つまり少ない布で作れる！　材料だけではなく、製造工程における省エネ、ＣＯ２削減にも！


    　その二──微乳さんは、冬場はいっそブラしないでも平気！　洗濯物が減って、水や電気の節約になる！


    　その三──微乳さんはとっても身軽！　歩く、走るが苦にならない！　車を使う頻ひん度どが減り、排気ガスの削減に！　ウォーキングは健康にもいい！


    　その四──〝微乳〟はメール入力が楽！　携帯電話で〝きょにゅう〟と打つためにはキーを十四回も押さなければならないけど、〝びにゅう〟は十一回で済む！　打つ回数が減っているのだから、これはもう立派なエコ！


    



    　一瞬、しーんとなる。


    　伽か夜よの目の色がいつもと違う。明らかに冷静さを失っていた。


    　ヘカーテがクスッと笑う。


    「ふぅーん、伽夜さんは冬場ノーブラなんだ。鷹たか兎とさん、知ってた？」


    「あ……ッ!?」伽夜はハッと我われに返ったような顔をして、慌あわてて口を押さえた。


    　鷹兎は伽夜の赤せき裸ら々らな貧乳事情に赤面し、


    「い……いいえ、知りませんでした……」


    　気まずさのあまり目を伏せる。


    「あ…………い、いや……今のはあくまで一般論で……」


    　伽夜の膝ひざがカタカタと震ふるえだした。


    　すでに紅こう潮ちようしていた顔が、さらなる勢いで真っ赤に燃え上がる。


    「う、うぅ………………うわあああぁ～～～～～～～～～～～んッ!!」


    　叫び声を上げて、洗面所兼脱衣所を飛び出した。


    「あ、せ、先輩っ！」


    　鷹兎が呼び止めるも、伽夜は止まらない。


    　だだだだっ。


    　ガチャン！　バン！


    　玄関の扉とびらが激しく閉まる音がした。


    　素っ裸のままの鷹兎には追いかけることができなかった。


    



    　　　　　　　　　　４


    



    『二番ホームに電車がまいります。白線の内側まで……』


    　構内放送が流れると、間もなく電車が不ふ二じ沢さわ駅ホームにゆっくりと滑り込んだ。


    　ドアが開き、まばらな乗客たちがぽつぽつと降りていく。


    　不二沢駅で進行方向を前後転換するため、電車は長時間停車することになる。


    　降りていく乗客が途切れた頃、ようやく伽か夜よはのろのろとホームに下りた。


    （ふ、不覚だ……。私はなんという失言を……）


    　先ほどから伽夜は、何度となくこの言葉を脳のう裏りにリフレインさせていた。


    　勢いで鷹たか兎との家から飛び出した伽夜は、そのまま最寄り駅に駆け込み、ちょうどやってきた電車に飛び乗った。シートに座って揺られていると、少しだけ落ち着きを取り戻すことができたが、今から戻って鷹兎と顔を合わせるのはどうしても恥ずかしく、やむを得ずこのまま自宅のマンションに戻ることにしたのだった。


    （しかし鞄かばんや制服が東ひがし森もりの家に置いたままだ。結局、明日の朝には取りに行かねばならないな……）


    　できれば二、三日の冷却期間が欲しいところだ。


    　が、任務もあるし、そう悠ゆう長ちようなことは言っていられない。


    （しかし……それにしても私は、なぜあんな馬鹿なことを言ってしまったのだろう……？）


    　さっきは自分でもどうかしていたと思う。


    　なぜ、そんなになるまで我われを失ってしまったのだろう？


    　伽夜は右腕にはめた月ユエ老ラオの腕輪に目を落とす。


    （私は……御み月つきに嫉しつ妬としていた？　東森と御月の相性が、パートナーである私よりよかったから……？）


    　その上、胸の大きさでも負けて──悔くやしさのあまりついムキになってしまったのだろうか？


    （な……情けない。そうだとしたら、我ながらなんて情けない……）


    　情けなさすぎて、惨みじめだ。


    　肩を落としながらホームを歩いていると、改札口の向こうがなにやら騒がしいことに気づく。若い男の声がかすかに聞こえてきた。


    「──怪人・黒パンツだ！」


    「!!」伽夜の心はスイッチが入ったみたいに切り替わった。猛然と走りだし、人々の隙すき間まを縫ぬいながら右手を地面に向ける。


    「しましま！　憑ひよう依い！」


    　地面に映った手のひらの影から、伽夜の影かげ子こ・しましまが飛び出した。


    「しゅしゅ～～～っ！」


    　しましまは伽夜の右手に吸い込まれる。と、その右腕にしましまと同じ縞しま模様が浮き上がった。憑依完了。


    　自動改札をもどかしく通り抜けていると、今度は悲鳴が上がった。


    　伽夜は走り、券売機の横を駆け抜ける。正面には駅前ロータリー。


    　と、そのとき──、


    「フハハハハハハッ！」


    　駅の出入り口前の歩道を、黒いパンツに黒いマントの男が高笑いしながら疾しつ走そうしていった。


    　伽か夜よは全速力で歩道に出る。黒パンツ男がやってきたほうを見ると、数人の若者たちが目を押さえながらうめいていたり、尻しり餅もちをついて倒れていた。


    「なんだよあいつ！　ちっくしょ、目がいてェ～」


    「あ～、びっくりした。まぶしかった～」


    　どうやら緊急を要するような状況ではなさそうだ。


    　すぐさま振り返ると、伽夜は遠ざかっていく笑い声を追いかけた。


    



    　　　　　　　　　　５


    



    　黒パンツ男ことラ・マンは、大通りを外れ、繁はん華か街から遠ざかるように走っていった。


    　伽夜は、ズボンのベルト通しにリールストラップでひっかけた懐中電灯ダークレスをカチャカチャ言わせながら、どこまでもあとを追う。


    　辺りから、明かりのついた店や看板が徐々に減っていった。繁華街と住宅街の中間地帯に突入したようだ。


    　ラ・マンはもう笑っていなかった。


    　追いかける伽夜を一瞬振り返って、チッと舌打ちする。バイクのコーナーリングのように体を内側に傾けて角を曲がり、せまい路地に飛び込んだ。


    　伽夜もすぐあとを追って、『しめた！』と思う。


    　路地は十メートルほどで袋ふくろ小こう路じとなっていた。


    「ヌウウッ、行き止まりだと!?」ラ・マンは急ブレーキをかけてようやく立ち止まる。


    　伽夜も足を緩ゆるめ、息を切らしながらラ・マンの背中に近づいていった。


    「追いかけっこは終わりだ、ラ・マンとやら」


    　しかしラ・マンは振り返ろうとしなかった。


    　背中でクックックと笑う。


    「貴様、どこかで見たことがあると思ったら昨日の小娘か。……フッ、ここまで我われについてこられたことは褒ほめてやろう。だがこれを見ても、まだそんな口が利きけるかな？」


    　両方の腕を水平に広げ、力こぶを見せつけるようにグッと肘ひじを曲げた。


    「……むっ？」


    　ラ・マンの自信に満ちた態度に、伽夜は警戒し足を止める。


    「フンヌウウウウウウウ～ッ……！」


    　獣けもののようなうなり声を上げるラ・マン。ぷるぷると震ふるえるほど全身に力を込めて、筋肉を緊張させた。力こぶに血管が浮き出る。


    　伽夜は背筋がゾクッとするような危険を感じ、慌あわててしましまを憑ひよう依いさせた右腕を構えた。


    「どうだ？　どうだ～？　フッフフフフフフゥ～」


    　地獄の底から響くような低い声で、ラ・マンが問いかけてくる。


    　伽か夜よはごくっとつばを飲み込んだ。相手の意図がわからない。不気味だ。


    　黙っていると、ラ・マンが勝ち誇ったように笑った。


    「フハハハハ！　我が背はい筋きんにより作られし鬼オーガの面に恐れおののき、言葉も出ないようだな！」


    「……いや、マントのせいで背中は見えないぞ」


    「ヌァァァ、しまったあああああッ!!」


    　こいつバカだ、と伽夜は思った。


    「……おい、ラ・マンとやら、こっちを見ろ」


    「ヌゥッ、な、なんだッ？」


    　頭をかかえて悶もだえていたラ・マンが、伽夜の呼びかけに振り返る。


    　伽夜はリールストラップを伸ばしてダークレスを構えると、焦点調節により太さを最小限にした光で、ラ・マンの目元をピンポイントに狙ねらった。


    「クッ……!?」


    　短い悲鳴を上げて、ラ・マンがよろめく。それほど強烈な光ではないが、意表を衝ついて一瞬相手をひるませることくらいはできたようだ。


    　ラ・マンは手で顔を覆おおって、よろよろと後ろに下がった。


    　どん、と袋ふくろ小こう路じの壁に背中を打つ。その彼の横には、壁に寄り添うように一本の電柱が立っている。


    　伽夜はこの瞬間を待っていた。


    「むん！」右手を伸ばし、かけ声と共にしましまの能力を発動。ラ・マンの目の前に、青く透明な防御シールドが、壁に対して斜めに展開する。


    　シールド、壁、電柱によって作られた三角形のスペースに、ラ・マンは閉じ込められた。


    「ヌウウッ？　こ、これは!?」


    　シールドと壁、電柱との間には多少の隙すき間まがあり、ラ・マンはそこから必死に脱出を試こころみた。が、彼の分厚い胸板が通るほどのものではなかった。


    「諦あきらめろ。おまえのごつい体では、そこから出ることはできない」


    　伽夜が冷たく言い放つ。しかしラ・マンは不敵に笑ってみせた。


    「フッ……この程度で我われを閉じ込めたつもりか？　甘く見られたものだな」


    　両手をシールドに当て、「フンッ」と気合いを入れる。


    　二の腕の筋肉がミシミシとふくれ上がった。


    「フンヌウウウウウウウウウ！」


    　ラ・マンの、食い縛った歯の隙すき間まからうなり声が漏もれる。


    「ヌウリャアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」


    　額ひたいから玉のような汗が滲にじみ出た。


    　しかしシールドはびくともしない。


    　ラ・マンはシールドから手を外すと、後ろの壁に寄りかかって荒い息をつく。


    　やがて呼吸が整ってくると、額の汗をぬぐって不敵に笑ってみせた。


    「フッ……この程度で我われを閉じ込めたつもりか？　甘く見られたものだな」


    　今のはなかったことにされた。


    「…………」伽か夜よは醒さめた眼まな差ざしを送る。


    「フ、フンッ、そんな顔をしていられるのも今のうちだ。あれを見ろ！」


    　ラ・マンは右腕を上げて、自みずからの頭上を指差した。


    　電柱から足場用のボルトが突き出ていた。しかし、


    「あの高さでは、おまえの手は届かないだろう？」


    　ボルトは、高く上げたラ・マンの右手の五十センチほど上から突き出ている。


    「フッフッフ、貴様、我の跳躍力を舐なめているな。あの程度の高さならギリギリ届く！」


    　ラ・マンは右腕を上げたまま、何度か体を上下に揺らした。跳び上がってボルトをつかむイメージを固めているようだ。


    「よし、いける！」


    　にやりと笑う。


    「──一、二の！」


    　ガンッ！


    　強い跳躍力を得ようと屈伸し、シールドに思いっ切り膝ひざをぶつけた。


    「グアアアアアッ！」


    　ラ・マンはうめき声を上げて後ろにのけぞる。


    　ガンッ！


    　今度は後頭部を壁で強打した。


    「ウグウウウウウウウウウウゥゥゥゥゥゥ～～～～～ッ!!」


    　ラ・マンは後頭部をかかえて激痛に悶もだえ苦しむ。


    　そのまま一分ほど経過。


    　ハァハァと息を切らしながら、ようやくラ・マンは痛みから立ち直った。ややぎこちなくも、不敵に笑ってみせる。


    「フ、フフッ……この程度で我を閉じ込めたつもりか？　甘く見られたも──」


    「ええい、もういいッ！」


    　伽夜が痺しびれを切らして叫んだ。


    「一応……もう一度だけ念のために訊きいておくぞ。今度こそちゃんと答えてもらう」


    「……フン、間接的とはいえ我にダメージを与えることができた褒ほう美びだ。いいだろう」


    　ラ・マンは腕を組んで、尊大に仁に王おう立だちした。


    「我われが穿はいているこのパンツのブランドは──」


    「誰がパンツの話をしろと言った！」


    「なに、違うのか？」


    「違う！　だ、だいたいなんで貴様、女物のパンツを穿いているんだッ？」


    　伽か夜よはラ・マンのペースに呑のまれ、結局パンツの話をしてしまった。


    　するとラ・マンは、クックックと馬鹿にしたように笑いだした。


    「な、なにがおかしいッ？」


    「クックック、愚おろか者め……。パンツに男用も女用もあるかァッ！」


    「いや、あるだろッ！」


    　たまらず伽夜はツッコんだ。


    　ラ・マンはヒュ～と口笛を吹いて肩をすくめる。


    「……フッ、〝燕えん雀じやく安いずくんぞ鴻こう鵠こくの志こころざしを知らんや〟だな」


    



    　えんじゃくいずくんぞこうこくのこころざしをしらんや【燕雀安んぞ鴻鵠の志を知らんや】


    　ツバメやスズメのような小鳥には、オオトリや白鳥のような大きな鳥の志はわからない。小人物には大人物の考えや志が理解できない、ということのたとえ。


    



    「かっこよくまとめるな！」


    　伽夜は青筋を立てて怒鳴る。


    「私が本当に訊きたいのは……パ、パンツのことなどではない！　おまえが夜や獣じゆう──つまりおまえたちが言うところの夜求者ヤクシヤなのかどうかということだ！」


    　その質問の答えは、後ろから返ってきた。


    「そうだよ」


    　え？　と伽夜が振り返ろうとした刹せつ那な──、


    　バチィッ！


    　激痛が背中を駆け抜け、衝撃が全身に広がる。伽夜は悲鳴も上げられずに崩れ落ちた。


    　手足が痺しびれてうまく動かない。いったいなにがあったというのだろう？


    　コツ、コツ。


    　地面に突つっ伏ぷした伽夜の視界に、黒い靴くつがすっと現れた。


    　コツ、コツ、とかかとを鳴らして、ラ・マンのほうへ歩いていく。


    　黒い靴。きゅっと締しまった足首。細い脚。


    　レースの入ったブラックフォーマルのドレスと、頭には黒いベール。ドレスとコーディネートされた黒い傘かさ。見覚えのある服装だ。


    （こ、この姿……昨日パンツ男と戦っていたときに現れた……！）


    　喪も服ふくを着た少女が、ラ・マンの前に立って、シールド越しに語りかけた。


    「まったくだらしないな、マネキング」


    　少女のようで少年のようでもある、なんとも言い難がたい不思議な声だった。


    「悲かなどの、その呼び方はやめてくれ」


    「どうして？　マネキンから生まれたからマネキングだよ。君は王さまなんだろう？」


    　しゃべり口調が昨日と違う。あれは演技だったのか。


    「我が名はラ・マン。王は王でも〝キング・オブ・ヌード〟だ。そんなカブトムシの王さまみたいな呼ばれ方は嬉うれしくない」


    「……やれやれ、わかったよ。お気に召めさなかったのならしょうがない」


    　悲と呼ばれた少女は残念そうにため息をつく。


    　そして振り返り、伽か夜よのほうに歩いてきた。


    （くっ……！）


    　伽夜は懸けん命めいに体を動かそうとしたが、手足が痺しびれたままで、うまく力が入らない。


    　悲は伽夜の目の前まで来ると、しゃがんで顔を覗のぞき込んできた。


    「君が気を失えば、あのシールドは消えるのかな？」


    　左手に傘かさ。


    　右手にスタンガン。


    　悲がスイッチを押すと、スタンガンの電極間で放電が起こり、バチバチと閃せん光こうを発した。


    「や……めろ……！」


    　伽夜は必死に声を絞しぼり出したが、悲は困ったような顔で微笑ほほえみ、首を横に振った。


    　スタンガンの電極が伽夜の首筋に押し当てられる。


    「ごめんね。──おやすみ」


    　バチィッ！


    　伽夜は気絶した。
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    　土曜日の朝、鷹たか兎との家の居間にて、普段よりちょっと遅めの朝食タイム。


    　ハルハが満面の笑みでクラブハウスサンドにかじりつく。


    「ハルハちゃん、ご機き嫌げんね」


    　テーブルの脇で、持参したペットフードを食べるヘカーテが言った。


    「くふふふふっ、ハルハね、このクラ……クラなんとか大好きなのっ」


    　クラブハウスサンドといっても、ベーコンエッグとレタスをトーストで挟はさんだだけの簡単なものだが、素す手でで直接食べられるお手軽さもあって、ハルハはこれが大のお気に入りだった。


    「今日はガミガミ言う人がいないから食べられるのっ。くふふふふっ」


    　ガミガミ言う人とはつまり伽か夜よのことだ。昨日伽夜は、箸はしがまだ上じよう手ずに使えないハルハに、


    「箸を持つ練習だ。ハルハ、目玉焼きはパンに挟まないで食べろ」


    　と言った。その後の食事も、スプーンやフォークではなく箸を使うことを強制した。ハルハはそのことに不満を持っているようだった。


    　先ほど朝食の準備をしている鷹兎に、ハルハは「クラなんとかが食べたい～！」とだだをこねた。鷹兎も、ハルハが箸を使えるようになったほうがいいとは思っているが、


    「私も食べたいのです」と御み月つきが。そして、


    「まぁまぁ、いいじゃないの鷹兎さん」


    　とヘカーテに言われ、断ることができなかった。


    　しかしこれでは伽夜を否定しているようだ。鷹兎は複雑な気持ちになる。


    「ガミガミ言う人って……。ハルハ、先輩はハルハのためを思って言ってるんだよ。そんな言い方しちゃダメだよ……」


    　ハルハはぷーっとほっぺをふくらませた。


    「むーっ。ハルハのためって、納得できない～！　だってカヨはすぐ怒るんだもん！　ハルハのためならもっと優しくしてくれるはずだもんっ！」


    　そして隣に座っている御月に抱きつく。


    「御月は優しいから好き～！　ヘカーテも好き～！」


    「よしよし、ごろごろごろ」


    　御月が、子猫を可愛かわいがる親猫のようにハルハの頭を優しく撫なでる。ヘカーテも「うふふ、ありがとう」と満足げだ。


    　ハルハはもうすっかり御月たちに懐なついていた。


    （でも……これじゃ先輩が可哀かわい想そうだ……）


    　鷹たか兎とはちょっと悲しくなる。


    　と、猫まっしぐらなペットフードを食べ終わったヘカーテが、鷹兎に話しかけた。


    「そういえば、伽か夜よさんは今頃どうしているのかしらね。昨夜はご自分のマンションに帰ったんでしょうけど……」


    「……そうですね。自宅で朝食を済ませて……そろそろ来られるんじゃないでしょうか」


    　しかし伽夜がこの家を飛び出した経けい緯いを考えると、すぐには戻ってきづらいかもしれない。鷹兎自身、今伽夜と顔を合わせるのは気まずい。


    「そうね。うん、じゃあ伽夜さんが来たら、早速今日の打ち合わせをしましょう。実はあたし、とってもいいことを閃ひらめい──」


    　そのとき、ピンポーン、と呼よび鈴りんが鳴った。


    　こんな朝からこの家に人が来るといえば……、


    「噂うわさをすれば、ですね」


    　鷹兎は玄関に向かう。


    （昨日のことは、なかったことに……いつもどおり、いつもどおり……）


    　だがドアを開けると、そこに立っていたのは伽夜ではなかった。


    「おはようございます、東ひがし森もりさま」


    　伽夜の運転手、早はや瀬せだった。意表を衝つかれて慌あわてつつ、鷹兎も挨あい拶さつをする。


    　早瀬は手提さげ袋を大事そうに持っていた。


    「伽夜さまがオーダーなさっていたものが出来上がったので、お届けにまいりました。……伽夜さまは？」


    　早瀬は一人で来たようだ。伽夜がこの家にいると思っているみたいである。


    「先輩は、その～……ちょっ、ちょっと事情がありまして、多分ご自宅のマンションに戻っていると思います……」


    「？　さようですか。それは存じ上げませんでした」


    　早瀬は意外そうに目をぱちぱちとした。


    　とりあえず上がってもらうことにする。


    「あ、リョージ、おはよ～」


    「おはようございます、ハルハさま」


    　居間に入った早瀬は、御み月つきとヘカーテにも丁てい寧ねいに挨拶をした。


    「あれ、リョージ、なに持ってるの～？　見せて見せて～」


    「どうぞ、ハルハさま。これはあなたのものです」


    　早瀬が、手提げ袋をうやうやしくハルハに手渡す。


    「えッ、くれるの？　わ～い、ありがと～♪」


    　手提げ袋の中には、綺き麗れいな包装紙に包まれた箱が入っていた。ハルハは期待に胸いっぱいという顔で包装紙をはがし、箱を開ける。


    「あッ……！」


    　目を見開いて絶句した。


    　中に入っていたのはブラジャーとショーツのワンセットだった。


    　しかしただのブラジャーとショーツではない。


    「うにゃ、『ラブデラ』なのです」


    　御み月つきが横から覗のぞき込んで言う。


    　ブラジャーのカップとカップの中央に、『ふたりはラブＤＸデラツクス』の主人公であるラブデラの戦闘コスチュームを模したリボンがついていた。そしてショーツのバックプリントには、決めポーズを取るラブデラ二人の姿が。


    「す…………すごい、すごい、すご～い！　リョージ、ありがと～っ！」


    「こ、これは……ッ？」


    　鷹たか兎とは早はや瀬せに尋たずねる。彼は上品に微笑ほほえんで答えた。


    「伽か夜よさまがメーカーにお願いして、ハルハさま用に特別に作っていただいたのだそうです」


    「え……い、いや、メーカーにお願いって……」


    　ハルハが、ラブデラ・インナーが欲しいと言ったのは、おとといの夕方のことだ。


    　つまり、ほんの一日ちょっとで、この下着セットは出来上がってしまったことになる。


    （か……可能なのか……そんなことが……？）


    　これも大だい財ざい閥ばつである槇まき村むら家けの力によるものなのだろうか。いくらなんでも常識外れすぎる。


    　しかし実物が目の前にある以上、常識外れだろうがなんだろうが、疑う余地はなかった。


    　そして今大事なのは別のことだ。


    　伽夜がメーカーにお願いした、ということ。


    「ねぇねぇタカトっ、今着けてもいい？」


    　念願のラブデラ・インナーを手に入れ、瞳ひとみを輝かせるハルハに、鷹兎は静かだがはっきりとした口調で話しかけた。


    「ハルハ、それは先輩がメーカーにお願いして、特別に作ってもらったんだって」


    「……え？」


    　ハルハはきょとんとした顔になる。


    「おととい、ハルハが〝ラブデラ・インナー欲しい〟って言ったから、先輩が手配してくれたんだよ」


    「……そ……そうなの……？」


    　早瀬が、はい、とうなずいた。


    「だからね、ほら、先輩はハルハのためにいろいろしてくれているじゃない。それなのにハルハは、さっきなんて言ったのかな？」


    「あ……ぅ……」


    　ハルハは自分がとがめられていることに気づいた。


    　しかし同時に、自分の間違いにも気づいていた。


    「……ご…………ごめんなさぃ……」


    　しゅんと泣きそうな顔になって、ハルハはしょげかえる。


    「ねぇハルハ」


    　鷹たか兎とが呼びかけると、ハルハはビクビクしながら顔を上げた。


    「まずは先輩にお礼を言うこと。……いい？」


    「……うん」ハルハは神妙にうなずく。


    「そしたらパンツは今夜のお風呂上がりにね。……ブ、ブラジャーは明日の朝。いい？」


    「あ……う、うんっ、うんっ」


    　一転、パッと顔を輝かせ、ハルハは何度も大きくうなずいた。


    　素直にわかってもらえて、鷹兎もほっとする。


    「うん……よしよし、ハルハ、いい子いい子」


    　ツンツン跳はねたハルハのショートヘアを、そっと撫なでてあげると、


    「……くふふふふっ」


    　ハルハはくすぐったそうに笑って、鷹兎の上着の裾すそをギュッとつかんだ。


    



    　そんな二人を、御み月つきはじっと眺めていた。


    　その横で、ヘカーテが御月にだけ聞こえるように囁ささやく。


    「鷹兎さん、とっても気が弱そうだからお説教とかできないタイプかと思ってたんだけど、言うときはちゃんと言うのねぇ。……ふふふ、ちょっと見直したわ」


    「鷹兎さんって……」


    「え？」


    「〝お母さん〟みたいなのです」


    　独り言のように御月はつぶやいた。ぷっ、とヘカーテは苦笑する。


    「そうねぇ、〝お父さん〟というより〝お母さん〟って感じね。でも、いい人なのは結構だけど、異性として見るとちょっと微妙かしら？」


    　しかし御月は、ぷるぷると首を横に振る。


    「とっても素敵なのです」


    　そしてうっとりと微笑ほほえんだ。


    



    　　　　　　　　　　２


    



    「……ちょっといくらなんでも遅いんじゃないかしら？」


    　ヘカーテが居間の時計をチラッと見て、不ふ機き嫌げんそうに言った。


    　現在時刻は十一時六分。しかし伽か夜よはまだ現れなかった。


    「そうですね……。じゃあちょっと電話してみます」


    　鷹たか兎とは携帯を取り出し、伽夜の番号にかけてみた。


    　しかし受話口から聞こえてきた声は、


    『おかけになった電話は、電波の届かない場所におられるか、電源が入っていないため……』


    　早はや瀬せが首をかしげる。


    「おかしいですね。伽夜さまはいつ支部から連絡が来てもいいようにと、よほどの事情がない限り、携帯の電源を切ったりはしないはずですが……」


    　電車の中で携帯の電源を切っているのかも──ということで、三十分ほど待つことにした。


    　ハルハと御み月つきはパソコンのインターネットで、楽しそうに暇ひまを潰つぶす。


    　鷹兎、ヘカーテ、早瀬の三人は、落ち着かない表情で時計を睨にらんでいた。


    「まだ三十分経っていないけど……もういいんじゃないかしら？」


    　十一時半になると同時にヘカーテに促うながされ、鷹兎はもう一度かけ直す。


    　しかし、結果は一緒だった。


    「……わたくし、伽夜さまのマンションに行って、様子を見てきます！」


    　早瀬は勢いよく立ち上がり、ベンツで飛び出していった。


    　二十分ほどで、電話がかかってくる。


    『伽夜さまはマンションにおられないようです！』


    　早瀬の切せつ迫ぱくした声に、鷹兎の不安が一気にふくれ上がった。


    　いくら昨日恥ずかしい思いをしたからといって、任務を放ほう棄きして行方ゆくえをくらませてしまうような伽夜ではない。


    （先輩に……なにかあった……!?）


    　そのとき、御月が声を上げて、ヘカーテと鷹兎を呼んだ。


    「見てください、これ」


    　ノートパソコンの画面を指差す。


    　それは昨日も見た、〝ゲーム大好きニートさん〟のサエズッターだった。


    「ちょっと！　今はそんなもの見てる場合じゃ──」


    「……待ってください、ヘカーテさん！」


    　いらだつヘカーテを抑えて、鷹兎は画面に見入る。


    　約十二時間前の書き込み。


    



    〈不ふ二じ沢さわ駅で、噂うわさの怪人・黒パンツを初目撃！〉


    〈女の子が黒パンツを追いかけていった。頑がん張ばれー。僕は体動かすの嫌いだからパス〉


    〈＠ａａａａ　違うよ。女の子のほうが黒パンツを追いかけてったんだよ。ロングヘアに赤い眼鏡めがねで、『ネヴァ』のマリーっぽかった。二つ結びしてれば完かん璧ぺきだったんだけど〉


    



    「〝ロングヘア〟に〝赤い眼鏡〟……!?」


    　吊り上がった目を見開くヘカーテ。


    　鷹たか兎とはうなずく。


    「先輩のマンションは、不ふ二じ沢さわ駅の近くにあるって聞いてます……！」


    　以上の情報から推測されること──、


    「……先輩は昨晩、自宅マンションへ帰る途中に黒パンツ男を見つけ、追いかけた……」


    　そしてどうなった？


    　黒パンツ男と再戦し……負けた？


    　もし奴が夜や獣じゆうなら、それはなにを意味するのか？


    　わかりきったことだ。彼女の魂たましいはもう……。


    『もしもし、どうかなさいましたか、東ひがし森もりさま？　もしもしッ？』


    　電話口の向こうで早はや瀬せが叫んでいる。


    　しかし混乱しきった鷹兎は、どうしていいのかわからず、ただ呆ぼう然ぜんとした。


    　と。


    　そんな鷹兎の横顔を、ヘカーテがぺしっと叩たたいた。猫パンチだ。


    「……ッ!?」


    　痛くはなかったが、鷹兎は目を丸くしてヘカーテを見る。


    　睨にらむようにじっと鷹兎を見つめるヘカーテと目が合った。


    「鷹兎さん、あなたがなにを考えているのかだいたいわかるわ。でもそうやってほうける前に、まだやることがあるんじゃないかしらっ？」


    「え……？」


    「仮に伽か夜よさんの魂が奪われてしまったとしても、今すぐに取り返せれば、まだ大丈夫なはずよ。最悪、ちょっと記憶が曖あい昧まいになる程度ですむわ」


    「あっ……！」


    　鷹兎は先日、夜獣・黒羽クロウと戦ったときのことを思い出した。


    　戦いが終わると、黒羽の屍しかばねから奴が奪った魂が抜け出し、飛んでいった。


    　魂は元の体に戻っていったのだという。魂が戻れば、〝魂たまなし〟状態からも回復する。


    （そうだ……ここでぼーっとしてても、どうにもならない……！）


    　否いな、ここでぼーっとすることこそが、最悪の結果を招くかもしれないのだ。


    　鷹兎はすっくと立ち上がり、高らかに宣言する。


    「……見つけましょう、黒パンツ男を！　見つけて、夜や獣じゆうなら……ぶっ倒します！」


    　ヘカーテも「ええ！」と力強くうなずいた。


    　ハルハは、多分よくわかってないのだろうが、「ぶっ倒すぞ～！」と鷹たか兎との真ま似ねをして気炎を上げた。


    　が、ここで御み月つきが、眉み間けんにしわを寄せて首をかしげる。


    「うにゃ、でもどうやって見つけるのです？」


    「え……？　そ、それはやっぱり……黒パンツ男の目撃情報を元に巡じゆん回かいして……」


    　しかし昨日の夜もそうやって街をパトロールしたが、結局出会うことはできなかった。一刻を争うこの状況で、ほかにもっといい方法はないのだろうか？


    　するとヘカーテが、待ってましたとばかりに肩を揺らして笑いだす。


    「うっふふふふ……大丈夫、あたしに任せて。いい考えがあるわ」


    「いい考え……？　ほ、ほんとですかッ？」


    　ええ、とヘカーテ。


    「見つけるのが難しかったら……向こうから出てきてもらえばいいのよ！」


    



    　　　　　　　　　　３


    



    　日暮れどきの不ふ二じ沢さわ駅前。


    　今日は土曜日。人の流れがまだまだ多い大通りを避けるように、そのワンボックスカーはひっそりと路地裏に停とまっていた。フロントガラス以外はすべてカーテンが引かれている。


    　三列シートの一番後ろの席に、鷹兎とハルハ、御月（膝ひざの上にヘカーテ）が座っていた。


    　真ん中のシートには二人の男が座っている。片方の黒スーツを着た男が、一枚の画用紙を手に振り返った。怪け訝げんというか、なかばあきれたような顔だ。


    「あの……本当にその夜獣はこんな恰かつ好こうをしていたんですか？」


    　その画用紙には、〝怪人・黒パンツ〟ことラ・マンの姿が描かれていた。


    「あ……いえ、その……百パーセント夜獣であるという確信はまだないんですが……」


    　鷹兎がしどろもどろになっていると、ヘカーテが割って入り、フォローしてくれる。


    「でもそいつが伽か夜よさんの失しつ踪そうとなんらかの関係があることは間違いないと思うわ。ちなみにその絵は、鷹兎さんたちの話を元にうちの御月が描いたの。あたしたちは直接見てないからわからないけれど、かなり似ているらしいわ。ねぇハルハちゃん？」


    「うん、そっくりだよ！　ミツキとっても絵が上じよう手ず！」


    「ありがとうございます」


    　ごろごろごろ、と御月は嬉うれしそうだ。


    「ハァ、そうですか……。じゃあしょうがないな……な？」


    　槇まき村むら家けの夜や獣じゆう抹まつ殺さつ部門に属する黒スーツの男は、隣に座っている男の肩をぽんと叩たたいた。


    　肩を叩かれた男は黒いマントを羽は織おっていた。


    　髪型は鳥の巣のようなアフロヘア。それに顔にはドミノマスク。画用紙に描かれたラ・マンの恰かつ好こうそのままだ。


    　がっくりとうなだれながら、「なんで俺が……」ぶつぶつとつぶやいている。


    　ヘカーテの言う〝いい考え〟とは、ラ・マンの偽にせ物ものを街に出して、本物をおびき寄せるということだった。


    「奴は自分を〝キング・オブ・ヌード〟と言っていたんでしょう？　〝キング〟を名乗るということは、かなりプライドの高い奴であるという証しよう拠こよ。もし自分の偽物が現れたら、黙っていられるわけないわ！」──とのことだ。


    （一理ある。でもそううまくいくだろうか……？）


    　と鷹たか兎とは思った。しかし、早はや瀬せを通して関東支部に作戦の詳細を伝えると、意外とあっさり許可が下り、必要な人員も確保してもらえた。


    　そしてその人員の中から、不幸にも一番ラ・マンの体型に近い人物に、こうして白羽の矢が立ってしまったわけである。彼はこの作戦のために髪型もアフロにさせられた。


    「こう言っちゃなんだが、選ばれただけあって、おまえ結構似合ってるよ。な、だから胸を張って──」


    「全然慰なぐさめになってないっスよ、それ！」


    　黒スーツの男が一生懸けん命めいなだめすかそうとするが、偽ラ・マンとなった彼は、さっきからずっとへこみっぱなしの半ギレ状態だった。


    （こんなんで、ちゃんとやってくれるのかな……）


    　鷹兎が心配になっていると、ヘカーテが声をかけてくる。


    「鷹兎さん、あたしたちも準備しましょう」


    「あ、そ、そうですね。じゃあハルハ、よろしく」


    「はーい♪」


    　ハルハの体が内側から光りだし、みるみるその姿を変えていく。


    　御み月つきはブラウスのボタンを外し、ヘカーテを憑ひよう依いさせた。


    〝みっきーにゃんこ〟こと人じん猫びよう形態に変身すると、ヘカーテが襟えり元もとからにゅっと顔を出す。


    「ふぅ～ん、それがハルハちゃんの能力なんだ」


    「はい、そうです」


    　鷹兎の手には、一いつ丁ちようのショットガンが握られていた。


    　銃身には波の形をしたレリーフが刻まれている。色は淡いブルー。ハルハの髪の毛と同じ色だ。変へん化げしたハルハ──ガン・ハルハだった。


    「ええと……じゃあハルハ、隠おん形ぎようして」


    　ガン・ハルハに向かって鷹たか兎とは呼びかける。


    『うん！』とうなずくハルハの顔が脳のう裏りに浮かんだ。


    　ガン・ハルハはすーっと半透明になる。しかし影かげ子こ使いである鷹兎だからそう見えるのであって、影子能力のない人間には、今のガン・ハルハは影も形も見えなくなっているはずだ。


    　おととい、ラ・マンと戦ったあとに、「影子は変へん化げ中にも隠おん形ぎようが使えるはずだぞ」と伽か夜よが教えてくれたのだ。これなら街中でガン・ハルハを持ち歩いても大騒ぎにならずにすむ。


    「いや、おまえの気持ちもわかるがな…………あ、東ひがし森もりさん、これをどうぞ」


    　黒スーツの男が、偽にせラ・マンとなった彼をなだめながら鷹兎にゴーグルを手渡した。


    　鷹兎は軽くお辞じ儀ぎして受け取った。御み月つきは自分用のを持っていたらしく、すでに装着している。少し手間取りつつ、鷹兎も装着した。これで知り合いに見つかっても、パッと見ではばれないだろう。もちろん目の保護の役目も果たしてくれる。


    「鷹兎さん、月ユエ老ラオの腕輪もちゃんとつけてるわね？」


    「あ……は、はい、つけてます」


    　鷹兎は、右腕につけた月ユエ老ラオの腕輪を、ヘカーテに見せた。


    「うん、いいわ、ＯＫよ」


    　これで鷹兎と御月、共に準備完了。


    　と、偽ラ・マンの彼が叫ぶ。


    「わかってます、わかってますよ！　やりますよ！　ええ、やりますとも！　それが下したっ端ぱサポート要員である、俺たち〝黒スーツ〟の仕事っスからねェ！」


    　そして彼はウヒヒヒと笑った。やけっぱちになってしまったようである。


    　黒スーツの男は引きつった顔で鷹兎たちに声をかける。


    「そちらの準備は……ＯＫですねっ？」


    　鷹兎と御月はこくんとうなずいた。


    「……わかりましたっ」黒スーツの男は、偽ラ・マンの背中をぱんっと叩たたく。「よし、行ってこい！　おまえの槇まき村むら家けへの忠ちゆう誠せい心しん、俺が見届けてやる！」


    「ウヒヒッ、アフロ、行きまーすッ！」


    　彼はスライドドアを開けると、勢いよく道路に飛び出した。鷹兎と御月もあとに続く。


    　路地裏を駆け抜け、大通りに出る。


    　キャーッ！　という黄色い悲鳴が偽ラ・マンの彼を迎えた。


    「ウワハハハハハハ！　〝キング・オブ・ヌード〟ラ・マン、降こう臨りんッ！」


    　彼は高らかに名乗り上げ、ビシィッ！　と特撮ヒーローみたいな決めポーズを取った。


    （本物の黒パンツ男が取るポーズとはちょっと違うような……。まぁいいか）


    　鷹兎たちは遠巻きに様子を眺める。


    　しばらくすると人の輪が偽ラ・マンの彼を囲んだ。


    「すげー、怪人・黒パンツだ！　初めて見た！」


    「うっそ～！　マスクしてるけど結構イケメンじゃない？」


    　写真を撮とる者まで出てきた。


    　しかしいくら待っても本物のラ・マンは現れない。


    「ウワハハハ！　凡ぼん愚ぐども、道を開けろ！　アリーヴェデルチ（さよならだ）！」


    　偽にせラ・マンの彼は人ひと垣がきに突っ込み、強引に外に出ようとする。本物が現れない場合は、場所を移動する手はずになっていた。


    　が、時間が経ったせいで人垣は分厚くふくれ上がり、偽ラ・マンの彼はなかなか外に出られない。それどころか、高校生くらいの一団が、彼を輪の中に押し戻そうとした。


    「ちょ、今友達呼んだからさ～、まだ帰らないで」


    「なぁあんた、なんかピカッと光ったりするんだろ？　それ見せてくれよ～」


    「そ……そんなことできるわけねーだろ、バカヤローッ!!」


    　偽ラ・マンの彼は、素すで怒鳴っていた。完全にキャラを忘れている。


    「まずいわね、偽物さん、身動き取れなくなってるわ」


    「ど、どうしましょう……」


    　このままでは作戦が失敗してしまう。ヘカーテと鷹たか兎とが困こん惑わくしていると、


    



    「ン裸ラ裸ラ裸ラ裸ラァ～～～ッ♪」


    



    　テノールの美声が、街の騒音を切り裂くように鳴り響いた。鷹兎はギョッとして、声のしたほうに顔を向ける。


    　横断歩道の信号機の上。


    　本物のラ・マンが悠ゆう々ゆうと脚を組んで座っていた。


    「アッ！　怪人・黒パンツが二人いる!?」


    「〝怪人・黒パンツは複数犯〟説は本当だったの？　それとも片方は偽物ッ？」


    　集まっていたギャラリーたちも、もう一人の怪人・黒パンツに気づいた。


    「フハハハハ！　我が名を騙かたる愚おろか者よ、真のキング・オブ・ヌードであるこの我われ、ラ・マンが成せい敗ばいしてくれる！」


    　ラ・マンは信号機の上に立ち上がり、ミケランジェロの彫刻のような例のポーズをバシッと決める。


    「御み月つき、行きなさい！　鷹兎さんは奴を狙ねらって！」


    「にゃいにゃいさー！」御月が動きだす。


    　鷹兎は、信号機の上のラ・マンに、ガン・ハルハの狙いを定めた。


    　御月は助走をつけると、「……にゃっ！」勢いよくジャンプする。


    　体操選手のように宙で一回転しながら、集まっていたギャラリーたちを軽く跳び越える。


    　その距離、およそ七、八メートル。


    　すとっと着地。脚のバネが衝撃を吸収して、まったくよろけない。


    「な、なんだこいつ!?　今スゲー跳んだぞッ！」


    「猫耳？　尻尾しつぽ？　なにこれ、コスプレ？」


    「うおおおっ、カ、カメラを持っていれば今のパンチラを……ッ！」


    　ギャラリーたちの注意が御み月つきに注がれる。その間に偽にせラ・マンはこそこそと撤てつ収しゆうした。


    　御月は信号機の上のラ・マンをビシッと指差す。


    「そこの変態！　伽か夜よさんの居場所を知っているわね!?　教えなさい!!」


    　叫んだのは、御月の襟えり元もとから顔を出したヘカーテだ。しかしハルハ同様、ヘカーテも隠おん形ぎようを使っているので、周りの人間からは見えない。


    　ラ・マンはきょとんとした顔で辺りを見回した。


    「なにきょろきょろしてるの！　あんたのことに決まってるでしょう！　この変態アフロ！」


    「な、なにィィィ!?　猫の分際で我われを侮ぶ辱じよくするとは……ゆ、許さんぞッ！」


    　ラ・マンの声が怒りに震ふるえる。


    　鷹たか兎とはハッとした。ヘカーテも鷹兎と同じことに気づいたらしく、


    「あんた、あたしが見えてるの？」と尋たずねる。


    「なにをわけのわからないことを……見えているに決まっているだろう！　猫のくせにペラペラしゃべりおって！」


    　隠形を使っているヘカーテが見えている。


    　それは影かげ子こ使いか夜や獣じゆうである証しよう拠こだ。


    （あいつが影子使いのわけない。……やっぱり夜獣だったんだ！）


    　ガン・ハルハを握る手に力がこもる。ヘカーテはさらにラ・マンを問い詰めた。


    「やっぱり夜獣だったのね。さぁ、伽夜さんをどこにやったの？　早く教えなさい！」


    「貴様も我を〝野獣〟と呼ぶか。この不心得者が！　貴様のような奴に話すことはない！」


    「あら、素直に話したほうがいいわよ？　痛い思いをしたくないならね」


    「なにィ？」


    



    　ガォゥン！


    



    　鷹兎は引き金を引いた。


    　弾たまがラ・マンのアフロを、チッ、とかする。


    　轟とどろく銃声に、ギャラリーたちの声が一瞬止まった。


    　──ざわざわ。


    「なに、今の音？」


    「じゅ、銃声っぽくなかった？」


    「まさかぁ……」


    　ラ・マンは彫ちよう刻こくのように固まっていた。しかしそれは彼のお得意のポーズではない。驚きのあまり硬直してしまったのだろう。


    　しばらくしてから、彼は血相を変えてきょろきょろと視線を走らせる。やがて鷹たか兎とのほうを向いて、ハッと息を呑のんだ。


    「その銃……おのれ、この間の小こ僧ぞう！　では〝伽か夜よ〟とはあの小娘のことか……！」


    「これでわかったでしょう？　脳天に通気口空けられたくなかったら、正直に話しなさい」


    　ヘカーテが勝ち誇ったように微笑ほほえんだ。


    　だが。


    「フッ……フッフフフ……フハハハハハハハハ！」


    　ラ・マンも負けじと笑いだす。


    　しかし、追い詰められてやけくそになったわけではなさそうだった。


    「……なぁに？　無駄な抵抗はしないでほしいんだけど」


    　ヘカーテの声にいらだちが滲にじむ。


    　ラ・マンはヘカーテの言葉を無視して空を見上げた。曇どん天てん模様だ。


    「フム、月は隠れているが、戦うにはいい夜だな」


    　そう独りごちると、鷹兎に向かって大声を出す。


    「フハハハ。小僧、当てられるものなら当ててみよ」


    　信号機の上に腰かけ、ロダンの『考える人』のようなポーズをビシッと決めた。


    　鷹兎はなにやら危険を感じ、再びラ・マンに銃口を向ける。狙ねらいは脚。伽夜の居場所を聞く前に殺してしまうわけにはいかない。


    　銃口を定めて、引き金にかけた指に力を込める。


    　だが、そのとき。


    　ラ・マンが突然信号機から飛び降りた。


    　しかし奇妙なことに、信号機の上には相変わらず『考える人』のラ・マンがいる。


    （え……？）


    　ラ・マンが二人。


    　鷹兎はすぐに理解した。


    （片方は……幻まぼろし!?）


    　だがそれがわかっても、本体と幻の区別がつかない。どちらを狙えばいいのか一瞬戸と惑まどう。


    　いっそのこと両方撃うってしまえばいい──そう気づいたときにはもう遅かった。


    「フハハハハ！　刮かつ目もくせよッ!!」


    「いけない！　御み月つきッ！」


    　ラ・マンの哄こう笑しよう。ヘカーテが叫ぶ。


    　次の瞬間、信号機の上のラ・マンの顔面がまぶしく光った。


    「きゃ～～～～～っ！」


    「うおお、マジで光ったァ!!」


    「目が！　目がァァァ～ッ！」


    　ギャラリーたちの喧けん噪そうが響く中、ラ・マンの捨て台詞ぜりふが聞こえる。


    「フハハハハハハ！　あの小娘の居場所が知りたくば、我われに追いついてみよ！」


    「く……くそっ！」鷹たか兎とがズキズキと痛む目を必死に開けると、走り去っていくラ・マンの後ろ姿が、雑踏の中にチラリと見えた。すれ違う人々が悲鳴を上げたり、慌あわてて退しりぞいたりしている。悲鳴。悲鳴。高笑い。悲鳴。


    「鷹兎さん！　追いかけるわよッ！」


    　ヘカーテに呼ばれた。御月が手を振っている。


    　未いまだ混乱を続けるギャラリーをかき分け、鷹兎は御月の元に駆け寄った。


    「さぁ、行きましょう！」


    「は、はいッ！」


    　ラ・マンは階段を駆け上がり、駅前ロータリーをぐるりと囲む歩道橋を疾しつ走そうしていく。


    　御月はときに走り、ときに跳んで、ラ・マンの背中へどんどん接近していった。鷹兎はあっという間に置いていかれる。くどいようだが、足は遅いほうだ。


    （このままじゃ二人とも見失っちゃう！）


    　そう思ったとき、前を走る御月が突然立ち止まった。くるっと振り返り、こちらを見る。


    　きっと鷹兎が遅れているのに気づいて、待っているのだろう。自分の情けなさに頭がカーッと熱くなった。


    （くっ……これでもし黒パンツ男を見失ったら、僕のせいだ……！）


    　うつむいて必死に走る。何度か人にぶつかりそうになる。息を切らしながら御月の元までたどり着くと、彼女はぷいっと背中を向けた。


    　そしてしゃがみ込む。


    「鷹兎さん、私に乗ってください」


    「……はいっ？」


    　ヘカーテが急せかす。「おんぶよ！　鷹兎さん、ぐずぐずしている場合じゃないわ！」


    　こうしている間にも、ラ・マンとの距離は開いていく。


    　鷹兎は羞しゆう恥ち心しんも自じ己こ嫌けん悪おもかなぐり捨てて、御月の背中に覆おおいかぶさった。鷹兎の両方の脚をかかえて立ち上がる御月。


    「行きます！」


    　そして彼女は走りだした。


    　一気に加速。あっという間に最高速。風のように駆け抜ける。


    　ラ・マンが不ふ二じ沢さわ駅の二階通路に南口から突入。鷹たか兎とをおぶった御み月つきも、あとを追って構内に突っ込んだ。


    「やだ、なにあれ～？」


    　すれ違いざま、こっちを指差して無ぶ遠えん慮りよに笑う女子高生たち。


    　捨てたはずの羞しゆう恥ち心しんが蘇よみがえり、鷹兎の顔が真っ赤に染まる。


    「……すみません」


    　思わず謝っていた。


    「なんで謝るのです？」


    「え……それは……」


    　鷹兎は口ごもる。


    「別に気にしないでいいのです。それよりもっとしっかりつかまってください」


    　御月は顔を前に向けたまま言った。


    「も……もっと、ですか……？」


    「そのほうが走りやすいのです」


    　鷹兎は言われたとおり、彼女の首に回した腕に力を込め、ギュッとしがみつく。


    「うにゃんっ……！」


    　突然、御月が変な声を出した。


    「え、ど、どうしましたっ？」


    「……なんでもないのです」


    　御月は相変わらず前だけを見て走り続ける。鷹兎は首をかしげた。


    　──ごろごろごろ。


    （……ん？）


    　気のせいだろうか。彼女のつぶやく声が聞こえたような。
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    　それから五分は経っただろうか。


    　御月の呼吸は徐々に荒くなっていった。どうやら持久力はそれほど超人的ではないらしい。しかしそれはラ・マンも同じようで、お互い走るスピードが落ちてくる。


    　やがて辺りの風景が繁はん華か街から住宅街へとシフトしていった。高級そうな大型マンションが連つらなるように建ち並ぶ。


    　ラ・マンはちらっと鷹兎たちを振り返ると、「フハハハハハハッ！」と高笑いしながら、なにを思ったのか歩道に立つ街灯に、突然するするとよじ登った。


    「──トゥッ！」


    　てっぺん付近から全身をバネにして、大きくダイブ。


    　歩道に面したマンションの非常階段にしがみつき、乗り越えて、二階の踊り場に侵入する。


    　そしてラ・マンは非常階段を駆け上っていった。


    　御み月つきは、ラ・マンが侵入経路に使った街灯の前で立ち止まっていた。


    「あ……あの、ありがとうございます。……降ります」


    　鷹たか兎とが言うと、御月はハアハアと肩で息をしながら、鷹兎を降ろしてくれる。


    （はぁ、やっと追いかけっこは終わりか。それにしても……）


    　鷹兎は、ラ・マンが侵入したマンションを見上げて、途方に暮れた。


    　非常階段の一階部分は鉄てつ格ごう子しの扉とびらで塞ふさがれている。恐る恐るノブを回してみたが、案あんの定じよう鍵かぎがかかっていた。


    「御月さんなら、さっきの奴と同じことができるでしょうけど、僕にはちょっと……いや、あんな忍にん者じやみたいな真ま似ねは絶対に無理です」


    「そうでしょうね。でも、そもそも奴と同じことをする必要はないわ」


    　ヘカーテは平然と言い、怪け訝げんな顔の鷹兎にうふふと笑いかける。


    「鷹兎さんの銃でもいいけれど、せっかくだからここは御月の潜在能力でいきましょう」


    「了解なのです。──鷹兎さん」


    　御月は月ユエ老ラオの腕輪を示して、鷹兎の名を呼ぶ。


    「さぁ、鷹兎さんも！」


    「え、え……み、御月さん!?」


    　ヘカーテに促うながされて、鷹兎も御月の名を呼んだ。


    　お互いの腕輪から赤い糸がしゅるるると伸び、その先端が絡からみ合って、一本の糸となる。


    「…………ッ!!」前回と同じように、頭の中でなにかが爆発したみたいな衝撃が走った。


    「鷹兎さん、今ので潜在能力は目覚めたかしら？」


    　鷹兎はくらくらとめまいを覚えながらも、ヘカーテの問いにかぶりを振って応える。もう少しでなにかつかめそうなのだが、今ひとつ、イメージがはっきりしなかった。


    「そう、残念だけどしょうがないわね。じゃあ御月、その扉をぶっ壊しちゃいなさい」


    「にゃいにゃいさー」


    　キィィィィィンという高音と共に御月の爪が真っ白く輝きだす。彼女の潜在能力、〝超振動クロー〟だ。


    「で……でも、いいんですか？　勝手に壊したりして、警察沙ざ汰たになっちゃうんじゃ……」


    「かもしれないけど大丈夫よ。鷹兎さん、槇まき村むら家けの力を舐なめちゃいけないわ」


    　器物破損も不法侵入も、槇村家がうまく手を回してもみ消してくれるらしい。


    「だから気にせず、思いっ切りやっちゃいなさい！」


    「う～～～～～～～～にゃっ！　にゃっ！」


    　カキン、カキ──ン！


    　御み月つきは二回、爪を振るう。甲かん高だかい音が和音のように響いた。


    　一瞬の間まののち、上下を融ゆう断だんされた鉄てつ格ごう子しがバラバラと地面に転がる。


    　カラン、カキン、ガキン、カキーン。


    　鉄とコンクリートのぶつかる音が、人通りの少なくなった道路に鳴り響く。不審に思ったマンションの住人が今にも出てくるのではないかと、鷹たか兎とははらはらした。


    　幸さいわい、そうはならなかった。


    　扉とびらの鉄格子は、人一人通れるくらいの大きさにくりぬかれた。


    「さぁ、行きましょう！　切り口はまだ熱いかもしれないから気をつけて！」とヘカーテ。


    　御月が扉の穴をくぐって非常階段を駆け上がり、鷹兎も慌あわててあとに続く。


    　マンションは八階建て。息せき切って駆け上がると、前を進んでいた御月が立ち止まった。


    　八階から屋上へと続く階段が、一階にあったのと同じような鉄格子の扉で塞ふさがれていた。


    「あれ？　これじゃ上に行けませんね。……も、もしかしてマンションの中に入ったとか？」


    　御月がマンション内部に通じるドアのノブを回す。ガチャガチャ。


    「──鍵かぎ閉まってるのです」


    　では奴はどこへ？　非常階段の栅さくから屋上のへりに飛び移ったのだろうか？


    「とにかく上に行ってみましょう！　御月、やりなさい！」


    「う～～～～～～～～にゃっ！　にゃっ！」


    　再び鉄格子を切断して屋上へと向かう。


    　あとわずかの階段を上りながら、鷹兎の目に飛び込んできたのは、夜空を覆おおう灰色の雲。切れ間からかすかに星々が覗のぞいている。


    　そして、最後の段を上りきったそのとき、


    「──八連貴き面めんフラッシュ!!」


    　瞬またたく閃せん光こうが、鷹兎たちを迎えた。


    「うわッ！」「うにゃっ!?」「きゃあっ……!!」


    　しまったと後悔したときにはもう遅かった。


    　鷹兎たちはまた、例の閃光を喰らってしまったのだ。


    「フハハハハハハハハハァァァーッ！」


    　まるで勝かち鬨どきのようなラ・マンの哄こう笑しようが鼓こ膜まくを震ふるわす。


    　視力が戻ると、二十五メートルプールが二つくらい入ってしまいそうな屋上が見渡せた。鷹兎たちが上ってきた非常階段の辺りは繁はん華か街の明かりがかすかに届いているのだが、残り三分の二のエリアは、隣の十階建てマンションにさえぎられて、薄暗い影に包まれている。


    　そしてその影の中、屋上のど真ん中に、仁に王おう立だちをしたアフロ男の姿があった。


    「鷹たか兎とさんッ！」御み月つきがラ・マンの後ろを指差し、声を上げる。


    　彼女の指が示す先に、屋上の出入り口があり、その上に避ひ雷らい針しんが立っていた。


    （……ッ？）


    　鷹兎は目を凝こらす。


    　ふと、流れる雲の切れ間から月光が差し、避雷針を照らした。


    　その先端から、手と手、足と足を縛られた伽か夜よが吊り下げられていた。
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    「先輩ッ！」


    　鷹たか兎とが呼びかけると、伽か夜よの顔がゆらりとこちらを向いた。弱々しい動きだ。表情はよくわからないが、なにかつぶやくように口がパクパクと動く。魂たましいはまだ抜かれていないようだ。


    　やがて雲が月を覆おおい、伽夜の姿を隠す。


    「我われに追いつければ小娘の居場所を教えてやると言っただろう。このラ・マン、噓うそはつかん」


    　威厳に満ちた声が薄うす闇やみの中から響いた。


    「あらあら、馬鹿正直に案内してくれるなんてね」


    　御み月つきの襟えり元もとから顔だけ覗のぞかせているヘカーテが、緊張の面おも持もちで微笑ほほえむ。


    「じゃあ次は、〝あの小娘を助けたくば、我を倒してみよ〟ってところかしら？」


    「フハハハハ、そのとおりだ。──無理だがな」


    「そうかしら？　やってみなくちゃわからないわ」


    「フッ」ラ・マンは鼻でヘカーテを一いつ蹴しゆうし、やれやれと首を振る。「まぁ口で言ってもわからんか。ではこれから貴様らにゾッとするものを見せてやろう」


    「ふぅん、どうぞ」


    　挑発的な言葉を吐きながらも、ヘカーテは相手の出方を注意深くうかがっているようだった。二人のやり取りを見守っていた鷹兎は、ごくりとつばを飲み込む。


    （ゾッとするもの……。いったいなにをする気だ？）


    



    　次の瞬間、ラ・マンが十一人になった。


    　鷹兎は言葉を失った。


    



    「フハハハハ、我が〝貴き面めんフラッシュ〟は、一回につき一体、貴様らの瞳ひとみに我が幻まぼろしを焼きつけるのだ。そしてたった今喰らわせたのは、超高速の八回連続バージョン」


    　つまりさっきの一瞬で、ラ・マン八人分の幻が、鷹兎たちの瞳に取り憑ついたということか。


    「……鷹兎さんには、奴が十一人に見えているの？」


    　ヘカーテがそっと囁ささやいてくる。鷹兎は首を縦たてに振る。


    「私は十人なのです」と御月。


    「あたしもよ。鷹兎さんはあたしたちより一回多く、奴の閃光を喰らっているわね。……筋は通っているわ」


    　横一列にずらりと並ぶラ・マンたち。


    　このうち一体は本物なのだろうが、それをどうやって見分ければいいのだろう。


    「さぁ、さっきの勢いはどうした〝首だけ猫〟。やってみなくてはわからないのだろう？　いったいなにをやってみせてくれるのだ？」


    「だ……誰が〝首だけ猫〟よ！　ちゃんと全身あるわよっ！」


    　にゅっ。


    　ヘカーテが喚わめきながら、御み月つきの襟えり元もとから体半分飛び出した。


    「うにゃああ、憑ひよう依いが解けちゃうのです～！」


    「ヘ、ヘカーテさん、落ち着いて！」


    　御月と鷹たか兎とがどうどうとなだめる。


    　ヘカーテは鼻息を荒らげながら、ぼそりと落ち着いた声でつぶやいた。


    「……口は全員パクパク動かしているみたいだけど、声は一人分しか聞こえないわ。どうやら視覚に訴えるだけの幻まぼろしのようね。鷹兎さん、ここからしゃべっている奴を狙ねらえる？」


    「えッ？」


    「しっ。小声で答えて」


    「あ…………す、すみません」鷹兎は慌あわてて声を殺す。「……多分、無理だと思います……。もう少し距離が近ければ、だいたいの方角くらいはわかるかもしれませんが……」


    　とはいえ声だけを頼りに敵を狙うなんて、そんな凄すご腕うでの殺し屋みたいな真ま似ねはできない。


    「そう……。そういえば鷹兎さんのその銃は、距離が離れすぎていると、全然威い力りよくがないんだったわね」


    「……よくご存じですね……！」鷹兎は目を丸くした。


    　ヘカーテはうふふと笑う。


    「別にたいしたことじゃないわ。鷹兎さんが前に夜や獣じゆうと戦ったときの報告書を読ませてもらっただけ。その銃から撃ち出された弾たまは、〝どんなに硬いものでも貫通する。ただし一定距離を超えると、その効果を失うようだ〟って書いてあったけど……間違いない？」


    「あ、はい。だいたいですけど十メートル……十一メートルちょっと、くらいでしょうか。それより離れると、当たっても〝いったぁ～〟ってなるくらいの威力しかないみたいです」


    　今、ラ・マンと鷹兎たちの距離は、二十メートルほど。


    「じゃあやっぱり近づかなきゃダメってことね……」


    「そ、そうですね……」


    「オイ、どうした！　なにかしてみせるんじゃないのか!?　まさか明日の朝日が昇るまで待つ気じゃないだろうなッ？」痺しびれを切らしたラ・マンが叫ぶ。


    「ねぇ、鷹兎さん」しかしヘカーテは、まるで意に介さずに言った。「〝戦う〟だけが選択肢じゃないと思うの」


    「……え？」


    「あたしたちの任務は〝奴が夜や獣じゆうであるかどうかを確認すること〟だったはずよ。そしてその任務は達成できたわ」


    「…………」ヘカーテがなにを言おうとしているのか、すぐには理解できなかった。


    　だが、なんとなく嫌いやな予感がした。鷹たか兎とは震ふるえる声で尋たずねる。


    「……だから、なんですか？」


    「だから──つまりそういうことよ。あたしたちはまだ半人前。鷹兎さんの実戦経験はたったの一回だし、うちの御み月つきに至ってはゼロよ。ここで撤てつ退たいしても、誰もあたしたちを責めたりしないと思うわ」


    「……だから、先輩を置いて逃げろって言うんですかッ……!?」


    　鷹兎は声を荒らげ、ヘカーテを睨にらんだ。


    　ヘカーテはやはりラ・マンのほうを向いたまま、冷たい口調で言い放つ。


    「鷹兎さん、影かげ子こ使いにとっての最大のミスは〝命を落とすこと〟よ。勝てる見込みのない相手に戦いを挑いどむのは、あまり褒ほめられたことじゃないわ」


    「…………ッ!!」


    　鷹兎だって死ぬのは嫌だ。正直、逃げられるものなら逃げてしまいたい。


    　だがそれでは伽か夜よはどうなる？　このままではきっと魂たましいを抜かれてしまうだろう。


    「……そんな……」


    　あとで関東支部のベテラン影子使いが、彼女の魂を取り返してくれるだろうか？


    　絶対？　必ず？　そんな保証はどこにもない。


    　もしそのベテランがヘマをすれば、彼女の魂は永遠に失われてしまうのだ。


    　鷹兎は想像した。


    　ベッドに横たわる伽夜を。


    　どんなに呼びかけても、体を揺すっても、返事をしない。


    　笑わない。怒らない。悲しまない。喜ばない。


    　照れない。あきれない。悩まない。驚かない。恐れない。苦しまない。感動しない。


    　なんにもない。


    　朝から晩まで、黙って天井を見つめ続けるだけ。


    　一生。


    　永遠に。


    「じょっ……冗談じゃないッ!!」


    　そんなことあってたまるか！　鷹兎は走りだした。ヘカーテの制止する声を振り切って。


    「フハハハハハ！　ついにその気になったか！」


    　十一人のラ・マンが身構える。


    　ガォゥン！


    　走りながら引き金を引き、ガン・ハルハが火を噴ふいた。まだ十五メートルほど離れているが構わない。要は本物か幻まぼろしかがわかればいいのだ。左の奴から順に撃うっていく。


    　ジャコッ、ガォゥン！　ジャコッ、ガォゥン！　ジャコッ、ガォゥン！


    　ハズレ、ハズレ、ハズレ、ハズレ。弾たまは幻をすり抜けて飛んでいった。


    （あと七人。これで確率七分の一だ……！）


    　フォアエンドをジャコッとスライドさせて排はい莢きようし、残りの七人のラ・マンに銃口を向ける。


    　お互いの距離が十メートルを切った。すでにガン・ハルハの弾がすべてを削り取る距離だ。


    　鷹たか兎とはチェック済みのラ・マンの動きにも注意を配った。奴らが未チェックのラ・マンと交ざってしまったら、確率は十一分の一に戻ってしまう。


    （未チェックの奴をどんどん潰つぶしていけば、いずれ本物にぶち当たる。チェック済みを的まとから外していけば、その確率はどんどん上がっていく……！）


    　しかしそれは甘い考えだった。


    　一列に並んでいたラ・マンたちが突然動きだしたのだ。入り乱れて、あっという間に隊列はぐじゃぐじゃになる。


    「くっ……くそッ!!」


    　どれが未チェックだったのかわからなくなってしまった。


    「フハッハハハハハハハハハァ！」


    　ラ・マンが笑った。本体だ。


    （どいつだッ……!?）


    　声のしたほうに銃口を向ける。と、今度は後ろから笑い声がした。


    　鷹兎はいつの間にか囲まれていた。ラ・マンたちは輪になってぐるぐる回る。


    （しまった……!!）


    　ガォゥン！　ジャコッ。ガォゥン！　ジャコッ。


    　鷹兎は引き金を引いて、片かたっ端ぱしから撃ち抜いた。しかしどれも幻をすり抜けていくばかり。


    　ラ・マンたちは一いつ斉せいに輪をせばめて襲おそいかかってきた。


    　本物は──どれ？


    （僕が奴なら……後ろから襲いかかる！）


    　鷹兎はぐるっと振り返って引き金を引いた。


    　ガォゥン！


    　しかし弾はラ・マンをすり抜けた。十一分の十のハズレを引いてしまった。


    「フハハハハハハハハハッハハハァァ!!」


    　背後からラ・マンの笑い声。つまり奴は正面から鷹兎に襲いかかっていた。


    （僕の考えなんてお見通しだったわけだ……）


    　背中に気配を感じた。もう間に合わないと思った。


    　殴なぐられるのか、蹴けられるのか。


    　直後、衝撃を感じ、ミシッと背骨が軋きしむ。


    



    　その刹せつ那な、ラ・マンの幻まぼろしを突き破って、御み月つきが目の前に現れた。


    



    （……ッ!?）


    　御月は鷹たか兎とを抱き締めると、後ろに向かって素早く地面を蹴った。


    　鷹兎たちは五メートルほど跳んで、倒れるように着地。屋上を囲う栅さくの近くまでゴロゴロと転がる。


    　気がつけば最初の場所、非常階段のすぐそば。


    　鷹兎は背中に鈍にぶい痛みを感じた。だが激痛というわけではない。


    「……大丈夫ですか？」


    　心配そうな御月の顔が、目と鼻の先にあった。


    　鷹兎は彼女を押し倒したみたいに覆おおいかぶさっていた。


    「わ!?　だだ、大丈夫ですッ！」


    　慌あわてて立ち上がる。背中以外はたいして痛まない。彼女の体が鷹兎を包み込んでクッションになってくれたようだ。


    「フフン、後ろに跳んで衝撃を殺したか。やるではないか」


    　遠くからラ・マンの声がした。紳しん士しぶって、ぱんぱんと手を叩たたく。


    　鷹兎は非常階段をチラッと見た。


    　今なら多分逃げられる。しかしそれでは伽か夜よを見捨てることになる。


    　とはいっても、十一人のラ・マンを相手に勝てる自信はない。


    （くそっ……打つ手なし……なのかっ……？）


    　鷹兎の心は折れそうになっていた。


    　あと少し絶望があれば、自じ暴ぼう自じ棄きになって敵に突っ込むか、逃げ出していたかもしれない。


    　だがそのとき、御月が言った。


    「鷹兎さん、まだ伽夜さんを助けることを諦あきらめていませんか？」


    「え……」


    「諦めていないのですね？」


    「は……はい！」


    「わかりました。では今から考えてください」


    「御月、なにを言ってるのッ？」


    　ヘカーテが困こん惑わくしている。


    「私が時間を稼かせぎます。その間に鷹兎さんが、あいつを倒す方法を考えてください」


    　そして御み月つきは、ラ・マンに向かって駆けだした。甲かん高だかい音と共に、鋭い爪が白光を放つ。


    （そ、そんな……。僕が考える？　考えるのは先輩やヘカーテさんの役割じゃ……！）


    　鷹たか兎とが呆ぼう然ぜんとしている間に、御月とラ・マンの戦闘が始まった。


    「う～～～～～～～～～～にゃああああッ!!」


    　気合いと共に爪一いつ閃せん。


    　だが鷹兎の目には、御月の爪はなにもない空間をひっかいただけだった。鷹兎の見ている幻まぼろしと、御月の見ている幻は違うからだろう。


    （あいつを倒す方法……そんな……わからない……無理だ……）


    　御月は一生懸けん命めい、虚こ空くうに爪を振るっている。


    　どむっ、と横っ腹を蹴けられ、吹っ飛ばされた。


    「ああっ……！」


    　鷹兎は叫ぶ。そして気づく。今御月を蹴ったラ・マンは間違いなく本物だ。


    （もう一度……御月さんには申し訳ないけど……）


    　立ち上がる御月。しばらくして、今度は顔面に拳こぶしを喰らい、ぐらりとよろける。


    （今……今御月さんを殴なぐった奴……！）


    　鷹兎は目で追った。しかしすぐに見失った。十一人のラ・マンが絶え間なく動き、一瞬攻撃に転じては、またすぐに動くのだ。


    （同じ姿をした十一人がぐるぐる動き回っているんだ。目で追うのはまず無理……）


    　ではどうする？


    　答えが出ずに頭をかかえていると、御月がまた蹴りを喰らう。


    「うぅッ……！」


    　鷹兎の胸が罪悪感に疼うずいた。早く奴を倒す方法を思いつかねば、いつまでも御月は殴られ、蹴られ続けるのだ。しかしなにも閃ひらめかない。なんの役にも立てない無力な自分が憎らしい。


    　ふと脳のう裏りにハルハの顔が浮かんだ。


    　悲しげな顔で、必死になにかを訴うったえかけていた。


    『タカト、頑がん張ばって！　諦あきらめないで！』そう言っているような気がした。


    （でも……どうしたらいいんだ……どうすればあいつの幻を見抜けるんだ……ッ？）


    　バキィッ！


    　また御月が蹴り飛ばされた。ミドルキックがボディに炸さく裂れつ。


    　くの字で宙に浮いた御月は、背中から地面に落下する。


    　そのまま勢いでゴロゴロと転がり、鷹兎のそばまで来て、ようやく止まった。


    「御月さんッ!!」


    　鷹兎が駆け寄ると、御月は顔をゆがめながら、必死に起き上がろうとする。


    「……だ……大丈夫なので……ゲホ、ゲホッ」


    　蹴けられた腹部を押さえながら、苦しそうに咳せき込んだ。


    　右の頰ほおは赤く腫はれ、口元からは血が滲にじんでいる。見ているだけでゾッとする暴力の証あかし。


    「どうした、まさかもう終わりではないだろうな？」


    　芝居がかった仕草で両方の腕を広げ、ラ・マンは残ざん忍にんそうな笑みを浮かべた。


    「ククク、この程度で音ねを上げられては──ウン？」


    　こちらに向かって足を踏み出そうとし、ふと夜空を見上げる。


    　ゆっくりと動く雲の切れ間がほのかに黄色く染まり、月がそっと顔を覗のぞかせた。


    　屋上の、影に包まれた部分を明るく照らし出す。


    「フハハハ、これはこれは、さても美しい月よ。見ているだけで血が騒ぐ」


    　ラ・マンが笑うと幻まぼろしたちは次々と消滅していった。まるで月の明かりに溶けたかのよう。


    「──さぁ小娘、早く立ち上がれ。あの月が再び雲に隠れるまで待っててやるぞ」


    　ラ・マンは陶とう然ぜんと夜空を仰ぎ、朗ろう々ろうと語る。


    「そして薔ば薇らのように甘い血の香りと、軋きしむ骨の悲鳴で、もっともっと我われを悦よろこばせるのだ。……それとも尻尾しつぽを巻いて逃げるか？　それでも構わんが、その場合、我の抑えがたいこの高ぶりは、あの娘で満たすことになるなァ」


    　力なく吊つるされている伽か夜よをちらりと見やって、フハハハハハと肩を揺らした。


    　鷹たか兎との頭の中で理性の糸がぷつんと切れそうになる。


    　ラ・マンになぶられる伽夜を想像し、心が怒りに埋め尽くされた。


    　ガン・ハルハをギュウッと握り締め、立ち上がろうとする。が、それを押しとどめるように、御み月つきが鷹兎の腕をつかんだ。


    「……御月さんッ？」


    　彼女はうめき声を漏もらしながら、懸けん命めいに体を起こす。


    「私が行くのです……。鷹兎さんはあいつを倒す方法を……」


    「御月、あなたまだやるつもりなの!?　伽夜さんには悪いけど、ここは諦あきらめていったん──」


    　むぎゅっと、御月はヘカーテの口を塞ふさぐ。


    「……私なら平気です。こう見えて結構頑がん丈じようなのです」


    　よろよろと立ち上がり、かすかに微笑ほほえむ。


    　鷹兎に気を遣つかわせまいとする彼女の優しさが、その笑顔にあふれていた。


    「…………」


    　鷹兎はなにも言えなかった。


    　辺りがふっと暗くなる。月が雲に隠れてしまった。


    「フハハハ、カウント９で立ち上がれたようだな。さぁ、かかってくるがいい」


    　くいくいと手招きするラ・マン。ずらりと現れる分身たち。


    「……では、行ってきます」


    　御み月つきはおぼつかない足取りで駆けていった。


    　再び戦闘が始まる。


    　戦闘と言っても、相変わらず御月が一方的にやられるだけの残ざん酷こくショーだ。


    「…………ううッ……」


    　鷹たか兎とは無意識にうめいていた。


    （諦あきらめなきゃ……いけないのか……？）


    　諦めたくはない。


    　しかしこれ以上、御月が殴なぐられたり蹴けられたりするところを見てはいられない。


    （なにか……なんでもいい……なにかヒントはないのか……？）


    （奴の弱点、欠点、失敗……なにか見落としてないか……？）


    　そうこうする間にも、大勢のラ・マンに取り囲まれた御月は殴られ、そして蹴り飛ばされる。鷹兎はこらえきれずに目をつぶった。


    　……。


    （──ん？）


    　ふと、なにか違和感を抱いた。


    　なにかがわかりそうな、ど忘れしてしまった人の名前を思い出しかけているような感覚。


    （…………蹴り……そうだ……なんで蹴りなんだ……？）


    　ラ・マンはおのれのアフロヘアをかき回すことで、拳こぶしに電気をためることができたはず。


    （確か〝裸ら偉い人じん拳けん〟。あれを使われていたら、御月さんはとっくにやられているだろう）


    　なぜ使わないのか？　電気をチャージする余よ裕ゆうはいくらでもあったはず。


    　鷹兎たちを侮あなどっているからだろうか？


    （そうかもしれない。……でもこれは、やっと見つけたヒントなのかもしれない……！）


    〝使わない〟のではなく〝使えない〟と仮定してみる。


    　なぜ使えないのか？


    （使うとなにか不都合があるから？　……そうだ、それにそれだけじゃない！）


    　ラ・マンの行動に不自然さを感じた今、さらに別のことにも気づいた。


    （さっきからあいつは、なんだかんだと言ってここまで来ようとしない。御月さんはかなりダメージを受けて弱っている。なぜすぐにとどめを刺そうとやってこなかったんだ？）


    （月見がしたかったから？　ほんとにそんな理由だろうか？）


    　鷹兎は自分のいる場所を見回す。


    　街の明かりでほのかに照らされている。


    　一方、御月とラ・マンがいる場所は、隣のマンションに明かりをさえぎられて、仄ほの暗ぐらい闇やみが黒い霧きりのようにたまっていた。


    （明るい……暗い……光……闇………………影ッ!!）


    　疑問の一点一点がつながり、一本の線になった。


    （影、そうだ影だ！　なんてベタな──幻まぼろしには影がないんじゃないのか!?）


    　ドガッ!!


    　答えとおぼしきものにたどり着いたその刹せつ那な、ラ・マンのハイキックが御み月つきのこめかみテンプルを強打した。


    「にゃうぅッ!!」


    　御月は地面に崩れ落ちる。甲かん高だかい音がやみ、超振動クローが解除された。


    （御月さんッ……！）


    　鷹たか兎とは空を見上げた。


    （月が出れば、本体の奴にだけ影ができるはず……ッ!!）


    　しかし月は今、分厚い雲に覆おおわれ、すぐには出てくる気配がない。


    「フハハハハ、さぁ、終わりにしてやる」


    　ラ・マンたちは、御月をぐるりと輪で囲った。


    （………………ッッッ!!）


    　ジャコッ！


    　鷹兎はガン・ハルハを右手に駆けだした。どうしていいかわからないが、とにかくこのままでは御月が危ない。


    （くそっ……せっかく答えを見つけたかもしれないのに、確かめる方法がないなんて……！）


    　と、そのとき。


    　鷹兎は思い出した。


    　自分が〝打開策〟を持っていることを。


    「あっ……!!」


    　思わず叫んでしまう。


    　鷹兎とラ・マンたちの距離、およそ十二メートル。


    　ガン・ハルハの弾たまがすべてを貫通する射程範囲。


    　脳のう震しん盪とうを起こしたのか、御月はまだ立ち上がれないようだ。


    　上半身をふらふら揺らしながら、頭を押さえてうずくまっている。


    　鷹兎は左手を上着のポケットに突っ込んだ。


    「とどめ、喰らえィ！」


    　ラインダンスのように、ラ・マンたちは全員そろって右足を高々と振り上げた。


    　その足を、稲いな妻ずまのごとき勢いで一いつ斉せいに振り下ろそうとする。


    　かかと落とし。


    　その瞬間。


    



    　鷹たか兎とはポケットから懐かい中ちゆう電灯〝ダークレス〟を取り出し、ラ・マンたちを照らした。


    



    　果たせるかな、影は差した。


    　御み月つきの真後ろにいたラ・マンにだけ。


    「御月さん、そのまましゃがんでてッ！」


    　そして鷹兎は、ダークレスごとガン・ハルハを構え、引き金を引く。


    　ガォゥン！　ズブッ。


    　弾丸が、ラ・マンの肩の肉を、骨を、えぐった。


    「ウグゥゥ、な、なにィィッ!?」


    　直径二センチの穴から血がほとばしる。


    　幻まぼろしたちが、ムンクの『叫び』のような苦く悶もんの表情で、すーっと消えていく。


    「た……鷹兎さん……あとは任せてください……！」


    　よろりと、御月が立ち上がった。


    　キィィィィィィィィン！


    　御月の爪が、真っ白く輝きだす。


    「クッ……おのれェッ！」


    　ラ・マンはアフロに手を突っ込んでかき回そうとした。裸ら偉い人じん拳けんをチャージする気だ。


    　だがそれより先に、御月が地面を蹴けって矢のように跳び、上段から爪を振り下ろす。


    「ぅぅぅう……にゃああああッ!!」


    　ズビュウウウッ！


    　超振動クローの軌き跡せきが、ラ・マンの胸板を袈け裟さ懸がけに引き裂いた。


    「──グゥッッッッ!!」うめき声を上げて、ラ・マンは大きくのけぞる。


    　さらに御月は、空中でくるりと独こ楽まのように回転し、左足を思いっ切り突き出した。


    「猫キック!!」


    　ドスッ！


    　御月の足がラ・マンのみぞおちに突き刺さる。


    　そしてラ・マンは、五メートルほど吹っ飛んだ。


    　鷹兎は心の中でそっとツッコミを入れる。


    （それ、猫キックではないような……）


    　往年のプロレスファンが泣いて喜びそうな、見事なローリング・ソバットだった。
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  　地面に倒れたあとも、ラ・マンの体はゴロゴロ転がり、やがて止まると、大の字のまま動かなくなった。


  　引き裂かれ、超高熱で溶かされた胸元の傷から、ドロリと黒い粘ねん液えきがあふれ出す。


  （黒羽クロウとかいう夜や獣じゆうを倒したときと同じだ。やっつけたんだ……）


  　ダークレスでラ・マンの体を照らし、鷹たか兎とはほっと胸を撫なで下ろした。


  「──ふぅっ」


  　御み月つきが、黒い毛で覆おおわれた手の甲で額ひたいの汗をぬぐう。超振動クローは解除されていた。


  　鷹兎は彼女の元に駆け寄る。


  「大丈夫ですか、御月さん……！」


  「ふぅ……全然、大丈夫なのです。みっきーにゃんこになると、打たれ強さも増すのです」


  　はぁはぁと荒い呼吸を繰り返しながら、途切れ途切れの言葉を吐き出す御月。しかし夜獣を倒した達成感からか、その顔はかすかに微笑ほほえんでいた。


  　御月の襟えり元もとからにゅっとヘカーテが顔を出し、横たわるラ・マンを一いち瞥べつする。


  「それにしても本体を見破る鍵かぎが〝影〟だったなんて、なんてベタなのかしら。ベタすぎて逆に盲もう点てんだったわ。鷹兎さん、よく気づいたわねぇ」


  「御月さんが奴と戦ってヒントを引き出してくれたからです。ありがとうございます」


  　鷹兎は照れ笑いを浮かべながら、ぺこっと頭を下げた。


  「イッツ・マイ・プレジャーなのです。ごろごろごろ」


  「そうね、二人の協力プレイってところかしら。あなたたち、なかなかいいコンビなんじゃない？　月ユエ老ラオの腕輪の相性がよかったのもなにかの運命なのかもしれないわね。──もうつき合っちゃえば？」


  「えッ？　ななななにを……！」鷹たか兎との顔がカーッと赤く染まる。


  「遠距離恋愛も、それはそれでいいものよ。うふふ、まあ鷹兎さんはまだ若いから、いろいろ我慢できなくなっちゃうこともあるかもしれないけど～」


  　目を細めて、ヘカーテは意味ありげな微笑ほほえみを浮かべた。


  「なッ……か、からかわないでくださいっ！　……そ、そうだ！　そんなことより早く先輩を助けないと！」


  　別に伽か夜よのことを忘れていたわけではないが、鷹兎は話を切り替えるためにわざと大声を出し、避ひ雷らい針しんの立っている場所へ小走りで向かった。後ろから「あらあら、〝そんなこと〟だなんてつれないわね～」という声が聞こえてきたが、敢あえて無視する。


  　屋上の出入り口前で鷹兎は足を止めた。避雷針はこの上に立っている。


  　鷹兎は避雷針のてっぺんに吊つるされている伽夜に向かって呼びかけた。


  「せ……せんぱーい、今お助けしまーす！」


  　二、三秒ほど置いてから、


  「あぁ……すまない……頼む……」


  　弱々しい声が返ってきた。


  　伽夜は手首を縛しばられ、そこからさらに避雷針の先端に結びつけられているようだ。


  「そ……それじゃあ、どうやって先輩をあそこから降ろしましょうか？」


  　振り返って、ゆっくりと歩いてくる御み月つきたちに声をかける。


  　と、そのとき気づいた。


  　御月の後ろ、横たわるラ・マンの傍かたわらに、誰かが立っていた。


  （え……？）


  　その誰かは、レース入りの黒い傘かさを差し、同じくレース入りのブラックフォーマルドレスを着ていた。まるで葬そう式しき帰りのような身なり。


  「うにゃ、鷹兎さん、どうしたのです？」


  　鷹兎の様子に気づき、その視線を追って御月が振り返った。


  　それと同時に、雲の切れ間から月がすーっと顔を出して、屋上の影を追い払う。


  「うにゃにゃ？」


  「……!?」


  　首をかしげる御月。息を呑のむヘカーテ。


  　月明かりの下、喪も服ふくの少女が背中を向けて立っていた。


  　少女はゆっくりとこちらに顔を向ける。目が合う。


  　彼女の瞳ひとみを縁ふち取どるまつげが、まばたきのたびにばさばさと動いた。ものすごいボリューム。


  「あ……あなたは……！」


  　鷹たか兎とはその顔に見覚えがあった。かつてラ・マンに人ひと質じちにされた少女だ。


  「ひ……東ひがし森もり……気をつけろ……そいつは……！」伽か夜よがかすれた声を絞り出す。


  「鷹兎さんのお知り合いで──」


  「御み月つき、その子から離れなさいッ」


  　ヘカーテは御月の言葉をさえぎり、尋じん問もんするような口調で問いかける。


  「……そこのお嬢ちゃん、いったいどこから湧わいてきたのかしら？」


  　少女はふるふるとかぶりを振った。


  　中性的なハスキーボイスで答える。


  「僕は〝お嬢ちゃん〟じゃないよ。……ふふふ、そもそも人間でもないけれどね」


  「にゃにゃっ？　ということは男の子なのですか？」


  「御月！　食いつくところ間違ってるわよ！」


  　喪も服ふく少女は、実は喪服少年だった。しかし、今の鷹兎たちには大きな問題ではない。


  　今大事なことは──、


  「人間じゃないってどういうことかしら？　もしかしてあなた……」


  　少年はこくりとうなずく。


  「僕の名は悲かな。お察しのとおり夜求者ヤクシヤだよ。君たちは僕らを夜や獣じゆうって呼んでるようだけど」


  「な……!?　そ、そんな……じゃああのときは……！」


  　愕がく然ぜんとする鷹兎。


  　悲は申し訳なさそうな顔で微笑ほほえんで言った。


  「ごめんね、この間はそこにいるラ・マンを逃がすために人質のふりをしてたんだ。でも君たちだって噓うそをついたんだから互いさまだよね？　ねぇ、映像サークルの人」


  「御月！　超振動クロー!!」


  「にゃいにゃいさー！」


  　ヘカーテが叫び、御月は今にも飛びかかりそうな緊張した構えを取る。白熱する爪。


  「やる気なの？　──でもごめんね。僕は戦ったりするの苦手なんだ」


  　悲は傘かさをたたんでしゃがみ込み、足元のコンクリートに映る自分の影に手を当てた。


  　その手が、ずぶずぶっと、影に沈み込む。


  「!?」ギョッとする鷹兎。


  　悲はすぐに影から手を引き抜く。その手には、手術用のメスのようなものが握られていた。


  　月明かりを反射して銀色の刃が鈍にぶく光る。


  　悲は刃を自分の手首に当てると、ためらうことなくすっと引いた。


  　手首を走る赤い筋からみるみる血が噴き出し、やがてつーっとあふれる。


  　赤黒い血のしずくを、横たわるラ・マンの唇くちびるにこぼした。


  　ぼたっ、ぼたっ。


  　しずくは口内に流れ込む。


  「なッ…………なにをしているのあなた!?」


  　ヘカーテが動揺している。彼の理解不能な行動に、少なからず恐怖を感じているようだ。


  　悲かなは何事もなかったかのように立ち上がり、平然と言う。


  「ごめんね。僕の代わりに彼がもう一度頑がん張ばってくれるから相手してあげてよ」


  （え……もう一度……？）


  　聞き捨てならない言葉にドキッとすると、変化は突然に始まった。


  　ラ・マンの胸の傷からあふれていた黒い粘ねん液えきが、


  　ずずず、ずるずるずるずるっ。


  　逆流し、吸い込まれていく。


  　深く刻まれていた傷をかさぶたのように塞ふさぐと、黒光りしていた粘液は、すーっと肌色に変わっていった。


  　まるで元どおり。どこに傷があったのかもわからなくなる。


  　次に、ラ・マンの体がビクンと震ふるえた。


  　ドックン、ドックン──横たわる夜や獣じゆうの体内でなにかが脈動している。


  　離れていても、はっきりと音が聞こえた。


  「お、お、オ、オ、オ、オ……！」


  　ぱくっと開いた口から声が漏もれる。


  　突然、ガバッと起き上がった。


  「オオオオオオオオオオオオオ～～～～～～ッ!!」


  「う……噓うそ！　なんで急に元気になっちゃうのよッ？　美少年好きの吸血鬼だったのッ!?」


  　ヘカーテがうろたえる。いつの間にか屋上の隅すみまで移動していた悲が、悠ゆう々ゆうと鉄栅さくに腰かけ、再び傘かさを広げながら言った。


  「違うよ。僕の血には特別な力があるんだ。この血の作用で、彼の持つすべての力が引き出されたんだよ」


  　ラ・マンは雄お叫たけびを上げ続けている。


  　すると今度は、その体がビクンビクンと脈打ちながらふくれ上がっていった。


  「た、鷹たか兎とさん、撃って！」


  「あ……は、はいッ！」


  　ヘカーテの声でハッと我われに返り、鷹兎は巨大化していくラ・マン目がけて何発も発砲する。


  　無数の弾たまがラ・マンの体に穴を空けた。しかし出血と同時に黒い粘液が銃じゆう創そうを埋め、元どおりに塞いでしまう。


  　やがて──ラ・マンの巨大化は収まった。


  　そのときすでに彼の体は、見上げるほどの巨体になっていた。


  　身長、およそ六メートル。


  　しかし頭だけは元の大きさで、そのいびつさがとても不気味だった。


  　最後にラ・マンは、月に向かって吠えた。


  「裸ら王おオオオオオオオオオオオオオオオゥッ!!」


  　その声は大気を震ふるわし、鷹たか兎とたちの体にビリビリと伝わる。


  （ば……化け物……ッ！）


  〝化け物〟──夜や獣じゆう相手に今さらだが、そう思わずにはいられなかった。


  　ラ・マンの咆ほう哮こうがやんでも、鷹兎の手足はぶるぶると震え続けた。
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  「フハハハハ！　感謝するぞ、悲かなどの！　すさまじいパワーが無限にあふれてくるようだ！」


  　ラ・マンは笑いながら、ボリボリとアフロをかきむしりだした。


  　バチバチとアフロから火花が飛び散る。


  　しまいには火花だけでなく血も飛び散った。かきむしりすぎて皮ひ膚ふが裂けてしまったようだ。だがラ・マンは痛がるそぶりもない。むしろ忘ぼう我がの境に入り、気持ちよさそうにアフロを引っかき回した。


  「ン裸ラ裸ラ裸ラ裸ラァァァ～～ッ♪　実に！　実にすがすがしい気分だッ！」


  　ボリボリボリボリ──ブシュブチュ──ボリボリボリッ。


  「フハハハハハハハハハフハフハフハフハハハ!!」


  　ラ・マンの異様な興奮を見せつけられ、ぶるっと戦せん慄りつする鷹兎。ヘカーテが叫ぶ。


  「鷹兎さん、伽か夜よさんを救出して！　あたしたちはこいつを食い止めるわ！　御み月つき!!」


  「イエス、アイアム！」


  　御月は超振動クローを発動させると、巨人と化したラ・マンに向かっていった。


  「ヌウリャアアアアア!!」


  「うにゃああああッ！」


  　電気を帯びた鉄てつ拳けんがうなり、御月がそれをギリギリでかわしながら超振動クローを振るう。


  　一瞬の交差で、ラ・マンの体は三回斬りつけられた。


  「フハハハハ！　効かぬ！　効かぬゥ～ッ！」


  　しかし出血はごくわずか。すぐに傷口から黒い粘ねん液えきが染しみ出し、裂け目を埋めて治してしまう。ダメージを与えているようには見えなかった。


  　ガン・ハルハの弾たまも、御月の超振動クローも効かないのなら、奴を倒すすべはない。


  （……とにかく先輩を助けよう！　そうすればあとは戦わないで逃げたっていいんだ！）


  　伽か夜よの無事さえ確保できればそれでいいのだ。鷹たか兎とは頭上の伽夜を見上げ、そしてはたと考え込む。


  （う……でも、どうやって助ければいいんだ？　先輩と避ひ雷らい針しんをつなぐひもの結び目を弾丸で撃うち抜けば、先輩は落ちてくるけど……僕じゃそれを受け止めることなんてできないし）


  　伽夜の足の先から屋上まで八メートル近くある。二階建ての建物以上の高さだ。


  　おまけに伽夜は足も縛しばられている。着地を損そこない、コンクリートに激突すれば、ただの怪け我がではすまないだろう。


  　ボゴォ！


  　突然、激しい衝撃に屋上全体が震ふるえた。


  　振り返ると、ラ・マンの拳こぶしが屋上に叩たたきつけられていた。コンクリートがボコボコに砕け、そこを中心に蜘く蛛もの巣すのようなひびが走っている。


  「ヌウウウ、ちょこまかとネズミのようによく逃げるわ」


  「ネズミじゃないです！　にゃんこなのです！」


  　御み月つきが頑がん張ばって時間を稼かせいでくれている。悩んでいる暇ひまはない。


  　と、頭上から伽夜の声が降ってきた。


  「東ひがし森もり……結び目を……避雷針に縛りつけている結び目を撃ち抜け……！」


  「えっ？　…………で、でも、それじゃ先輩が……」


  「構わん……やれ……私なら大丈夫……うまくやる……！」


  「でも…………わ、わかりましたッ！」


  　伽夜の考えはわからない。しかし今は詳しく聞いている時間はない。


  （いざとなったら僕が下敷きになってでも先輩を……！）


  　鷹兎は、ダークレスと一緒にガン・ハルハの銃口を上に向けて、伽夜と避雷針をつなぐひもの結び目を狙ねらった。


  　引き金にかけた指が震える。


  （撃つ瞬間、さっきみたいに屋上が揺れたら……）


  　心臓が早はや鐘がねを打つ。


  　撃ち抜くのは結び目だけ。間違っても伽夜に当ててはならない。


  



  　ガォゥン！


  



  　弾丸はひもの結び目をチッとかすって、夜空に呑のみ込まれていった。


  　かすかにえぐられ、切れ目の入ったひもが、


  　チッ……ブチ…………ブチブチブチッ……ブツンッ！


  　わずかな抵抗を見せたあと勢いよくちぎれる。支えを失った伽か夜よの体が宙に放り出された。


  「先輩ッ！」


  「……むんっ！」


  　伽夜は落下しながら、縛しばられたままの手を下に向けて気合いを発する。屋上から四メートルほど上空で、地面と水平に防御シールドが展開される。


  　──ドンッ。


  　そして鈍にぶい音と共に伽夜の体を受け止めた。


  「ムゥッ」


  　うめき声を上げる伽夜。おそらく建物二階の窓から飛び降りたくらいの衝撃だったはずだ。痛くないわけがない。


  「……東ひがし森もり、私の下からどいててくれ。……ぶつかると危ない」


  　どうやらもう一度やるつもりのようだ。


  （〝うまくやる〟って、そんな方法だったのか……！　先輩、無茶すぎる！）


  　鷹たか兎とはぶんぶんと首を横に振って、むしろ伽夜の下に陣取る。


  「ぼ……僕が受け止めます……！　ど、どうぞ！」


  「なにを言っている！　君まで怪け我がをするぞ！」


  「へ、平気です！　ど……ど……どうぞッ！」


  　鷹兎は顔を真っ赤にして叫んだ。誰かに反発するなんて〝らしくない〟ことをしているせいで、膝ひざがかくかくと震ふるえていた。


  「くっ…………わ、わかった。気をつけてくれよ！」


  　伽夜はシールドを解除する。鷹兎は両方の手を広げて身構えた。


  　お姫さま抱っこ状態で、伽夜の体が、ドスッ、と鷹兎の腕に飛び込んでくる。


  　落下の衝撃は思った以上のもので、鷹兎はバランスを崩し、背中から思いっ切り倒れた。


  「げふッ!?」瞬間、呼吸が止まる。それでも伽夜の体は放さない。


  「だ……大丈夫か、東森ッ？」


  「だ……だいじょぶ……です」


  　背中がジーンと痺しびれて動けないが、そんなこと死んでも言わない。


  「……すまない。しかし君は本当に無茶をする……」


  　伽夜は嬉うれしいような、怒っているような、複雑な表情で鷹兎を見つめた。


  （先輩が無茶するからですよ……）


  　鷹兎は心の中でつぶやく。


  「…………あ、あの……それでだな……」


  「……はい？」


  「大丈夫なら……もう手を離してほしいのだが」


  「……あ！」


  　鷹たか兎との手は、伽か夜よの体をしっかとかかえたままだった。


  　バゴォンッ！


  　コンクリートの砕くだける音が響き、屋上がぐらぐら揺れる。


  「ちょっと!!　あなたたちなにをいちゃついてるのッ？　早くこっち来て手伝ってくれる!?」


  　ヘカーテのいらだたしげな叫びが飛んできた。ラ・マンの腕をかいくぐりながら御み月つきが、


  「仲間外れ、酷ひどいのです～」


  　と恨うらめしそうに訴うつたえる。


  「す……すみませんッ……！」


  　鷹兎は慌あわてて手を離し、跳はね起きた。いつの間にか体が動くようになっていた。


  「よ……よし、東ひがし森もり、手足のひもをほどいてくれ。無理そうだったら君の銃で撃うち抜いてくれて構わない」


  「あ、は、はい！」


  　鷹兎は彼女の手を縛っているひもに手をかける。しかし見たこともない結び方で、どうやってほどいていいか見当もつかない。


  「えーっと…………すみません、撃ちます！」


  　伽夜の体を傷つけないように気をつけながら、縛しばっているひもを撃ち抜いた。


  　皮ひ膚ふを締めつけていたひもがぱらりと外れ、生々しい縛り跡あとがあらわになる。


  「……よし！　ありがとう東森！　さぁ御月の援護に──」


  



  　バチィィィッ！


  



  　耳をつんざくような音が伽夜の言葉をかき消した。


  　続いて、ドサッとなにかが倒れる音。


  　鷹兎は振り返る。


  　御月が倒れていた。焼け焦こげた衣服からしゅうしゅうと煙が立ち上っている。
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  　御月は素早いフットワークでラ・マンの攻撃をかわしていた。


  　右から左のコンビネーション。地面を打って電流が散ると、ラ・マンは攻撃を蹴けりに切り替え、その間にアフロをかき回してチャージする。


  　御月はそれらの攻撃をかいくぐり、隙すきを見ては爪を喰らわせた。しかし傷はすぐに塞ふさがり、効果はなさそうだ。ラ・マンは痛覚が麻ま痺ひしているのか、まるで平気そうに高笑いしている。


  「ヘカーテ」御み月つきが囁ささやきかけてくる。


  「なに？」


  「ちょっと疲れたのです」


  「そう……」


  　今日の御月は、鷹たか兎とをおぶって走ることに始まり、かなり体を酷こく使ししている。さらにダメージも相当受けていた。本人は〝ちょっと〟と言っているが、その疲労はおそらく〝ちょっと〟どころではないだろう。


  　足の動きも鈍にぶくなってきている気がした。


  　また、こちらの攻撃に手て応ごたえを感じられないことが、疲れに拍車をかけているのかもしれない。ゴールが見えないまま走るのはつらい。


  　ガォゥン！　ガォゥン！


  　ガン・ハルハの銃声が轟とどろく。弾丸で伽か夜よを縛しばるひもを切ったようだ。


  （伽夜さんは助け出せた……。ここはいったん退却するべきかもしれないわね）


  　そう考えていると、ラ・マンが大きく右腕を後ろに引いた。


  「ヌウウリャアアアアッ！」


  　パンチは明らかな右フックの軌き道どう。御月は後ろに軽く跳んで、それをかわそうとする。


  　だがヘカーテは気づいていなかった。潜在能力の発動中、影かげ子こ使いはかなりの体力を消しよう耗もうしてしまうということを。御月の疲労はヘカーテの想像以上だった。


  　後ろに跳んで、右フックはなんとかかわした。だが着地の瞬間、


  「ふにゃッ？」


  　彼女の足は踏ん張りが利きかず、尻しり餅もちをつくように転んでしまった。そこに容よう赦しやなくラ・マンの左ひだり拳こぶしが襲いかかる。


  　御月はごろんと体の向きを変え、四つん這ばいの姿勢から飛び跳はねた。──が、ギリギリのところでラ・マンの拳と接触してしまった。


  　バチィィィッ！


  「…………ッ！」


  　電流が体を駆け抜け、御月は悲鳴も上げられずにコンクリートへと叩たたきつけられる。


  　彼女に憑ひよう依いしていたヘカーテも、当然同じダメージを受けていた。


  「ぅう……み……御月……起きて……！」


  　呼びかけるも返事がない。気を失っているのかもしれない。


  　ズシン、ズシンという振動が、うつぶせに倒れた御月の体を揺らした。ヘカーテは前脚を外に出して踏ん張り、彼女の体を仰向けに転がす。


  「フハハハハァーッ!!　踏み潰つぶしてやる！　内臓ォォォぶちまけろッ!!」


  　九十センチ近くある巨大な足の裏が見えた。


  　それが勢いよく降ってきた。一瞬、ヘカーテは死を予感する。


  　が。


  　青く透明な防御シールドが突然目の前に展開し、ラ・マンの足を防いだ。


  「………………ッ!!」


  　それが伽か夜よの影かげ子こ能力だと気づく。


  　次いでガン・ハルハの銃声。弾丸がラ・マンの分厚い胸板に撃うち込まれ、そのうちいくつかは背中から突き抜けていった。


  「ヌウウウ、おのれ、あと一歩のところで！」


  「御み月つきさん、ヘカーテさん、大丈夫ですかッ？」


  「東ひがし森もり、御月をかかえて私の後ろへッ！」


  　二人が駆け寄ってきた。縞しま模様の入った右手を構えて、伽夜はラ・マンの次の攻撃に備える。鷹たか兎とは御月の体を抱き上げると、ラ・マンから離れるように移動した。


  「……まったく、助けに来るのが遅いわよ……」


  　ヘカーテはそう言ったつもりだった。しかしほとんど声にならなかった。


  　踏み潰つぶされる恐怖から解放され、安あん堵どのためか気が緩ゆるみ、意識が遠のく。


  （あ……もうダメだわ……。鷹兎さん、伽夜さん……任せたわよ……）


  　御月のあとを追うように、ヘカーテも気を失った。
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  「ヘカーテさん、しっかり！　御月さん！」


  　鷹兎は何度も呼びかけたが、二人とも気絶してしまったようだ。


  「東森、もっと下がれ！」


  　そう言いながら、伽夜も右手を構えながらじりじりと後ろに下がってきた。


  　鷹兎は指示どおりに下がり、いったん御月を降ろすと、ガン・ハルハを連続でぶっ放す。


  　しかし距離が微妙なため、ほとんどの弾たまはラ・マンの隆りゆう々りゆうとした筋肉に跳はね返されていった。ほんの二、三発、皮ひ膚ふを破って内部に食い込んだが、その傷きず跡あともすぐに塞ふさがって消えた。


  「フハハハハハハハハ、無駄無駄無駄無駄ァーッ!!」


  　ラ・マンの勝ち誇った大だい音おん声じようが住宅街にこだまする。


  （くそっ……いったいどうすればいいんだ……!?）


  　そのとき、どこからか人の声が聞こえてきた。


  「……なにあれ！　屋上になにかいるわ!!」


  　下だ。気がつけば地上が騒がしい。


  （あいつがあれだけ大暴れしたんだ。マンションの人たちが気づかないわけがない）


  　いろんな意味で困ったことになったと思った。


  （いくら攻撃しても効かないんじゃ……これはもう逃げるしかないのでは？）


  　伽か夜よを救出することはできたのだ。これだけでもよしとするべきではないだろうか。鷹たか兎とは思い切って撤てつ退たいの進言を試こころみる。


  「あ、あの……」


  「東ひがし森もり」


  「えっ？　は、はい、なんでしょう？」


  「もはや退却しかないだろう。御み月つきを頼む」


  「はい？」


  「御月をかかえて逃げろと言っている」


  「あ……は、はい！　わかりました！」


  　まさか伽夜のほうから撤退の指示があるとは思わなかった。鷹兎はほっとして、ぐったりと横になっている御月の元に向かおうとする。


  　だが、伽夜は鷹兎に背を向けて、こう言った。


  「ここは私が引き受ける」


  



  「……え？」


  　鷹兎の足が止まる。


  「フハハハハハハハ！　さぁ貴様らにも裁さばきの雷いかづちを喰らわせてやるッ！」


  　ラ・マンが地響きを立てて走り寄ってきた。アフロをかき回し、バチバチと火花が散る。


  　伽夜は右腕に左手を添えると、すーっと深く息を吸い込んだ。


  　そして気合いと共に一気に吐き出す。


  「………………ハァァァァーッ!!」


  　屋上の端から端まで届く巨大な防御シールドが、伽夜とラ・マンの間に現れた。


  「ヌゥッ!?」──ドンッ。


  　勢い余ってラ・マンは顔からシールドに突っ込む。


  　伽夜はガクッと膝ひざを突いた。


  　大量の汗をしたたらせ、苦しそうに肩を揺らす。


  　ぜーっ、ぜーっ。


  「先輩ッ！」


  　鷹兎は慌あわてて駆け寄る。伽夜の顔は、今にも倒れそうなほど真っ青だった。


  「私のことはいい……。早く……御月を連れて逃げろ……」


  「じゃあ先輩も一緒に！」


  　伽夜は首を横に振る。荒い息を吐きながら、少しだけ笑った。


  「あのシールドは……大きくした分もろい……すぐに壊されるだろう……。私の体力ではあと一回……あと一回シールドを作るのが限界だ……。だから今のうちに逃げろ……」


  　防御シールドの高さは五メートルほど、今のラ・マンでも跳び越えるのは難しいだろう。


  「おのれィ、またか！　この忌いま々いましいシールドめッ!!」


  　ラ・マンは拳こぶしを大きく後ろに引き、渾こん身しんの力で防御シールドに打ち込む。


  　バチィィッ！　（ミシッ）


  　防御シールドが軋きしむ悲鳴のような音が聞こえた。


  　伽か夜よの言うとおり、長くは持たなそうだ。


  「さぁ東ひがし森もり……早く行け……」


  「………………」鷹たか兎とはごくりとつばを飲み込む。「い……嫌いやです」


  「東森……！」


  「先輩を置いていくなんて……い……い……嫌です！　それなら僕も……戦います！」


  　鷹兎は感情のままに叫んでいた。


  　あるいは、こう言えば伽夜も諦あきらめて一緒に逃げてくれるのでは──という思いもあったかもしれない。しかしそんな期待は、彼女の厳しい眼まな差ざしに打ち砕かれた。


  「駄目だ！　君が逃げなかったら御み月つきはどうなる！」


  「うっ……」


  「君のわがままに御月とヘカーテを巻き込むのか……！」


  「ううっ……」


  　ぐうの音ねも出なかった。


  　結局鷹兎には、御月を見殺しにする覚悟も、伽夜と共に夜や獣じゆうの餌え食じきになる覚悟もなかった。


  （苦しい選択を突きつけられて、どっちも選びたくないとだだをこねていただけ……）


  　恥ずかしかった。情けなかった。


  　自分の無力を思い知らされた。悔くやしくて、目め頭がしらが熱くなる。


  「ヌウリャアアア！　ブッ壊れよ！」


  　ラ・マンが防御シールドに殴なぐる蹴けるの暴行を加えている。ビシッ、ミシッ、と音を立てて、シールドに蜘く蛛もの巣すのようなひびが入っていった。


  　伽夜の手が、鷹兎の背中を優しく撫なでた。


  「すまない、〝わがまま〟なんて言って悪かった……。君の気持ちはとても嬉うれしいよ……ありがとう」


  　そして彼女は、鷹兎の背中をぽんと叩たたく。


  「さあもう時間がない。……行ってくれ」


  　促うながされ、鷹兎は後ろを振り向いた。


  　コンクリートに横たわる御月。その十メートルほど後ろに非常階段が見える。


  　御み月つきをかかえてあの階段を下りれば助かるのだろう。


  　伽か夜よは助からない。


  （せっかく先輩を助けに来たのに……。助けることができたと思ったのに……）


  　伽夜に背を向けて一歩進むごとに罪悪感が募つのる。


  　だがどうしようもない。


  　鷹たか兎とには覚悟がなかった。敵を倒す力もなかった。


  　あるのは思いだけ。


  　伽夜を救いたい──その気持ちだけ。


  　世の中、気持ちだけではどうにもならないこともある。いや、どうにもならないことのほうが多いかもしれない。


  　つらい現実が鷹兎の背中を押す。


  （逃げれば僕と御月さんは助かる。逃げなければ三人とも助からない。仕方ないんだ……）


  　だが、わかっていても受け入れられない、もう一人の自分がいた。


  （嫌いやだ……先輩を置いていくなんて、嫌だ、嫌だ、嫌だ、嫌だ、嫌だ、嫌だ……！）


  　心の中がばらばら。


  　思いと行動がちぐはぐ。


  　一歩一歩進む足。


  　マグマのように吹き出す気持ち。あふれ出す涙。


  （僕は……僕は……先輩を助けたいのにッ!!）


  　幸運なのは、まさにその気持ちこそが、それを発動させるための鍵かぎだったということだ。


  　不意に、鷹兎の右腕で、なにかが光る。


  （……月ユエ老ラオの腕輪っ！）


  　すでに御月との接続は切れている。


  　腕輪に埋められた石の中で、かすかな赤い光が炎のようにチロチロと輝いていた。


  　鷹兎は瞬時に悟る。これが最後の希望なのだと。


  「先輩!!」


  「……」伽夜が顔だけで振り返った。


  　鷹兎は月ユエ老ラオの腕輪を掲かかげて叫ぶ。


  「か…………伽夜先輩ッ！」


  「……ッ!?」


  　真っ青だった伽夜の顔がぽっと赤くなる。目をまんまるに見開いてぱちくりさせた。


  「伽夜先輩ッ!!」


  　鷹兎はもう一度叫ぶ。思いのすべてを言葉に込めて。


  　すると伽夜は、赤面しながら小さくうなずいた。


  「……そうだな、可能性はすべて試ためしてみないと……。よし、わかった」


  　ミシミシッ、ベキッ。


  　ラ・マンの蹴けりが防御シールドに小さな穴をうがった。


  　ひびはシールド全体に広がっていた。おそらく次の一撃で破壊される。


  　伽か夜よは月ユエ老ラオの腕輪を鷹たか兎とのほうに向けて、一瞬恥ずかしそうに躊ちゆう躇ちよしたあと、凜りんとした声で叫んだ。


  「……鷹兎ッ!!」


  　鷹兎は心の中で、強く、強く、願った。お願い、目覚めて僕の力……!!


  　次の瞬間。


  　お互いの腕輪に埋められた石から、赤い光の糸が勢いよく飛び出した。


  　二本の糸は一直線に接近し、やがて二人の真ん中で巡り合う。


  　邂かい逅こうを喜ぶように絡からみ合い、結びつき──、


  　ついには一本の糸となった。


  　と同時に、伽夜の防御シールドが音を立てて砕くだけ散った。


  「フハハハハハハァァァァッ！　絶望ォォに身をよじれィ、愚ぐ民みんどもオオオオオッ!!」


  　ラ・マンの哄こう笑しようが響き渡る。
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    　その彼の、分厚い胸の筋肉が、ボンッ！　と爆はぜた。


    



    「なっ……」


    　直径三十センチほどの半球状にえぐれ、肉が、骨が、露ろ出しゆつする。


    「なにィィッ？」


    　戸と惑まどうラ・マン。黒い粘ねん液えきがあふれ出し、傷を塞ふさごうとする。


    　が、連れん鎖さするように爆発は続き、ラ・マンの胸板にぽっかりと大きな穴を開けた。
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    　月ユエ老ラオの腕輪から赤い糸が伸び、鷹たか兎とと伽か夜よをつないだそのとき。


    　鷹兎は頭の中が爆発したかのような例の衝撃を覚えた。


    　しかし今回は今までと違った。鷹兎は自分に秘められた能力がなんなのか理解していた。


    （いつの間にか……まるで昔から知っていたみたいだ）


    　ＲＰＧでレベルアップ時に新しい魔法を覚えるのはこんな感じなのだろうか、と思う。


    （弾丸は触れるものすべてを内部に取り込みながら進む。取り込める量には限界があり、だから十数メートルほど進んだ頃には、たいした威力のないただの弾たまになってしまう……）


    　取り込んだものは圧縮され、弾丸内部に蓄積されていく。


    　ならば今度は、それを解放してやればいい。


    　開け放ち、解き放つ。


    　それが鷹兎の、秘められた潜在能力だった。


    



    「オオオ、おのれなにをしたァァァッ？」


    　怒号を吐き出しながらラ・マンが駆け寄ってきた。


    　地響きが鷹兎の手元も揺らす。しかし的まとが大きい分、狙ねらいは定めやすい。


    　ガォゥン！


    　ガン・ハルハが火を噴いた。弾丸は空気を取り込みながら突き進む。


    　そしてラ・マンの右みぎ膝ひざに触れた刹せつ那な、


    「開放」


    　鷹兎の声を合図に、弾は内部にためた空気を一瞬で解き放った。


    　音速を超えた体積の膨ぼう張ちようは衝撃波を生み、ラ・マンの膝を吹っ飛ばす。


    「グアアアアアアアアアッ！」


    　ガクンと崩れ落ちるラ・マン。だが吹っ飛ばされた膝も、先ほど大きな穴を開けた胸板も、黒い粘液がすぐに修復していく。


    「……くそっ、これじゃ結局奴を倒すことはできない！」


    「いや、奴を見ろ！」


    　伽か夜よがラ・マンを指差す。


    　えぐれた傷口は確かに粘ねん液えきによって修復されていった。


    　しかしそれと同時にラ・マンの巨体が縮ちぢんでいった。再生された膝ひざでよろりと立ち上がったラ・マンの身長は、さっきまでより五十センチほど低くなっている。


    「鷹たか兎と、撃うて！　撃って撃って、撃ちまくれ！」


    「は、はい！　伽夜先輩！」ジャコッ。


    　鷹兎はポンプアクションで空から薬やつ莢きようを排出し、ラ・マンに向かってガン・ハルハを連射する。


    　ガォゥン！　ジャコッ。


    　ガォゥン！　ジャコッ。


    　ガォゥン！　ジャコッ。


    　ガォゥン！　ジャコッ。


    　そして着弾と同時に開放。


    　ドンッ！　ドンッ！　ドンッ！　ドンッ！


    「ウ、グ、ア、ア、ア、ア、ア、ア、ア、ア、ア、ア、ア……」


    　飛び散る肉片はコンクリートに張りつき、黒い粘液となってドロリと溶けた。


    　ラ・マンの体はあっという間に穴だらけになる。


    「ア、ア、ア、ア、ア、ア、ア、ア……!!」


    　すると体が縮む。


    　その動きに押し出されるように、傷口から新たな黒い粘液が染しみ出し、塞ふさいでいく。


    　つまり奴の肉体の再生は無限のものではなかったのだ。損傷した箇か所しよを修復するためには、別の部分で補わなければならない。おそらく御み月つきの攻撃でも奴の体は縮んでいたのだろうが、切り裂かれた傷は接合するだけですむので、わずかな変化のため気がつかなかったのだろう。


    　ガォゥン！　ジャコッ。──ドンッ！


    　はーっ、はーっ、はーっ、はーっ。


    　鷹兎は肩で息をする。弾丸を開放するたびに全身から力が抜けていくのを感じた。


    　やがて立っていられなくなり、ガクッと膝を突く。


    「どうした鷹兎！」


    　伽夜が傍かたわらにしゃがみ、心配そうに顔を覗のぞき込んできた。


    「だ、大丈夫……です」玉のような汗が額ひたいからあふれ出し、目の中に流れ込む。鷹兎はそれを手の甲でぬぐう。


    「ウグググウゥ……き……貴様ァ……ッ」


    　ラ・マンの体は、本来の大きさに戻っていた。


    　傷はすべて塞ふさがっていたが、こちらも立っているのがやっとという感じである。足元をふらつかせながら、荒い呼吸を繰り返していた。


    「か……悲かなどの……悲どのォォッ……」


    　ラ・マンは後ろを振り返って呼びかける。


    　悲はまるで他ひ人と事ごとのように平然と鉄栅さくに腰かけていた。


    「なあに、ラ・マン？」


    「頼む……今一度……我われに力を……！」


    「うーん、悪いけどそれは無理だよ。ごめんね」


    「なッ……なにィ……!?」


    　差している傘かさを手元でくるくる回しながら、悲は困ったような顔で苦笑した。


    「今までの君は、僕の血の作用で、持てる力を一気に絞り出しただけなんだよ。でももう君にはほとんど力が残っていない。絞り出せる力がないんじゃ、僕の血でもどうしようもないよ」


    「力が、残ってない……？　で、では我は……ッ!?」


    「残念だけど〝ここまで〟かな？　ごめんね」


    「…………ッ!!」


    　ラ・マンは絶句した。


    　鷹たか兎とは必死に呼吸を整えながら、ガン・ハルハを構える。


    　敵の言うことを信じていいのかわからないが、もしあの悲という夜や獣じゆうの言ったことが本当なら、あと一息で奴を倒すことができるらしい。


    　荒い呼吸と共に震ふるえる銃口が、ラ・マンの背中を狙ねらう。


    　と、


    「フッ……クハハハハハハハハハ……」


    　ラ・マンは突然背中を揺すって笑いだした。


    　まるで自分自身をあざ笑うかのような乾いた笑い声。


    　引き金にかかった鷹兎の指が思わずためらった。相手が夜獣とわかっていても、その笑い声を聞いているとどうしても同情を禁じ得なくなる。


    （バカッ……奴は夜獣……先輩の魂たましいだって奪うばわれそうだったんだぞ……！）


    　鷹兎は引き金をゆっくりと絞る。


    　するとラ・マンがくるっと振り返った。


    「フハハハハハ！　見事だ少年。よくぞこの我をここまで追い詰めた。褒ほめてやろう」


    「ッ!?」


    　ガォゥン！


    　両手を広げ、威い風ふう堂どう々どうとこちらへ歩み寄ってくるラ・マンに、鷹兎は思わず引き金を引いた。弾丸はラ・マンの脇わき腹ばらを貫通したが、彼の歩みは止まらなかった。


    「鷹たか兎と、どうした？　潜在能力はもう限界なのかッ？」


    「あ……ち、違います、すみません！」


    　鷹兎は引き金を引き、着弾のタイミングで今度こそ弾たまを開放する。ラ・マンの肩を吹き飛ばし、左腕がドサッと落ちる。


    「ンンン裸ラ裸ラ裸ラ裸ラ裸ラァァ～～～♪」


    　テノールの美声を響かせながら、それでもラ・マンの足は止まらない。


    「我が命もここまでだ。──だが我われは王！　雨にも退ひかず！　風にも媚こびず！　雪にも夏の暑さにも省かえりみぬ！」


    　ラ・マンは叫び、走りだす。鷹兎は最後の力を振り絞って発砲したが、手の震ふるえから狙ねらいがずれ、ラ・マンの太ももをわずかにえぐるだけにとどまった。


    「フハハハハハハハ！　我が最終にして究極奥おう義ぎ〝万ばん罪ざい〟にて爆炎と共に散ろう！　貴様らも道連れだ！　我が副ふく葬そう品ひんとなれィッ!!」


    　走りながらラ・マンの体が輝きだす。瞬間的に察しがついた。


    （自爆する気だ……!!）


    　鷹兎は焦あせって右手人差し指に力を入れたが、引き金を引いても弾が出ない。まだポンプアクションで排はい莢きようしていないことに気づく。


    「しまった……！」


    　ラ・マンとの距離はもう三メートルを切った。


    　まぶしいほどの光がラ・マンを包んでいる。


    （逃げなくちゃ……ッ！）


    　そう思ったが脚にうまく力が入らなかった。中途半はん端ぱに立ち上がって、べちゃっと転ぶ。


    「か、伽か夜よ先輩……逃げてくださいッ！」


    　這はいつくばったまま振り返ると、ラ・マンはもう目の前。


    　そして伽夜が、鷹兎をかばうように立ち、右手を構えていた。


    



    　吸って。


    　吐いて。


    　深呼吸ののち。


    「……ハァッ!!」


    



    　伽夜の鋭い一声と共に、青く光る壁がラ・マンを囲んだ。


    　平面ではなく立体。


    　六つの面を持つ防御シールドが隙すき間まなくラ・マンを閉じ込める。


    『な……なにィ……ッ』


    　ガラス越しのようなくぐもった声。ラ・マンはまだ残っている右腕でシールドを殴なぐりつけるがびくともしない。


    （これは……伽か夜よ先輩の潜在能力ッ!?）


    　鷹たか兎とだけではない。彼女も目覚めていたのだ。


    「ハァッ、ハァッ……鷹兎、逃げるぞ！」


    「えっ？」


    「あの結けつ界かいが万ばん罪ざいとやらを防ぎきれるかわからん！　立てるか!?」


    「あ……は、はいッ！」


    「よし！　あとちょっとでいい、死ぬ気で走れッ！　私は御み月つきを連れていく!!」


    　伽夜は御月の元に駆け寄って抱き上げる。


    　鷹兎の脳のう裏りにハルハの顔が浮かんだ。『タカト、頑がん張ばって～ッ!!』と言っている気がする。


    「が……頑張るよっ！」


    　声援に応えるように、無我夢中で脚を動かした。脇わき腹ばらが引きつって吐き気を覚えたが、懸けん命めいに──言葉どおり、死ぬ気で──走った。


    　前を行く伽夜が非常階段を駆け下り、その姿が見えなくなる。


    　鷹兎もそのあとに続く。この際、足を滑らせて転げ落ちても構わないと思った。


    『クッ……我が生しよう涯がいに一片の悔くいありィィィッ!!』


    　響く断末魔。


    　轟とどろく爆音。


    　背後で爆炎が噴き上がる。


    　突然、浮ふ遊ゆう感かん。


    　背中をどんっと押されたみたいな気がした。


    （え……）


    　爆風が鷹兎の体を宙に吹き飛ばしたのだ。


    （ええ……？）


    　一瞬、下の踊り場にいる伽夜と御月が見えた。


    　愕がく然ぜんとして目を見開いている伽夜。


    　刹せつ那な、目が合う。


    　そして鷹兎の体は非常階段の栅さくを飛び越え、


    「えええええええええええええええええええええ～～～～～～ッ？」


    　地上八階建てマンションの屋上から放り出された。
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    　　　　　　　　　　１


    



    　どこまでも続く暗くら闇やみ。


    　湿った岩がん壁ぺき。


    　どこかの洞どう窟くつ。


    　動物の気配すらまったくない静せい謐ひつな空間に、コツン、コツン、と足音が響く。


    　漆しつ黒こくの闇の中を、ぼんやりとした青白い光がひらひらと飛んでいた。


    　それは蝶ちよう。光の粒りゆう子しのような鱗りん粉ぷんをまき散らしながら、静かに舞う。


    　そして蝶のあとに続く黒いドレスの人影──悲かなだ。


    　コツン、コツン。


    「……止まって、ゲッコウアゲハ」


    　悲の足がピタッと止まる。蝶──ゲッコウアゲハ──もふわりと静止する。


    　目の前に曲がり角があった。


    　そこから同じような青白い光がひらりと現れる。もう一羽のゲッコウアゲハ。次いで長身長髪の女の姿が。


    「よう、どうだったい、悲？」


    「……奈な闇やみさん」


    　悲の顔が、一瞬だが、憂ゆう鬱うつそうにゆがんだ。


    「どうもこんにちは。それでは失礼します。行くよ、ゲッコウアゲハ」


    　かすかに一礼すると、奈闇の横をすり抜けて歩いていく。


    　悲のゲッコウアゲハは急いで所定のポジションに戻っていった。


    「お……おいおい、なんだそりゃ。待っててやったのにその態度はねーだろ」


    　奈闇が、カッ、カッ、とハイヒールを鳴らして追いかける。


    「別に頼んでません」


    　コツッ、コツッ、コツッ、悲の足音がさっきより若じやつ干かん荒っぽくなった。


    「いや、頼まれた覚えもねーけど……あたしぃもちょうど帰るところだったんだ。そしたら後ろから誰か来るから、多分おまえだと思って待っててやったんだよ。何度も〝転移〟を使わせると、不ふ治じ乃ののヤローがぐちぐちうるせーだろ？」


    「そうですね」悲は棒読み口調で答える。


    「はぁ……さっきからなにをそんなにイライラしてんだよ。もしかして〝あの日〟か？　っておまえ男だったな」


    　アッハッハ、と奈闇の笑い声が洞窟内に響いた。


    「……奈な闇やみさんのそういう下品なところ、大嫌いです」


    　吐き捨てるように言うと、その悲かなの肩を奈闇がばしばし叩たたく。


    「バカ、下ネタは笑いのリーサルウエポンなんだよ。わかってねーなぁ」


    「そんなのわかりたくありません」


    　悲はぷいっと顔を背そむけて足を速めた。しかし長身の奈闇は苦もなくそのペースに合わせる。


    　コツッ、コツッ。


    　カッ、カッ。


    「なぁ、それでどうだったよ？　どれくらい魂たましい集められたんだい？」


    「僕が手ぶらなのわかってて訊きいてるんですか？」


    　悲は例の黒い傘かさしか持っていない。


    「あ？　そういやおまえ手ぶらだねぇ。いや気づかなかったよ。ふふ……あたしぃはこの一週間で四つ集めたよ。ほら」


    　奈闇は着物地で作ったような巾きん着ちやく袋ぶくろを持っていた。それを悲に見せつける。


    　もぞ……と巾着袋の中でなにかが動いた。


    「……ずいぶん活いきが悪いですね」


    「う……ま、まあな。下したっ端ぱの腹の中から出すのがちょっと遅くなったせいで、消化されすぎちまったみたいなんだよ。四つ集めたうち一つは、もうちょっと取り出すのが遅れたら、使いものにならなくなっちまってたな～、いやぁ、危ねー危ねー」
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    　ばつが悪そうな顔をしてから、奈な闇やみはごまかすように笑った。


    　悲かなは冷ややかな眼まな差ざしで奈闇を一いち瞥べつする。


    「ほんとに四つだったんですか？　実は五つ集めてたのに、一つは下したっ端ぱのお腹なかの中に消えちゃったんじゃ？　……不ふ治じ乃のさんに怒られますよ」


    「ち、ちっげーよ！　集めた魂たましいはヤヌシさまの復活のための大事な糧かてだ。下っ端の腹の中で最後まで消化されちまうなんてポカはしねーって！　てか、なんであたしぃが不治乃に怒られなきゃなんねーんだよ！　あ、あたしぃはあいつの部下じゃねーし！」


    「はいはい、わかりましたよ」


    　うろたえる奈闇を見て、悲は気分のよさそうな顔をし、こっそり鼻で笑う。


    「……まあ、難しいところですよね。ヤヌシさまが復活なさるのに必要な人間の魂は、生まれたばかりの下っ端夜求者ヤクシヤの食しよく糧りようでもある。あいつらは自力で瘴しよう気きを吸収できないですから」


    「そうなんだよ。その問題が解決すれば、もっと活きのいい魂を集められるんだけどねぇ」


    「……それはどうでしょうね」


    「あん？　どういう意味だよ？」


    「奈闇さんは相変わらず人間を痛めつけて、強引に魂を引きずり出しているんでしょう？　そんなやり方だから魂も弱って、ますます質が悪くなっちゃうんですよ」


    「はっ……あたしぃは質より量を重視してるんだよ。おまえみたいに半月も時間をかけて準備して、それで結局失敗してるんじゃ元も子もないからねぇ」


    　小馬鹿にするみたいに肩をすくめる奈闇。


    　悲の眉み間けんに、ぴくっとしわが刻まれる。


    「だからってそんな質の悪い魂じゃ、あと三千個くらい集めないと、ヤヌシさま復活には足りませんよ……！」


    「三千でも四千でも集めてやるよ。だらしないおまえの分もな」


    「な……た、頼んでません！」


    「出来の悪い妹の面倒は、姉が見るもんなんだよ。……っておまえ男だったな。弟か」


    　アッハッハ、と巾きん着ちやく袋ぶくろをぐるぐる振り回しながら奈闇が笑った。


    　悲のこめかみに、ぷくっと青筋が浮かぶ。


    　無言で傘かさを振りかぶると、


    　奈闇のお尻しりに思いっ切り叩たたきつけた。


    　バシィッ！


    「いってぇッ！」


    　奈闇はビクンと跳び上がり、お尻を押さえてうずくまる。「うううううっ……！」


    　その横を、悲はすたすたと通り過ぎていった。


    　少し歩くと行き止まり。大きな岩壁が立ち塞ふさがる。ごつごつした壁面に手形のような模様が印しるされていた。近づくと、血の色のような赤いそれがぼうっと淡い光を放つ。


    「てっ…………てめ、なにしやがる!!」


    　涙目の奈な闇やみがお尻しりを押さえながら追いかけてきた。悲かなは岩壁の模様に手を合わせると、


    「悲です。不ふ治じ乃のさん、お願いします」


    　とつぶやく。


    　ボシュッ。


    　次の瞬間、悲の体が消えた。コップの水に墨すみを垂たらしたような黒いもやを残して。


    「ま、待て、悲！　ちくしょー、不治乃、あたしぃもだ!!」


    　奈闇も模様に手を突く。


    　ボシュッ。


    　そして誰もいなくなった。


    　残された二羽のゲッコウアゲハは、仲むつまじそうにひらひらと舞いながら、洞どう窟くつのいずこかへと飛んでいった。
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    　もしも私の顔が変わったら


    　あの人　気づいてくれるかな？


    　お願い　シンデレラの魔法使い


    　三十分だけでもいいの


    　私に魔法をかけて


    



    　ＣＧで描かれた二人の少女が、テレビ画面の中で踊っている。


    　アニメ『ふたりはラブＤＸデラツクス』のエンディング。今朝放送されたのを録画したものだ。


    　そして同じく二人の少女──ハルハと御み月つきが、


    「まほ～を～かーけーてぇ～」


    「フ～～～～」


    　流れる曲を歌いながら、テレビの中の少女たちと一緒に踊っていた。


    　ラ・マンとの戦いの翌日、鷹たか兎との家の居間にて。


    　掘り炬ご燵たつに脚を入れた伽か夜よが、昼食後の緑茶をすすりながら、あきれたようにつぶやく。


    「二人とも元気だな。……特に御月。私たちの中で一番ダメージを受けたはずなのに、いくらなんでも元気すぎじゃないか？」


    　ハルハと共に夢中になって踊っている御月に代わり、ヘカーテが答えた。


    「人じん猫びよう化していると回復力も増すのよ。昨晩は槇まき村むら家け秘伝の薬も服のんだし、一晩寝たらもうスッキリね」


    「そうなんですか。僕を助けてくれたときの背中の打ち身も、もう大丈夫なんでしょうか？」


    　鷹たか兎とが心配そうな目で御み月つきを見る。


    「あれだけ元気に踊っているんだから大丈夫よ」ヘカーテがあっさり言った。


    〝僕を助けてくれたとき〟とはつまり、鷹兎が爆風に巻き込まれて、マンションの屋上から放り出されたときのことだ。


    　御月は伽か夜よに運ばれながら意識を取り戻していた。非常階段の栅さくを飛び越えていく鷹兎を見るや、あとを追うように自分も栅から素早く跳んで、見事空中でキャッチする。


    　そして隣の六階建てマンションの屋上に、背中からハードランディングした。


    　抱きかかえた鷹兎をしっかりとかばって。


    「……空中に放り出されたときは、ほんとにもうダメかと思いました。御月さんが助けてくれなかったらと思うとゾッとします」


    　鷹兎は落下していくときの浮ふ遊ゆう感を思い出して身み震ぶるいする。


    　と、ハルハがリモコンの停止ボタンを押した。次回予告まで見終わったようだ。


    「くふふふっ、いい汗かいた～」


    「ハルハさん、とっても上じよう手ずなのです。振りつけ完かん璧ぺきでした」


    「ミツキも上手だよ！　ハルハはね～、ビデオで何回も見て、いっぱい練習したの！」


    　御月に褒ほめられ、ご満まん悦えつのハルハ。上気した顔を手であおぎながら、ジーっとジャージのファスナーを下ろす。


    「わっ……！」


    　鷹兎は慌あわてて顔を背そむけた。ハルハは肌着なしで直接ジャージを着ていた。


    　あらわになったハルハの胸元を御月が覗のぞき込む。


    「うにゃ。それはラブデラ・ブラなのですね」


    「じゃ～～～～ん、そうなのでーす♪」


    　ハルハはファスナーを全部下ろし、ご開かい帳ちようした。


    『ラブデラ』に出てくる戦闘コスチュームをイメージした、特製ラブデラ・ブラジャー。


    　左右のカップの間の小さな蝶ちよう々ちようリボンがキーポイントである。


    「こ、こらハルハ！　鷹兎の前でブラを見せびらかすな！」


    「え～、なんで？　ハルハとっても気に入ってるんだもん。タカトにも見てほしいもん」


    「なんでって……！　い、いや、気に入ってもらえたのはなによりだが……」


    



    　昨夜、戦いのあとにハルハが変へん化げを解いて最初にしたこと──それは伽夜に抱きつき、ラブデラ・インナーのお礼を言うことだった。


    　それに対する伽か夜よの台詞せりふは「わ、わかったからまず服を着ろ！」だった。


    



    「ブラもパンツもちょーお気に入りだよ！　カヨ、ありがと～！　くふふふふっ！」


    　ハルハはてててと伽夜の元に駆け寄り、がばっとしがみつく。ぎゅ～～っ。


    「わ、わかったわかった。お礼なら昨日さんざん聞いたからもういい。……やれやれ、まったく現金な奴だ」


    　伽夜はあきれたようにため息をついた。しかしまんざらでもなさそうだ。


    「と……とにかく、女の子はみだりに下着を異性に見せてはいけないんだ！　覚えておけ！」


    「え？　み……みだらに下着を見せちゃいけないの？」


    「ダメだ！　もっとダメだ！　〝みだら〟じゃなくて〝みだり〟だ!!」


    「み……みだ……？　あぅう、よくわからないよ」


    　怪け訝げんな顔で頭をかかえるハルハに、ヘカーテが薄笑いを浮かべて言う。


    「ハルハちゃん、女の子の下着はね、女の子同士か特別な男の子にしか見せちゃダメなのよ」


    「そうなの？　じゃあタカトには見せてもいいよね！　だってタカトはハルハにとって特別だもん！」


    「ヘ、ヘカーテ！　余計なことをハルハに教えないでくれ！」


    「あら、ごめんなさい。ハルハちゃんにはまだちょっと早かったかしら。うふふ」


    「まだ早いの？　じゃあいつから見せていいの？」


    「い……いつとか、そういう問題じゃない！」


    「…………」あけすけに花咲くガールズトーク。鷹たか兎とは耳まで赤くしてうつむいた。


    　と、伽夜の影から小動物がこっそり顔を出していることに気づく。しましまだ。


    　じーっと、ヘカーテを見つめている。


    「しましま……？」


    「しゅっ、しゅしゅっ!?」


    　鷹兎に声をかけられると、しましまはビクッとして影の中にもぐり込んでしまった。


    「む？　しましまがどうかしたか？」


    「あ、いえ……今、しましまが影から顔を出していたので……」


    「本当か？　──しましま、どうした？　出てきていいぞ」


    　伽夜が呼びかけると、しばらくしてからしましまはばつが悪そうににゅーっと姿を現す。


    「しゅ……しゅ～……」


    　恥ずかしそうにもじもじしながら、ちらっちらっとヘカーテのほうを見る。


    　ピーンときた。


    （ひょっとして……しましまはヘカーテのことを……！）


    　やがてしましまは、意を決したかのようにすすすっとヘカーテのそばに寄る。


    「ん？　なあに？」


    　ヘカーテがきょとんとした顔をして、しましまを見た。


    「……しゅ……」


    「しゅ？」


    「しゅ……しゅしゅ～！　しゅしゅしゅ～！」


    　短い前脚をバタバタさせて、しましまは必死になにかを伝えようとする。


    （も、もしかしてそれは……しましま、告白してるんだね!?　偉い！　偉いよ！　頑がん張ばれ！）


    　未いまだ伽か夜よへの想いを伝えることができない鷹たか兎とは、しましまの勇気に感動した。


    　彼の成功を祈りつつ、固かた唾ずを呑のんで見守る。


    「しゅしゅ～！　しゅしゅしゅしゅっしゅしゅ～っ！」


    「しゅしゅしゅ……？」


    「しゅしゅしゅしゅ～！　しゅしゅうううううう～～～～ッ!!」


    　ほとばしる魂たましいの叫び。そしてしましまは、はあはあと荒い呼吸のまま、力強い眼まな差ざしでヘカーテを見つめた。どうやら思いの丈たけを伝えきったようだ。


    　ヘカーテはちょこんと小首をかしげる。


    「……ごめんなさい、なにを言っているのか全然わからないわ？」


    　ガガーン!!


    　しましまは途方もないショックを受けたようだった。


    「……しゅ～…………」がっくりとうなだれて、すごすごと伽夜の影に戻っていった。


    「いったいなんだったんだ、しましまは？　……ム、どうした鷹兎ッ？　なぜ泣いている!?」


    「しましま……君の勇気を忘れない……」


    「あううう、タカト、どうしたの？　お腹なか痛いの？」


    「うにゃ～、目にごみが入ったのです？」


    　しましまの想いに気づいたのは鷹兎だけのようだった。


    　鷹兎はしましまのために一人涙した。
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    　日曜の午後をまったりと過ごしていると、槇まき村むら家けの関東支部から連絡が入る。


    　ラ・マンの自爆をもって今回の任務は終了とのことだった。もう一人の夜や獣じゆう・悲かなは、黒スーツの男たちが現場の確認のため屋上に向かったときには、すでに姿を消していたという。


    　昨晩、現場となったマンションの住人や近隣の者たちは、突然の爆発事件に騒然としていた。だが未だにこの件に関することは、どのニュース番組でも報じられていない。


    　伽夜の話によると、槇村家は報道規制をかけられるほど、マスコミ各社に強い影響力を持っているらしい。


    「でも、あのマンションに住んでる人たちとか……そういう一般の人たちから噂うわさが広まっちゃうんじゃないですか？」


    　と尋たずねると、伽か夜よは気まずそうに目を泳がせてから、ぼそりぼそりと答えた。


    「うむ……まぁ……そういう場合の最後の手段はだな……目撃者等の記憶の操作を……」


    　鷹たか兎とは怖くなって、それ以上聞かないことにした。


    



    　それから二時間ほど過ぎた頃。


    　鷹兎たちは早はや瀬せ運転手の車で、新幹線が停とまる織お田だ原わら駅まで来ていた。御み月つきとヘカーテのお見送りである。


    　初めて訪れる場所──最初のうちは物珍しげにはしゃいでいたハルハだったが、いざ新幹線に御月が乗り込もうとすると、彼女のスカートをつかんでわんわん泣きだした。


    「や～ん～、ミツキ帰っちゃやだああぁ～～!!」


    　御月はハルハを抱き寄せて、よしよしと頭を撫なでる。


    「またすぐ会えるのです。……ところで鷹兎さん、お願いがあるのですが」


    「え……は、はい、なんでしょう？」


    　御月は腰に提げたポーチから携帯電話を取り出して言った。


    「メアドの交換、してほしいのです」
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    　ほとんど揺れを感じさせないまま、新幹線は滑るように線路を走る。


    　御月は座席に腰かけながら、携帯でメールを打っていた。


    　せわしなく動く親指。しばらくしてピッと送信し、携帯を閉じようとする。


    　が、なにかを思い出したみたいにまた携帯を開いた。


    　メニュー画面を開いてピッピッと操作。内蔵カメラで撮影した写真を表示する。


    　エプロン姿の鷹兎。


    　普段は表情の乏とぼしい御月の顔が、ほう、と嬉うれしそうに緩ゆるんだ。


    　たくさん撮とった写真の中からベストショットを選び、待ち受け画面に設定する。


    　そして携帯を閉じ、窓の外を流れる景色をぼーっと眺めた。


    「またすぐ会えるけれど……」


    　ぼそりとつぶやく。


    「やっぱりちょっと……寂しいのです」


    



    　それから十分ほどして。


    　ヘカーテは、座席の隅すみに出来た御み月つきの影から、するりと外へ抜け出した。グリーン車はがらがらでほかの乗客に見られる心配はないが、一応隠おん形ぎようは使っておいた。


    　御月の膝ひざの上にちょこなんと座り、くあぁ、とあくびをする。今まで影の中でうたた寝していたのだ。


    「ふぅ……ちょっと疲れたわね」


    「……」御月はこくんとうなずいた。


    「鷹たか兎とさんに軽く挨あい拶さつするだけのつもりだったのが、夜や獣じゆうとのデビュー戦になるなんてね。かなり危ない感じだったけど、まあ倒せたから結果オーライかしら。最後の美お味いしいところは、鷹兎さんと伽か夜よさんに全部持っていかれちゃったけど」


    「……みんな無事だったから、それでいいのです」


    「まあ……そうね、うん。……それにあたしたちにとっては、夜獣を倒すより大事な任務があったしね。ハルハちゃんはあなたにかなり懐なついたみたいだから、作戦の第一段階は無事終了って感じかしら。〝将を射いんと欲ほつする者はまず馬を射よ〟ってね」


    「……なんの話です？」


    「なんのって……近きん畿きの支部長さんに言われたでしょう？」


    



    　血筋を継承せずに影かげ子こ適応指数〝九十二〟を叩たたき出した東ひがし森もり鷹兎は、将来有望かつ影子研究においても非常に稀まれな人材サンプルである。よって彼を近畿支部に引き抜くべし。


    



    　それが御月とヘカーテに課せられた秘密の任務だった。


    　御月はしばし考え込むような目をし、まぶたをしばたたかせる。


    　そして、


    「そんな話ありましたっけ？」


    「あったわよ！　あきれた！　忘れたのッ？」


    「忘れたんじゃないです。失念したのです」


    「一緒よ!?　かっこよく聞こえるけど同じことよ!?」


    　ヘカーテは「もう信じらんない～」と言い、御月の膝の上でぐったりとうつぶせになった。


    　そんなヘカーテの頭をよしよしと撫なでる御月。まるで他ひ人と事ごとだ。


    　はぁ～っ、とヘカーテはくたびれたため息をこぼす。


    「まぁハルハちゃんには懐かれたし、鷹兎さんともかなり仲良くなれたし……結果オーライなのかしら……？」


    　最終的には鷹兎に御月を好きになってもらうことがヘカーテの狙ねらいだ。そうなれば引き抜きもたやすいはずである。


    　ただ問題は、


    （伽か夜よさん、よねぇ……）


    　いつの間にか鷹たか兎とと伽夜は名前で呼び合うようになっていた。御み月つきとヘカーテが気を失っている間になにがあったのか。


    （……だいたいの想像はつくけど。それにしてもあの試作モデルで発動するなんてね）


    　伽夜に渡した月老ユエラオの腕輪は感度が低く、相手との相性がかなりいいか、あるいは相当強い思いで結ばれていないと発動しない。はっきり言えば欠けつ陥かん品ひんなのだ。


    　それでも発動し、鷹兎の腕輪と結ばれた──と聞いている。


    （伽夜さんが鷹兎さんを思う気持ち……ううん、伽夜さんだけじゃない。あの二人を結ぶ思いがとても強かったってことね）


    　思いと言うより、想い。


    （伽夜さん……手て強ごわいライバルだわ）


    　ヘカーテは胸の内で静かに闘志を燃やした。
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    　御月たちを見送ったあと、嗚お咽えつがやまないハルハに困った鷹兎は、


    「あ……あれ？　なんだかいいにおいがするねぇ。ほらハルハ、あそこからだよ。〝スイートポテト専門店〟だって。た……食べてみようか？」


    　駅ビル一階にある洋菓子店に駆け込み、限定商品〝まったりチーズポテト〟を買って戻った。ハルハに持たせると、彼女はべそをかきながらそれを食べる。


    「えっぐ、えっぐ……あむ」


    　食べ終わる頃にはすっかり泣きやんでいた。


    



    　そして帰りの車中。


    　ハルハが、鷹兎の上着の肘ひじ辺りをくいくいと引っ張る。


    「……タカト、今もう一個……もう一個だけ食べちゃダメ……？」


    　じっと上うわ目め遣づかい。


    　ハルハの膝ひざには先ほどの洋菓子店の箱があった。お土産みやげ用にまた買ったのだ。


    　お土産用と言っても食べるのは自分たちなのだが。


    　鷹兎より先に伽夜が答える。


    「ハルハ、我慢しろ。今食べると、鷹兎の家に着いてからみんなで食べるときに、自分だけ一個少なくなるんだぞ。みんなが二個食べているのに自分だけ一個なんて嫌いやだろう？」


    　そしてじろっと鷹兎を見つめる。


    「君もそう思うだろう？」


    　その目が『〝じゃあ僕の分を一個食べていいよ〟などと言うなよ』と釘くぎを刺してきた。


    　確かに、今までの鷹たか兎とだったら、そう言っていたかもしれない。


    （でも……それじゃ駄目なんだ……。もしここで僕が先輩の言葉を覆くつがえしたら、ハルハは自分を甘やかしてくれる相手にだけ懐なつくようになってしまう……）


    　さりとて「伽か夜よ先輩の言うとおりだよ。我慢しなさい」とはなかなか言いづらかった。


    　う、う～……と口ごもっていると、ハルハがうつむきながらつぶやく。


    「あうぅ……わかった、ハルハ我慢する……」


    「……え？」


    「おうちに着いてから、みんなで食べる。そのほうがきっと美お味いしいもん」


    　そう言ってハルハは、未練を断ち切るようにスイートポテトの箱を鷹兎に渡した。


    「ハルハ……！」


    　鷹兎は嬉うれしかった。胸がじーんと熱くなった。


    「……偉い！　ハルハ偉いよ！」


    「ほんとに？　ハルハ偉い？　じゃあ〝いい子いい子〟してくれる？」


    　言われるまでもなかった。


    　鷹兎はツンツン跳はねてとんがったハルハの髪の毛を、優しく、優しく、撫なでてあげる。


    　精いっぱいの愛情を込めて。


    「──くふふふふふっ」


    　ハルハはくすぐったそうに首をすくめた。伽夜も目を細めて微笑ほほえんでいた。


    　と、鷹兎の携帯が鳴る。メールの着信音だ。


    「ん？」


    　ハルハを撫でながら携帯を取り出しチェックする。御み月つきからだった。


    〈夏休みにまた行きます。一緒に研修、頑がん張ばりましょう。それから──〉


    「……ッ？」メールを読む鷹兎の顔がみるみる赤くなる。


    



    〈私の好きなタイプは、エプロンが似合う家庭的な男の子です。一生面倒見てほしいのです〉


    



    　文の最後に猫とキスマークの絵文字が入っていた。


    「タカト、どうしたの？　お顔が真っ赤っかだよ」


    「え？　ななな、なんでもないよ！　御月さんがね、け、研修頑張りましょうって」


    「研修？　研修っていつやるの？」


    「えっと……夏休みだから、七月の下げ旬じゆん以降かな……」


    「げじゅんいこう……？」


    「えーっと、つまり……七月の終わり頃か八月にはやるんじゃないかと……」


    「ほんとに？　じゃあ八月にはまたミツキが来るんだね！　わーい、楽しみ～」


    「そ、そうだね……あはははは」


    　鷹たか兎とは赤くなった頰ほおをヒクヒクさせながら、返信のメールを打つ。


    〈研修頑がん張ばりましょう。ハルハも御み月つきさんに会えるのを楽しみにしています。それでは〉


    　横にいる伽か夜よが気になって、簡単な文章しか思いつかなかった。


    　さくっと送信し、隠すように携帯をしまう。


    　と、伽夜が突然問いかけてきた。


    「……それだけか？」


    「はいッ？」


    「〝研修頑張りましょう〟だけで、君はそんなに顔を真っ赤にするのか？」


    「え、いや……それは……！」


    　鷹兎は答えに窮きゆうする。明らかになにかあるのはバレバレだ。


    　伽夜は冷たい眼まな差ざしになり、ぷいっと視線を窓の外に向ける。


    「……まぁ、私が詮せん索さくすることではないか。すまない、忘れてくれ」


    　それっきり黙ってしまった。


    　気まずい空気が流れる。

  


  [image: ]


  
    　ハルハはきょとんとして首をかしげていた。


    （う……先輩、怒らせちゃったかなぁ。でもこの内容を教えるわけにはいかないし……）


    　時間が経てば経つほど、沈黙は重くのしかかってくる。


    　自宅に着くまでは、まだかなりかかりそうだ。


    　なにか言わなくては、と鷹たか兎とは思った。


    「あの……」


    　恐る恐る呼びかける。が、伽か夜よの返事はない。一瞬くじけそうになる。しかし、


    （……いや、さっきのしましまの勇ゆう姿しを思い出すんだ！）


    　鷹兎は自みずからを奮ふるい立たせ、


    「あの……今さらなんですけど……」


    　喉のどの奥に引っ込んでしまった言葉を吐き出した。


    「これからも……伽夜先輩とお呼びしていいでしょうか……？」


    　しばらくして、伽夜は窓の外に顔を向けたまま返事をした。


    「別に……君の好きなように呼べばいい。……その代わり私も好きに呼ばせてもらう」


    　その声に険は感じられなかった。


    　鷹兎はほっとする。しましまがくれた勇気に感謝した。


    　だがその直後。


    「危ないッ！」


    　早はや瀬せ運転手が叫ぶ。子供が車道に突然飛び出し、目の前を横切ろうとしたのだ。


    　急ハンドル。ぐるりと回転する車体。


    　真ん中に座っていた鷹兎には、飛び出してきた子供が見えた。だから脚を踏ん張って、遠心力で傾く体を支える余よ裕ゆうが若じやつ干かん生まれた。ハルハを潰つぶさないためだ。


    　伽夜にはその余裕はなかった。


    「ムッ!?」


    　遠心力に逆らえず、体が真横に倒れ込む。鷹兎のほうに顔を向けて──、


    



    　ちゅっ。


    



    （……ッ!!）


    　鷹兎は、この非常事態にもかかわらず、はっきりと感じ取っていた。


    　頰ほおに触れた伽夜の唇くちびるの熱さ、柔やわらかさを。
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    　ベンツはタイヤを引きずってキキッと急停車する。


    　車道に飛び出してきた子供は逃げるように走っていった。


    「あ～、ビックリした～」


    　ハルハは胸に手を当てる。まだドキドキしている。


    　まるで遊園地の乗り物みたいだった。そう考えると、なんだか楽しくなってくる。くふふふふっと、自然に笑みがこぼれる。


    　と、そのとき、誰かがつぶやく声が聞こえた。


    『……困ったわ。ミツキ、八月になったらまた来るのね。悪い人じゃないけれどタカトに気があるみたいな感じだったし……。ライバルが増えるのは正直歓迎できないわ』


    「え？　ライバルってなぁに？　どうしてミツキが来ると困るの？」


    　ハルハは目をぱちくりさせる。


    　今のは誰だろう。女の人の声だった。しかし伽か夜よではない。


    「申し訳ありません！　皆さま、お怪け我がはありませんかッ？」


    「だだ、大丈夫だっ。……ま、まったく危ない子供だなっ」


    「そ、そうですね。あ……はは……。ハ、ハルハは平気？」


    　湯気が立ちそうなほど顔を真っ赤にした鷹たか兎とがハルハの顔を覗のぞき込んでくる。


    　ハルハは首を横に振り、それからきょろきょろと車内を見回した。


    　が、先ほどの声の主は見当たらない。


    「む……どうしたハルハ？」


    「ハルハ……ほ、ほんとに大丈夫？　どっかに頭ぶつけたりした？」


    　ハルハは眉まゆをひそめてうーんとうなり、大きく首をひねった。


    「……わかんない」


    　いったい誰の声だったのだろう？

  


  
    　　ウォーキングの勧すすめ


    



    　ちょっとでも『あれ？』と思ってくださった方、ありがとうございます。


    　すみません、ボケてみました。言うまでもなく、正しくは〝あとがき〟です。


    　さて、この本が出る頃には、僕はデビュー一周年を迎えています。


    　ちなみに同月同日にデビューした、同期オブ同期の川かわ岸ぎし殴おう魚ぎよさんもやはりデビュー一周年です。『邪神大おお沼ぬま』シリーズ、よろしくお願いします。ほんとに面白いですよ。


    　話がそれましたが、なにが言いたいのかというと、デビューして一年で早速あとがきのネタが尽つきました。


    　制作秘話とか裏話とかそういうものを書けばいいのかもしれませんが、いきなりそういう話をすると、読み終わったばかりの方の想像というか余よ韻いんを潰つぶしてしまうのでは、と心配です。


    　本編より先にあとがきを読む方もいらっしゃいますし。


    　じゃあどうすればいいのかというと、うーん。


    　そんなわけで〝ウォーキングの勧め〟です。はい、タイトル出てきましたよー。実は最近、ウォーキングを始めたのです。


    



    　あ、今、急にあとがきのネタ思いつきました。


    　すみません、〝ウォーキングの勧め〟はまた今度にします。


    　えー、デビュー作『その日彼は死なずにすむか？』のあとがきにですね、


    



    〈もしかしたら、このあと二作目、三作目を出させてもらえて、それを読まれた方が、


    「ふぅん、小こ木ぎ君きみ人との小説はまあまあ面白いじゃないか。どれ、デビュー作も読んでみるか」


    　と、この本を手に取ってくださった──そういうシチュエーションも、今後絶対にないとは言いきれないわけですよね。


    　あぁ、そうなったら幸せだなぁ……（しばし妄もう想そう）〉


    



    　と書いたのですが、そしたら本当に『夜が来るまで』を読んだあと『その日彼は』を読んでくださった方がいらっしゃいました。


    　幸せだなぁ。妄想が現実になりました。


    　そこで思ったのです。もしかしたら僕は、あとがきに書いたことが現実になるという、新世界の神のような力を持っているのでは、と。


    『夜が来るまで』一巻の著者プロフィールで〈猫のお嫁よめさん募集中〉と書いたのに、いつまで経っても現れないのは、やはりあとがきじゃないと駄目というルールなのでしょう。


    　なんだそうだったのか、うんうん。さて、ではなにを書こう……？


    



    『夜が来るまで待って』が百万部突破して、印税ウハウハ生活突入──。


    



    　いやいや、もしかしたら、可能な範囲でないことを書くと、無効となって心臓麻ま痺ひで死んでしまうかもしれません（僕が）。危ない危ない。


    　そうですね、ここはギリギリの線を狙って〝『夜が来るまで待って』重版決定〟ということにします。この本の発売日に僕が心臓麻痺で死んでいたら、『ああ、それも〝可能な範囲〟じゃなかったんだ』とご理解ください。


    



    　では最後に、お世話になった皆さまにお礼を申し上げます。


    　まずは今回も素晴らしいイラストを描いてくださった梅うめ原はらえみか先生、どうもありがとうございます。今回もやっぱり裸シーンはありました。次もきっとあると思います。というか決定です。よろしくお願いします。


    　そしてショットガンに関する知識を教授してくださった坂ばん東どうさん、ありがとうございます。排莢してなくても引き金は動くんですね～。勉強になりました。


    　最後に、この本を読んでくださった皆さま、本当にありがとうございます。


    　先ほども触れましたが、おかげさまで『夜が来るまで』の三巻も書かせてもらえそうです。


    　作家として軸じくがぶれまくっている僕ですが、目指すゴールは〝面白い作品〟〝読者の皆さんに喜んでもらえる作品〟です。紆う余よ曲きよく折せつ、右う往おう左さ往おうしながらも、そのゴールにたどり着けるよう日々努力していますので、どうか温かく見守ってください。


    　それでは、『夜が来るまで待って③』でまたお会いしましょう。


    



    　あ、これくらいは書いてもいいかな。


    　ヘカーテのモデルは、某美少女戦士アニメに出てくる、額ひたいに三日月の入った黒猫です。『夜が来るまで』アニメ化の際は潘はん恵けい子こさんの声でぜひ。


    　ハッ、こんなこと書くと心臓麻痺で……！


    



    　　　二〇一〇年五月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小こ木ぎ君きみ人と

  


  
    小木君人


    Kimito Kogi


    



    最近、フィルム式のカメラを買いました。デジタルと違い、現像するまでどんな出来かわからないのがドキドキして楽しいです。でもせっかく撮った写真が露出不足で真っ黒だったりすると……凹へこみます。猫いっぱい撮ったのに～。
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